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[image: ラブコメは異世界を救ったあとで！　～帰ってきたら、逆に魔王の娘がやってきた～]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次








序章　勇者の帰還

第一章　異世界召喚の後遺症

第二章　魔王の娘、学校へ行く

第三章　勇者と魔王の娘と人間と

第四章　バイバイ、フランチェスカ

終章　魔王の娘もこっちにいたら、ただの人















序章　勇者の帰還







「本当に……帰ってしまわれるのですね……タダヒト様……」

　碧へき眼がんに涙を溜ためる若き王女の言葉に、唯ただ人ひとは名残惜しむように後ろを振り返る。王城のバルコニーからは城門広場が見渡せ、そこには何千という人々がこちらを見上げて手を振っていた。

「……ええ。俺には、向こうの世界で待っている人がいるんです」

　唯ただ人ひとは寂しさを押し込め、未練を断ち切るように眼下の民衆に背を向ける。そんな思いを感じ取ったのか、俯うつむいていた王女も顔を上げた。

「……わかりました。ですが、タダヒト様達たちがどの世界に居られても、私達の勇者です」

　王女は跪ひざまずき、祈るように両手の指を絡からめた。

「よくぞ百年続いた魔族との戦いを終わらせ、魔王との和平を実現してくださいました。私どもは、この平和を未来永えい劫ごう守っていきます」

「俺も、向こうの世界で平和を祈ってます」

　唯ただ人ひとと王女が視線を合わせ、頷うなずきあう。そろそろ別れの時間だった。王城の鐘が鳴り響くと、上空に巨大な魔法陣が浮かび上がる。そして中心から目が眩くらむような光が、唯ただ人ひとの目の前に降り注いだ。

「それじゃあ……」

　最後に一度だけ、唯ただ人ひとは眼下の方向を振り向き、手を上げた。すると、集まった民衆から弾はじけるような歓声が上がる。

「タダヒト様！」「ありがとうございます！」「勇者様！」「どうかお元気で！」

　民衆の声は鳴り止やまない。左右に目を向けると、そこには共に戦った仲間達が並んでいる。唯ただ人ひとは彼らと頷うなずきあうと、ゆっくりと光の方へと歩き出した。

　光に触れると、身体からだから重さが消える。

　そして、この世界に召喚された時のように、身体からだがゆっくりと光の中へと吸い込まれた。
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「──ということがありました」

　唯ただ人ひとが話し終えると、白衣を着た医師は笑顔を貼り付けたまましばらく沈黙し、それからパソコンの画面にカルテを打ち込んだ。中々のタイピング速度だが、異世界で魔物との戦いで鍛えられた唯ただ人ひとの動体視力をもってすれば、画面を見ずとも「妄想」と打ち込んだのがわかる。

「えっと……身体からだはもう問題ないけど、吾妻あづまくんが行方不明だった三ヶ月──じゃなくて五年だったか、その間の記憶がまだはっきり戻ってないみたいだから……。もう少し入院して、話をしてみない？」

「いや……もう大丈夫です」

　そう言うと唯ただ人ひとは医師の制止も聞かずに診察室を後にした。

　部屋を出て早々、唯ただ人ひとは大きなため息をつく。──異世界に召喚され、そこで勇者になって帰ってきた──なんて話、信じてもらうことが難しいとはわかっていた。だが、妄想の一言で片付けられてしまっては、自分の五年間の冒険が全否定されたようで虚むなしくなってしまう。

「唯ただ人ひとちゃん」

　不意に、背後から声がかかった。同時に手が自分の背に迫ってくる気配がする。

（背後を取られた!?）

　そう認識した瞬間、唯ただ人ひとは瞬まばたきよりも早い速度で身体からだを旋回させる。身を低くして床を蹴り、背後から迫っていた人物の更に背後に回る。そして腰の剣を──。

（しまったっ！　剣がない!?）

　危機感に全身から汗が噴き出る……が。

「あれっ？　っとっと」

　前方から間の抜けた声が聞こえ、我に返った。見れば、少女がたたらを踏んでいる。どうやら唯ただ人ひとの肩に手を置こうとして空振りしたようだ。彼女は驚いたようにこちらを振り返る。

　穏やかそうな少女だった。長くウェーブがかかった栗くり色いろの髪。垂れ気味の瞳。全体的に華きや奢しやなのだが、頰が丸みを帯びているので丸っこい印象を覚える。

「え？　あれ？　唯ただ人ひとちゃん、今こっちにいなかった？」

　少女──福ふく島しま香か澄すみは瞳を大きく見開き、不思議そうに前後を見ている。

「あ、それ残像」

「唯ただ人ひとちゃん……行方不明になっている間、忍者でもやってたの？」

「いや、忍者じゃなくて勇……」

　言いかけて、唯ただ人ひとは「やばい」と口を噤つぐんで視線をそらす。だが、そらしていても彼女がジトっとした目でこちらを見つめているのがわかった。

「唯ただ人ひとちゃん……またお医者さんに異世界とか勇者とかって話したの？」

「いや、その……すいません、しました」

　唯ただ人ひとが答えると、香か澄すみは大仰に鼻から息を吐いた。

「唯ただ人ひとちゃんが昔からそういうゲームとかマンガ好きなのは知ってるけど……そろそろ真面目に話さないと、また入院になっちゃうよ？」

　物心つく前から一緒だった幼おさな馴染なじみですら信じないのだから、医師が信じるわけもない。

「それは……そ、そうだよな！」

　唯ただ人ひとは後頭部を搔かきながら、大げさに笑ってみせる。

「いやぁ、三ヶ月の記憶が曖昧だから、どっかで見たことあるような話をしちゃうんだよ」

「……ふーん？」

　香か澄すみは再びジトっとした目でこちらを見てきたが、「そっか」とだけ言って、くるりと振り返った。二人は病院の玄関を出て、帰りのバス停に向かって歩き出す。

「でも退院できてよかったね。この病院遠いからお見舞いに来るの大変だったよ」

「別に毎日来なくたってよかったのに。ウチの親なんて一回も来なかったぞ」

「だって……」

　香か澄すみは口先を尖とがらせ、伏し目がちに呟つぶやく。

「……また、唯ただ人ひとちゃんが行方不明になったらって思ったら……」

「あ……ごめん……」

　無神経な発言だったと、唯ただ人ひとは反省する。

「みんなに心配、かけたよな……」
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「そうよ。唯ただ人ひとちゃんのお父さんとお母さんなんて……」

　香か澄すみの表情が曇る。

「心労で身体からだ壊したりしてたのか……？」

「ううん、『行方不明になった息子を探してみた』って動画あげて配信者デビューしたよ」

「ウチの両親そんなことやってんの!?」

「息子を探しがてら観光スポットを解説したり、現地のグルメを食レポしたりして人気なの」

「絶対心配してなかっただろ、それ……」

「人気動画配信者になったから、二人とも仕事辞めちゃうし」

「はっ!?　俺戻ってきたけどどうするつもりだよ!?」

「昨日ブラジルからアップした動画で、『息子帰ってきたけど旅動画は続ける』って言ってたよ」

「どうりでお見舞いに来ないわけだ……旅動画って言っちゃってるし」

　安心したような、悲しいような、唯ただ人ひとは乾いた笑い声を漏らす。

　そうこうしているうちに、二人はバス停まで辿たどり着いた。バスを待っている人はまばらであり、みんな新しくやってきた唯ただ人ひと達二人をチラッと見ただけで、視線を手元のスマホに戻す。唯ただ人ひとがこちらの世界に帰ってきて三日が経たとうとしているが、「行方不明の少年が見つかった」という小さなニュースは、すでに誰も興味がないようだった。

「兄ちゃん、ちょっと兄ちゃん」

　ふと、バス停脇の喫煙所にいた中年男性が話しかけてきた。彼はタバコを口にくわえたまま、すまなそうに近づいてくる。

「悪いけど、火ぃ持ってないかい？」

「私達、未成年ですけど？」

　香か澄すみが答えると、中年男性は驚いたように唯ただ人ひとを見た。

「あ、そうかい。そっちの兄ちゃん、ずいぶん大人に見えたもんでね」

「ああ、まあ……よく言われます」

　唯ただ人ひとは後頭部を搔かく。──それもそうだ。唯ただ人ひとは異世界に召喚されて三ヶ月行方不明になっていたが、向こうの世界で時空の歪ゆがみに巻き込まれたり、時が止まった魔法都市で訓練したりしていたので、肉体的には約五年ほど生活していたことになる。そのため、外見的には二十歳に見えてもおかしくない。

「それじゃ、悪かったね」

　そう言って中年男性はタバコをしまおうとする……が。

「あ、待ってください。ライターはないですけど、火ならありますよ」

「お、そうかい？」

「え？　唯ただ人ひとちゃん何で……」

　嬉うれしそうな中年男性と、訝いぶかしむ香か澄すみ。その二人をよそに、唯ただ人ひとは中年男性がくわえたタバコの先端に人差し指を当てた。そして指先に意識を集中する。

「【アグネヤストラ】」

　その瞬間、唯ただ人ひとの指先から炎が一筋の線となって放たれた。炎は轟ごう音おんを上げながら天空までのぼり、頭上を覆っていた曇り空を貫いて穴を開ける。発射地点である唯ただ人ひとの周囲はあまりの熱量で一瞬にしてサウナの中にいるような暑さとなった。

「あれ？」

　空気が爆はぜる轟ごう音おんに、香か澄すみや周囲の人は言葉を失い、鼻先一センチのところで豪炎を目まの当あたりにした中年男性は、一瞬にしてフィルターだけになったタバコを咥くわえて腰を抜かしていた。

「あ、すんません。温度高すぎましたね」

「なにしてるの唯ただ人ひとちゃんっ！」

　唯ただ人ひとがはにかんだ瞬間、背後から香か澄すみが腕に摑つかみかかって捻ひねり上げてくる。

「な、なんだよ！　これでも火力抑えた──って、痛だだっ！　関節！　関節極まってる！」

　いくら勇者といえども、関節技は痛い。

「唯ただ人ひとちゃんどこにそんな危ないもの持ち歩いてるの！　出しなさい！」

「いやだから、さっきのは魔法────あ、おじさん。ツレがうるさくてすいませ──」

「ぎゃあぁあっ！」

　香か澄すみにポケットを漁あさられながら唯ただ人ひとが中年男性を振り向くと、彼は四よつん這ばいのまま逃げ出した。唯ただ人ひとが「あ、ちょっと」と手を伸ばすと、その先にいた人々も悲鳴を上げて逃げ始める。

「あ……」

　唯ただ人ひとは、先程炎を放った自分の手を見る。

「なぁ香か澄すみ。日本で使っていい魔法は、下級魔法までだったっけ……？」

「……やっぱり、もうちょっと入院した方がいいんじゃない？」

　香か澄すみの呆あきれたような声と同時に、どこからか消防車のサイレンが聞こえてきた。










『総合病院近くで火柱』『現場に発火物の痕跡なし』『白昼のミステリー』

　そんな夜のニュースを見ながら、唯ただ人ひとは自宅のマンションでため息をついた。

「さすがに人前で魔法使うのはやばかったな……」

　異世界じゃ日常的だった魔法も、現代日本じゃ不可思議かつ危険なだけの代物だ。なおかつ、唯ただ人ひとは魔王を倒したほどの力の持ち主である。ハムスターを撫なでるように力を加減しても、放たれる魔法は兵器並みだ。

「ダメだダメだ！　俺はこっちで生きていくって決めたんだし、早く順応しないと！」

　唯ただ人ひとはテレビを消すと、立ち上がる。昼間のゴタゴタのせいで、夕食を食いっぱぐれていた。生あい憎にく両親は動画撮影のためにどこぞの離島に行っているらしいから、買いに行くことにする。

　上着を羽織り、財布を持ち、腰に聖剣ニルヴァーナを下げ、準備完了。

「……いやいや、言ったそばから……」

　玄関前の姿見で自分の格好を確認した唯ただ人ひとは、呆あきれながら腰の剣を外した。異世界ならば誰もが驚く伝説級の剣だが、こっちでこんなものをぶら下げていたら職質待ったなしである。唯ただ人ひとは聖剣ニルヴァーナを、ビニール傘が刺さっている傘立てにしまって外に出た。

　まだ五月とは言え、夜の屋外は肌寒い。時刻は九時を回っており、住宅街は静かだった。等間隔で並ぶ街灯のぼんやりとした灯あかりが、薄うっすらと道の先を照らしている。

「武器も持たないで夜道を歩けるなんて……平和だなぁ」

　思わず笑ってしまう。少し前まで、財布だけ持って一人で出歩くなんて生活は考えられなかった。森や洞窟の中でキャンプすることが多かったし、火の番をする時は剣を抱きかかえながら神経を尖とがらせていた。たまに町の宿屋に泊まれた時なんて、ベッドの感触から逃れ難にくく、夜出歩く気にもなれなかったものだ。

　やはり、異世界と比べていい生活だ。そんなことを考えている内にもうコンビニへと辿たどりつく。この時間でも平気で開いており、手軽にカゴに食料を入れられる。もう、洞窟の中で倒した触手とかいっぱい生えた紫色のモンスターを恐る恐る食べてみるようなことはない。

（いやまぁ、あれは意外とうまかったけれど……）

　そんなことを思い出しながら、唯ただ人ひとは商品の入ったカゴをレジに置く。大学生っぽい店員は気だるげに商品をスキャンしていくが、突然、手を止めて訝いぶかしげな表情となった。

「……お客さん、免許証とかあります？」

「え？　いやいや……俺、高校生だし」

　何を言っているんだと、唯ただ人ひとは笑いながら顔の前で手を振る。

「じゃあ、これ売れませんよ」

「なんで？」

　店員が、カゴの中からアルミ缶を取り出す。

「なんでって……高校生がコンビニで堂々と酒買えるワケないでしょ」

　店員が持っていたのは、缶ビールだった。

「え？　なんで買っちゃダメ──」

　最初唯ただ人ひとはぽかんとしていたが、数秒要して、ようやく日本の法律を思い出す。

「あ！　いや！　俺は高校生だけど実際はもう二十歳すぎてるようなもんで！」

「え？　成人してるの？」

「いや、してないですけど……」

「どっちだよ」

「それは、その、向こうじゃ十六から酒は飲んでもよかったし……」

「帰国子女ってこと？」

「そ、そうなんですよ！」

「まぁ、でも日本にいる以上ダメだよね」

「あ、ですよねー」

　レジ前でわたわたしてしまったせいで、コンビニ内のまばらな客の視線を集めてしまっていた。唯ただ人ひとは恥ずかしさで耳まで赤くなる。こんな間抜けな姿、強めの酒でも呷あおって忘れたいところだが、その方法は今しがた否定されたばかりだ。

「じゃ、じゃあお酒以外の会計お願いします……」

「はい、８２０円です」

「…………円？」

　開いた財布の中に入っているのは、金貨とか銀貨とか、そんな硬貨ばかりだ。

「もしかして、外貨両替してないの？」

　唯ただ人ひとは無言で頷うなずく。両替してないというか、異世界の硬貨なんてどこで両替してくれるというのだ。こっちに帰ってきてからずっと入院していたから気づかなかった。

「……商品、戻してきます」

　周囲の客にクスクス笑われながら、唯ただ人ひとは商品を戻し、逃げるようにコンビニの自動ドアをくぐる。──これが、魔王を倒した勇者が初めて敗走した瞬間だった。










「もー、あのコンビニ行けねぇよー」

　帰り道、唯ただ人ひとはため息混じりで夜道を歩く。今思い出しても顔から火が出るほど恥ずかしい。夕飯は買えず仕舞いで、空腹感がさらに惨みじめな気持ちにさせる。

「家にお金取りに戻るのも面倒だな──そうだ！」

　はっと思いついた唯ただ人ひとは、進路を自宅から道の脇に広がる公園へと変える。

「その辺でモンスターでも倒して、素材売れば──」

　ナイスアイデアと思いながら公園の真ん中まできたところで、我に返る。芝生と遊歩道が続く公園には、モンスターどころか野の良ら猫ねこすらいない。

「出てくるワケねぇじゃん……」

　もしかしたらヤンキーとならエンカウントするかもしれないが、それを倒してお金を手に入れたとしたら、ただの強盗傷害である。

「あーあ」

　そのため息は、静かな公園にやたらと大きく響いた。

「ずっとこっちに帰りたかったのに、全然向こうの生活が抜けねぇなぁ……」

　鍛えた戦闘能力も、身につけた魔法も、モンスターとの戦いで得た財産も、勇者としての名誉も、こちらの世界では何一つとして役に立たない。

「向こうの皆、今頃なにしてるんだろうな……」

　それは、異世界にいる間、ずっと考えていたことだった。

「帰ってきたら逆に異世界を想おもうなんて……我わが儘ままなのかな……」

　そうやって、自嘲気味に笑った時だ。

「──っ!?」

　ピリっと、空気が震える感触が全身を駆け巡る。

　それは久しぶりに覚えた感覚だった。しかし、唯ただ人ひとは懐なつかしむ暇もなく全身を緊張させる。すぐに動けるように腰を低く構え、周囲に視線を巡らせた。

「この感覚……魔力反応!?」

　間違いない。帰ってきてからは感じていなかった、魔力の反応である。異世界では頻繁に感じており、決まってこの感覚を感じ取った後は魔物が現れるのだ。

「どうしてこっちに魔物が…………しかも、とびきり反応がデカいぞ……っ！」

　唯ただ人ひとは落ち着きなく腰をさする。こんなことなら、職質覚悟で聖剣ニルヴァーナを持ってくるべきだった。

「……来る──っ！」

　唯ただ人ひとが身構えた瞬間、前方数メートル先の空中に魔法陣が浮かび上がった。そこから膨大な量の魔力が放出される。魔法陣から放たれる光は眩まばゆく点滅し、目をくらませた。

「……おいおい、魔物が出てくればとは思ったけど……」

　細めた唯ただ人ひとの瞳が、魔法陣のなかからゆっくりと現れる人影を捉える。

「このレベルのヤツが出てくるとは思ってなかったぞ……っ！」

　魔法陣から姿を現したのは、小柄な少女だった。闇夜のような漆黒のドレスを身に纏まとい、手にはその体格に見合わない大剣を携えている。銀色の髪をツインテールにまとめ、真紅の瞳は細められ、不敵に弧を描く唇からは牙が見え隠れしていた。

「──久しぶりですわね、タダヒト」

　鈴を転がすような綺き麗れいな声だが、そこには明確な敵意が混じる。

「いえ……勇者様、とでも呼んだ方がよろしくて？」

「フランチェスカ……っ！」

　名前を呼ばれた少女──フランチェスカは、顎を上げてこちらを見下すように目を細める。

「気軽に呼ばないで下さいまし。私は、魔王ダンテの一人娘……人間が私の名を呼ぶなんておこがましいですわ」

　唯ただ人ひとの全身が一気に汗ばむ。フランチェスカは、そんな唯ただ人ひとの反応をよそに、興味深そうに周囲を見回した。

「ふぅん？　ここが貴方あなたが元いた世界ですか。確かに魔物の気配がありませんわね」

「まさか、こっちの世界を見物しに来たってわけじゃないよな？」

　唯ただ人ひとは心臓の鼓動が早くなるのを感じながら、なるべく平静を装よそおおうとする。魔王の娘がこっちの世界に来るなんて、ただ事じゃない。しかも、友好的な雰囲気でないのは明らかだ。

「異世界見物……それも悪くはないですわね。ですが、まずは目的を果たすことにしますわ」

「目的って、なんだよ？」

「勘付いているくせに……白々しいですわよ」

　そう言ってフランチェスカは、親指で首を切る仕草をする。

「勇者の命を貰もらいに来たんですの」

「……そりゃあ、はいどうぞと渡せるものじゃねぇな」

　薄々はわかっていたが、いざはっきりと宣言されると、全身から汗が噴き出てくる。

「だいたい、お前らとは和平を結んだはずだろ？」

「ええ確かに。お父様は運悪く貴方あなたに負け、日和ってしまい人間と和平を結びましたわ」

　フランチェスカは大剣を地面に突き立てると、腕を組んでそこにもたれかかる。

「で・す・が、私を始めとする多くの魔族は納得していませんわ。今はお父様の手前、大きな動きは起こしていませんが、もし……勇者が死んだとなれば、話は別でしょう？」

「俺の首を持って帰って、和平破棄して戦争再開ってワケか」

　フランチェスカの唇が大きく弧を描く。

「その通りですわ。ついでに、こっちの世界も私の手中に収めるのもいいですわね」

「そう簡単にいくと思ってるのか？」

「思っていますわ」

　フランチェスカは寄りかかるのを止め、こちらに一歩近づく。

「特に、仲間も聖剣ニルヴァーナもない貴方あなた相手なら尚なお更さらですわ！」

　唯ただ人ひとの焦燥を楽しむように、フランチェスカは笑みを浮かべながら両手を前に突き出す。

　──魔法。唯ただ人ひとは逃げようと身体からだを翻ひるがえそうとする……が。

「避けたら、後ろの街が吹っ飛びますわよ」

　その言葉に、唯ただ人ひとは足を止める。

「くそっ！」

　一歩遅れて唯ただ人ひとも両手を突き出す。

　加減などできない。全力で撃たなければ、相そう殺さいなどできないだろう。

「死ぬがいいですわ！　【マカハドマ！】」

　フランチェスカの両手から──。

「間に合え！　【アグネヤストラ！】」

　──ポン──と空気が抜けるような音がした。

「あれ？」

「え？　あっ！　やっべぇ！」

　魔法が出ずに惚ほうけているフランチェスカをよそに、唯ただ人ひとの手からは超高温の熱線が放たれようとしていた。唯ただ人ひとはすんでのところで両手を上空に掲げ、放たれた熱線の弾道を逸そらす。地鳴りが起こるほどの衝撃が周囲を襲い、熱線は夜空を走り抜けて宇宙へと消えていった。真まっ直すぐ撃っていたら、フランチェスカもろとも背後の街も焦土と化していただろう。

「ど、どうして魔法が出ませんの!?　マカハドマ！　マカハドマ！　マカハドマ!!」

　フランチェスカは何度も両手を突き出すが、いずれもポンポンと軽い音が鳴るばかりだ。

「……ゴホン。マーカーハードマっ！」

「いや、言い方の問題じゃないと思うぞ」

　唯ただ人ひとは両手を下げて臨戦態勢を解く。魔王の娘の登場で気が動転してしまったが、よくよく考えれば焦あせることなど何もなかった。

「どういうことですの!?」

「あーいや、あっちの世界の魔法って、空気中の魔力を集めて使うだろ？　こっちの世界にはさ……そもそも魔力がないんだよ」

「は!?　た、確かに魔力を感じませんわ」

　フランチェスカは周囲を見回す。唯ただ人ひとも、こっちに戻ってきた当初は違和感があった。

「じゃ、じゃあ何な故ぜ貴方あなたは魔法を撃てるんですの！」

「それはほら、俺とか仲間は体内で魔力作れる特異体質の集まりだから」

「なんですのそれ！　都合よすぎません!?」

「んなこと言ったって……」

　唯ただ人ひとは頭を搔かく。フランチェスカのような強い魔族が魔法を使おうとすると、周囲の魔力を根こそぎ奪ってしまうため、人間は対抗できないのだ。だからこそ、唯ただ人ひとのような人間が召喚されて魔王と戦う流れになったのだった。

「……ま、まぁいいですわ。使えない魔法に頼っても仕方ありませんもの」

　フランチェスカは気を取り直し、地面に刺した大剣に手をかける。

「魔法が撃てないのなら物理で殴るだけですわ！」

　大剣を引き抜いたフランチェスカ。彼女は高笑いを上げながら、こちらに突進してくる。

「聖剣ニルヴァーナを持っていなかったのが運の尽きでしたわね！　剣を持っていない貴方あなたなんて、武器を装備していない勇者と変わりありませんわ！」

「例え下手かよ」

　呆あきれながらツッコむ唯ただ人ひとに、フランチェスカが大剣を振り下ろしてくる。

　だが、唯ただ人ひとは親指と人差し指で挟み込むように、その斬撃を受け止めた。

「へっ!?」

　あまりにあっさりと斬撃を受け止められ、フランチェスカは間の抜けた声を上げる。

「こ、この！　この！」

　フランチェスカは大剣を押したり引いたりするが、ビクともしない。

「あのさぁ……お前らって、身体能力も魔力で強化してるんだろ？」

「あ……」

「それなら、今の戦闘能力は一般人と変わりないわな」

　唯ただ人ひとが、空いている手をフランチェスカの額に添える。そして、思いっきりそこにデコピンをかました。

「ふぎゃあああぁああ！」

　デコピンを受けたフランチェスカは悲鳴を上げ背後にゴロゴロと転がっていき、木にぶつかったところで止まる。彼女は額を押さえながら蹲うずくまり、痛みでプルプルと身体からだを震わせていた。

「おっ。首から上を吹っ飛ばすつもりだったのに、頑丈さだけはそのままなんだな」

「なっ！　そんなつもりだったんですの!?　ウジ虫より下劣な鬼畜野郎ですわね！」

「口悪ぃな。世界征服しようとしたヤツが言えることかよ」

　すっかり戦意を喪失した唯ただ人ひとは、フランチェスカに向かって犬でも追っ払うように手を払う。

「もう帰れよお前」

「ふ、ふん！　言われなくてもそのつもりですわ！　こっちに魔力がないのは誤算でしたが、次はなんらかの対策を練って──」
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「あれ？」

　負け惜しみを述べるフランチェスカをよそに、唯ただ人ひとは首を傾かしげる。フランチェスカもつられて、唯ただ人ひとの視線を追った。

「あの召喚魔法陣、縮んでない？」

　見ればフランチェスカが出てきた魔法陣が、みるみる縮小していく。

「ふぉおおぉおおぉ!?　ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　瞬間、フランチェスカは妙な声を上げながら魔法陣に頭から突っ込む。

　だが、途中まで身体からだを突っ込んだところで、尻が引っかかった。

「なっ、ぬ、ん！　す、進みませんわ！」

　空中に浮かぶ魔法陣。そこからダラリと垂れ下がり、足をバタバタさせている尻。

「なにやってんだよ。早く帰れよ」

「そ、そう思うなら手伝ってくれてもよろしいんじゃなくて!?」

「ったく、しょうがねーなー」

　唯ただ人ひとはため息をつきながら魔法陣に近づくと、手を振り上げ、思いっきりフランチェスカの尻を引っ叩ぱたく。

「ふぎゃああ!?」

「がっちりハマってんなこれ」

　二回、三回と唯ただ人ひとはフランチェスカの尻を引っ叩ぱたく。だが、一向に身体からだは突き抜けない。むしろ尻が腫れ上がって余計に通り抜けづらくなったようにも思える。

「い、痛い！　痛いですわ！」

「ちょっと我慢しろ。……腕じゃダメだなこれ……足で押し込んでいい？」

「だ、ダメですわ！　もうお尻叩たたかないで下さいまし！」

「じゃあ、アグネヤストラぶっ込んでみる？」

「いやぁああっ！　頭おかしいんじゃないですの!?　一回引っ張りなさいな！　このままじゃ上半身だけ元の世界に帰っちゃいますわ！　ほら！　早く！　このノロマ！」

「【アグネ──」

「いやぁあ！　やめて！　ごめんなさいしますわ！　だからアグネヤストラやめてぇ！」

「ほんと人騒がせなやつだな」

　唯ただ人ひとはやれやれとフランチェスカの両足を抱える。そして、思いっきり引っ張った。

「いだだだだ！　引っかかってますわ！　私が！　ナイスバディで！　あるばかりに！」

「なんかすげぇムカつくな」

　悲鳴を上げるフランチェスカ。だが、徐々にその身体からだが魔法陣から出てくる。──そして。

「ふぎゃあ！」

　ぽんっとフランチェスカの身体からだが魔法陣から抜ける。抜けた拍子にフランチェスカは顔面から地面に突っ込み、鼻を押さえて悶もだえた。

「酷ひどい目に遭いましたわ……」

「自じ業ごう自じ得とくだろ」

「う、うるさいですわね！　今度は足から──」

　そう言ってフランチェスカが魔法陣に足から入ろうとした瞬間、魔法陣の収縮が加速して光の粒となって消えてしまった。

　唯ただ人ひととフランチェスカは、黙ったまま魔法陣があった場所を見つめる。

「ど、どうしましょう……」

　フランチェスカが、涙目でこちらを振り返る。

「帰れなくなりましたわ……」










　面倒なことになった……と唯ただ人ひとは頭が痛くなっていた。

　目の前には、ソファの上で膝を抱えて泣きべそをかくフランチェスカ。とりあえず彼女を自宅に連れて帰ってきた唯ただ人ひとだったが、これからどうしたらいいかわからなかった。現代日本でも魔法を使える唯ただ人ひとだが、生あい憎にく召喚魔法は使えない。

「なぁ……フランチェスカ」

「ぐすっ……ぐすっ、なんですの……？」

　フランチェスカは涙を拭いながら顔を上げる。

「お前、俺を倒したらどうやって帰るつもりだったんだ？　何か帰る方法とか、手段とか考えてなかったのか？」

「それは……考えてありましたわ」

「なんだ、あるんじゃねーか」

　悩んで損したと、唯ただ人ひとはソファにもたれかかる。

「で？　どうするんだ？」

　フランチェスカは両手の人差し指を合わせながら俯うつむいた。

「実は……デルメアに迎えを頼んでいますの」

「デルメアって……魔王軍四天王の？　空間魔法使ってたやつ？」

「ええ」

「あの四天王最弱とか、四天王の面つら汚よごしとか虐いじめられてたデルメア？」

「わ、悪口言うんじゃありませんわ！　デルメアは絵がすごく上手なんですわよ！」

「なんのフォローだよ」

　空間把握能力が高いから、絵も上手なのだろうか。

「……とにかく、待ってりゃいいだけか。いつ迎えに来るんだ？」

「いえ、その……」

　フランチェスカが視線を逸そらす。

「唯ただ人ひとを倒してから、こっちの世界を征服するつもりでしたから……えっと……その……一年後に迎えに来てって…………それくらいあれば征服できるだろうって思って……」

「一年!?　……お前、これから一年どうするつもりなんだ？」

「……衣食住は侵略した場所でなんとかしようと思っていたので……えっと……」

「こっちじゃ魔力がないから、手詰まりってわけか」

　フランチェスカがこくんと頷うなずく。

「……まっ、頑張って生きぬいてくれ」

「ちょっと！　見捨てるつもりですの!?」

　フランチェスカが勢いよく立ち上がる。

「魔力もないし、頼れる人もいないし、このままじゃ飢え死にしちゃいますわ！」

「知らねーよ。こっちの世界征服しようとしてたくせに。倒されてないだけラッキーだろ」

「う。そ、それは……その……そ、そうですわ！」

　フランチェスカは何か思いついたように、こちらに指を突きつける。

「もし私が飢え死にするようなことがあれば、お父様が黙ってませんわよ！　和平は破棄され、こっちの世界の侵略も開始されるに決まってますわ！」

「む」

　唯ただ人ひとは顔を歪ゆがめる。確かに、彼女の身に何かあれば、魔王が何をするかわからない。

「……だいたい、魔王はお前がこっちに来てること知ってるのか？」

「ええ、異世界見物と言ってありますわ。ちゃんと唯ただ人ひとの所に行くとも言ってありますもの」

　それが本当か噓うそか、確かめる術はない。だが、本当だとしたら、彼女が死ぬようなことがあれば唯ただ人ひとに矛先が向くのは明らかだった。

「…………わかったよ」

　唯ただ人ひとはがっくり項うな垂だれる。

「お前が帰るまで、面倒みてやるよ」

「ほ、本当ですの!?」

「ただし」

　目を輝かせるフランチェスカを制するように、唯ただ人ひとは指を突きつける。

「こっちの世界を侵略しようとしたり、向こうでまた争いを起こさないこと……わかったか？」

「わ、わかりましたわ……」

　フランチェスカは歯切れ悪く言いながら、視線を彷徨さまよわせる。どうにも信用できないが、とりあえず彼女はこっちでは無力だ。変な気を起こそうにも、できないだろう。

「で、では！　まずは食べ物を要求しますわ！　こっちで一番美お味いしいものを出しなさい！」

「いきなり態度でけぇな」

　早速唯ただ人ひとは彼女の面倒を見ることに嫌気がさす。

　そもそも、夕食を買う途中で彼女と遭遇してしまったのだ。食事にありつけていないのは唯ただ人ひとも同じ。彼女に促されるのは癪しやくだが、もう一回買いに行くしかあるまい。

　そう考えていた時だった。──ピンポーンと、インターフォンの音が鳴り響く。

「な、なんの音ですの？　……はっ！　まさか私の増援が!?」

「異世界人がインターフォン鳴らすかよ」

　がっかりしているフランチェスカを放っておいて、唯ただ人ひとは玄関へと向かう。そして、のぞき穴から外を見てみると……。

「香か澄すみ？」

　意外な客人に驚きつつ、唯ただ人ひとは玄関の鍵を外した。

「よぉ、どうした？」

「やっほー」

　玄関を開けると、香か澄すみが肩を少しあげて挨拶する。その手には、ほんのりとカレーの匂いが漂う鍋が持たれている。

「おじさんとおばさん、動画撮影でいないでしょ？　だからご飯持ってきてあげたよ」

「マジか！　助かる！　わざわざ悪いな」

「いいよいいよー近所だし」

　そう言って香か澄すみはちらりと背後を振り返った。唯ただ人ひとの部屋があるマンションの向かいにある、二階建ての小さな家。カーテンの隙間から明かりが漏れている家が、彼女の家だった。

「……ところで、あれから危ないことしてない？　昼間の件、ニュースになってたよ？」

「え？　あ、ああ……大丈夫だよ」

　唯ただ人ひとは苦笑いを浮かべつつ、視線を逸そらす。昼間よりも何百倍も強い魔法を街にぶち込みかけたなんて、とても言えない。

「ならいいけど。……じゃ、温めるからあがらせて」

「へっ!?」

　その予想外の提案に、唯ただ人ひとは素っ頓狂な声を上げる。

　マズい。廊下の先のリビングには、フランチェスカがいる。

「また変な火とか使い出したら危ないし」

「だ、大丈夫だって！　温めるくらいできるって！」

「遠慮しなくていいよ？」

「マジで大丈夫だから！　異世界で野営とかよくやってたし！　焚たき火びもすぐできるし！」

「……余計心配になってきた……やっぱり私が温めてあげる」

　香か澄すみが一歩踏み出そうとするが、唯ただ人ひとは断固玄関を譲らない。

　そんな唯ただ人ひとの様子に、香か澄すみが訝いぶかしげな視線を向けた時だった。

「唯ただ人ひと！　なにかいい匂いがしますわ！」

　リビングの扉が開き、フランチェスカが何な故ぜか匍ほ匐ふく前進で現れた。

「バカ！　お前！」

「え？　誰……？　外国人……？」

「なんですの？　私を知らない愚か者がいるなんて」

　頭をかかえる唯ただ人ひと。驚きに目を丸くする香か澄すみと、床に這はったまま不敵に笑うフランチェスカ。

「聞いて恐れるがいいですわ！　なんと！　私は魔王ダンテの一人娘！　『極寒公女』の異名を持つフランチェスカとは、まさに私のことですわ！」

　本人は威厳たっぷりに言っているつもりだろうが、床に伏せているのでどうにも恰好がついていない。案の定、香か澄すみは真顔だ。

「あー……そう、うん、そっか……唯ただ人ひとちゃんと同類の子ね……」

「いや、違う……色々な意味で違う……」

「そうですわ！　一緒にしないでいただけます!?　私は高貴な血筋の魔族で、人間とは比べ物にならないくらい上位の存在ですのよ！」

「その高貴な魔族様がなんで這はいつくばってんだよ」

「そ、それは……」

　フランチェスカは顔を逸そらし、頰を赤く染める。

「た、唯ただ人ひとが私のお尻に乱暴するから……痛くて歩けませんの……」

「言い方ぁっ！」

　誤解しか生まれないような物言いに唯ただ人ひとは叫ぶ。

　そして、恐る恐る香か澄すみの方を振り向くと……。

「…………ふーん」

　彼女は顔に笑みを貼り付けたまま固まっていた。しかし瞳孔は開いており、その視線はひどく冷たい。

　その冷ややかさに、極寒公女とか名乗っていたやつも「ひっ」と声を上げる。

「行方不明になって心配かけて……やっと帰ってきたと思ったら……同じ趣味の子を見つけて仲良くやってたんだ…………そっか、ふーん、よかったー唯ただ人ひとちゃんが元気なままで……」

「いや、香か澄すみ、これは違」

「どうぞ二人で仲良く食べてねっ！」

　香か澄すみが突き出した鍋が、腹部にヒットする。

「ぐぉっ！　か、香か澄すみ──あだっ！」

　なんとか弁解しようと唯ただ人ひとは一歩踏み出したが、それよりも早くドアが閉じられ、そこに顔面から突っ込んでしまった。

　唯ただ人ひとは腹部と顔の痛みを感じつつ、閉じられたドアを見つめてため息をつく。

「あの女……凄すさまじく冷たい目をしていましたわ……まさか、私と同じ氷属性ですの……？」

「お前ホント早く帰ってくれねぇかなぁ……」

　同居初日から、唯ただ人ひとは心が挫くじけそうだった。










　自室のクローゼットからブレザーを取り出し、袖を通して姿見の前に立つ。五年振りの制服だった。異世界生活で若干大人びた顔を撫なで、「大丈夫。まだ着れる」と言い聞かせる。本当に、魔王と和平を結ぶのに十年も二十年もかからなくて良かった。身体からだはオッサンになっても、戻ってきたら高校生のまま──なんて遣やる瀬せない。

「おーい、フランチェスカー。俺は学校行くから、大人しくしてろよ」

　準備を終えた唯ただ人ひとは、リビングに向かって呼びかける。──しかし、返事はない。リビングに向かってみると、フランチェスカはソファの上で毛布を頭からすっぽり被かぶって寝ていた。

「腹減ったら昨日のカレー温めて食べろよ。コンロの使い方教えたろ？」

　問いかけにも反応はない。少々苛いら立だった唯ただ人ひとは、彼女を覆う毛布に手をかける。

「おい。聞いてんのか」

　そうして毛布を剝ぎ取った瞬間。

「──!?」

　毛布の中にあったのは、クッションの山だった。

　同時に、背中に剣の柄を押し付けられる。

「油断しましたわね、唯ただ人ひと」

　フランチェスカの勝ち誇った声が聞こえる。

「お前……！」

　振り向くことは許されない。指一本でも動かしたら、その瞬間に斬られるだろう。

「魔力もない。肉弾戦もできない。どうしようもないと思いましたが、それなら道具に頼ればいいだけのことですわ」

「道具？」

「ふっふっふ、まさか傘立てに聖剣ニルヴァーナが入っているとは思いませんでしたわ」

「ああ……そう言えば入れっぱなしだった……」

　異世界で唯ただ人ひとが手に入れた時は、地底洞窟の最深部に祀まつられていたのだが……。

「一振りで魔物百体を葬ほうむる聖剣……いくら唯ただ人ひとでもただじゃ済まないでしょう？」

　唯ただ人ひとは項うな垂だれ、大きくため息をつく。

「……いいよ、斬れよ」

「あら？　往おう生じよう際ぎわがよろしいのではなくて？」

　振り向かなくても、フランチェスカが嬉き々きとしているのがわかる。

　背中に押し付けられていた剣の柄が、離れた。

「それなら、せめてもの情けで一撃で首を刎はねて────」

　フランチェスカが剣を抜こうとした瞬間、

「ふぎゃああああああっ!?」

　彼女が悲鳴を上げた。その声を聞いてから、唯ただ人ひとはゆっくりと振り返る。

　そこには、真っ赤に腫れ上がった手にふーふーと息を吹きかけるフランチェスカがいた。聖剣ニルヴァーナは鞘さやに収まったまま床に転がっており、唯ただ人ひとはそれを拾い上げる。

「……魔物百体を葬ほうむる対魔族用の聖剣なんだからさ、お前が抜けるわけないだろ」

「ううう……柄を握るだけでもダメなんて聞いてないですわ……」

　いや、弱い魔族なら握っただけで腕が吹っ飛んでもおかしくないのだから、軽い火傷やけど程度で済んでいるだけでも彼女の頑丈さがわかる。

「で？　お前やっぱり世界征服諦めてなかったのか？　え？　おい？」

「あ、えー……っと、それは……」

　フランチェスカは火傷やけどした手を後ろに隠し、目を泳がせる。

「も、もちろん今のは冗談ですわ！」

「へぇ……？　冗談？」

　唯ただ人ひとが少しニルヴァーナを揺らすと、フランチェスカはびくりと肩を震わせる。

「そ、その通りですわ！　私は力と知恵だけでなく、ユーモアも持っているのですから！」

「どれも微妙に持ってないような気もするけど……まぁいい」

　唯ただ人ひとはニルヴァーナを下ろす。それを見たフランチェスカはほっと胸を撫なで下おろした。

　だが、そんな彼女を見て、唯ただ人ひとは勇者にあるまじき邪悪な笑みを浮かべる。

　再三ヤメろと言ったにもかかわらず、まだ世界征服なんぞ企たくらむ輩やからには釘くぎを刺さねばなるまい。

「──確かに、冗談に決まってるよな」

「そ、そう！　そうですわ！」

「だよな？　まさか魔族が聖剣ニルヴァーナを扱えるとか……本気で思うわけないもんな？」

　ピクリと、フランチェスカの顔が引きつる。……が、彼女はむりやり笑みを浮かべた。

「え、ええ……」

「本気で思ったら、バカ、だよな？」

「う、うぅ……そ、そうかもしれませんわね」

「復唱しろ」

「へ？」

「『魔族が聖剣を扱えるなんて本気で思う奴やつはバカだ』」

「あ、あぅあぅ……」

「フランチェスカ……お前も、そう思うだろ？」

「う、うう」

　フランチェスカは顔を真っ赤にし、唇を嚙かみながらなんとか笑みを浮かべ、目をあちこちに彷徨さまよわせながら、ゆっくりと言葉を絞り出す。

「ま、魔族が……聖剣を扱えるなんて、ほ、本気で思う奴やつは……うう、バカ……ううぅ！」

　フランチェスカが膝から崩れ落ちる。──心を砕いた。これでもう、いたずらに聖剣ニルヴァーナを触ったりしないだろう。

「それじゃ、俺は学校に行ってくるから」

　床にへたり込んでいるフランチェスカをそのままにし、唯ただ人ひとは部屋を後にした。










　──フランチェスカはしばらく精神的大ダメージから立ち直れていなかったが、唯ただ人ひとが出て行ってからしばらくし、ようやく立ち上がることができた。

「唯ただ人ひとめ……よ、よくも私にこんな屈辱を味わわせましたわね……！」

　フランチェスカは拳を握りしめ、その場で地団駄を踏む。

「絶対に唯ただ人ひともろともこの世界を滅ぼして──いたっ」

　足に痛みが走る。見ると、地団駄を踏んでいた足が、見事に聖剣ニルヴァーナの柄を踏んでおり、そこからじゅうじゅうと焼け焦げるような臭いが────。

「ふぎゃあああぁぁぁあ！」

　マンション中に、フランチェスカの悲鳴が響き渡った。










　唯ただ人ひとが通う花はな桃もも高校は、自宅から二駅先にある。駅を出てから三百メートル先の学校までにはハナミズキの街路樹が等間隔で植わっており、その下を制服を着た生徒達が歩いていた。

（やっとこっちに帰ってこれたって実感わいてきたな）

　通学路の風景を見ながら、しみじみ感じる。異世界に召喚される前は漠然と通っていただけだったが、日々繰り返していた「通学」という行為が平穏な日常を思い出させてくれた。ただの通学にこんな幸せを感じるなんて初めてである。

　校門を抜け、昇降口から入り、階段を上る。そうすれば教室は目の前だ。扉の向こうからは、懐なつかしいクラスメイトの声が聞こえてくる。取手に手をかけると少し緊張した。世間的には三ヶ月の行方不明だが、唯ただ人ひとの体感では五年振りなのだから。

「お、おはよー」

　緊張で少し口ごもりながら、ドアを開ける。すると、今まで賑にぎやかだった教室が、こっちを見た瞬間にしんと静まりかえった。クラス中の人から注目されるという居心地の悪さに、唯ただ人ひとの顔が引きつる──が。

「唯ただ人ひと！　心配したぞ！」

「吾妻あづま君、もう大丈夫なの？」

「お前マジでどこ行ってたんだよー」

　一斉にクラスメイトから声を掛けられ、居心地の悪さが吹っ飛ぶ。──これだ。クラスメイトと何気ない挨拶を交わす──こういうのが、異世界で唯ただ人ひとが渇かつ望ぼうしていた日常だった。

　唯ただ人ひとは笑顔で一人一人に挨拶しながら教室の奥まで進んでいく。

「久しぶりだな唯ただ人ひと」

　自分の席に近づくと、中学時代からの友人である宮みや代しろ浩こう平へいが爽やかな笑顔を向けてきた。唯ただ人ひとは変わりない友人の姿に少し涙ぐみそうになるものの、ぐっとこらえて彼の前の席に座る。

「いやぁ、心配かけて悪かったな」

「本当だよ。見つかったって連絡もらってたけどさ、やっぱり直じかに顔見られると安心したよ」

　こっちが涙ぐむのを我慢していたのがバカらしくなるくらい、真まっ直すぐに言ってくる。恥ずかしいが、嬉うれしい。唯ただ人ひとは目を泳がせて頭を搔かく。

「浩こう平へいの方は変わりないか？」

「うん。僕は全然。──あ、これ。唯ただ人ひとがいなかった時の分のノート」

　そう言うと浩こう平へいは鞄かばんからコピー用紙の束を取り出して差し出してくる。見ると、誰が見てもいいように丁寧にまとめられていた。唯ただ人ひとが帰ってくるかなんて、わからなかったのに……。

「……ありがとうな。手間かけさせて」

「いいんだよ。僕なんかより香か澄すみちゃんの方が──」

「浩こう平へいちゃん。なんの話かな？」

「ああ、香か澄すみちゃん、おは──」

　いつの間にか登校していた香か澄すみに、浩こう平へいは挨拶をしようとして言葉を止める。──彼女の瞳が、あまりにも冷ややかだったからだ。表情だけが笑顔なのが異様である。

「お、おはよう香か澄すみちゃん。よ、よかったね。唯ただ人ひとが無事に戻ってきて」

「そうだねー本当に唯ただ人ひとちゃんが元気で良かったよー」

　口ではそう言うものの、目は一切笑っていない。そんな彼女を見て、二人は顔を見合わせた。

「……な、なあ唯ただ人ひと……なにしたんだよ？　香か澄すみちゃんブチ切れてるじゃないか……」

　顔を近づけ、こそこそと聞いてくる浩こう平へいに、唯ただ人ひとは低くうなる。

「えっと実は……俺が行方不明の最中に知り合った女がいるんだけど……そいつが俺の家に居い候そうろうすることになって……」

「うわぁ……聞いてるだけで胃が痛い……」

「皆に散々心配かけたのに、遊び歩いていたと思われてるみたいで……だから怒ってんだよ」

「いや、そうじゃないと思うけど……」

「え？　他になんかある？」

「そりゃもちろん──」

「──二人とも、なにをこそこそ話してるの？」

　香か澄すみの声に、浩こう平へいは「あ、いや」と言葉を詰まらせる。

「なぁに？　私に聞かれたくない話？」

　笑顔で小首を傾かしげているものの、その瞳は獲物を見つけた蛇のようである。魔王と戦った唯ただ人ひとでさえ怯ひるむのだから、浩こう平へいが耐えられるはずもない。彼は目を泳がせた後、ワザとらしく笑ってみせる。

「あー、えっと……そうそう！」

　浩こう平へいは慌ててポケットからスマホを取り出す。

「唯ただ人ひとさ、行方不明だった間『グラデビ』にログインしてなかったろ？」

「グラデビ……？　あ、ああーそういえば……」

『グランド・デビル』──異世界に召喚される前にハマっていたゲームだ。向こうで生活していたせいですっかり忘れていたが、現代では未いまだ人気が健在らしい。

「色々と新キャラが追加されたんだよ。僕はペルセポネと契約したんだけど、なかなかいいよ」

　──と、浩こう平へいは嬉き々きとして話し出す。

　だが……。

「なんて……ことを……っ！」

　唯ただ人ひとは目を血走らせ、頭を抱えた。

「あれ？　もしかして、唯ただ人ひともガチャやって出なかった？」

　尋常じゃない様子の唯ただ人ひとに、浩こう平へいは首を傾かしげる。

「あ、なになに？　浩こう平へいペルセポネでたの？　俺ハデスだったよ」

「いいなお前ら。こっちはケルベロスって駄犬だよ。課金しよっかなぁ」

「課金？　一万円なんて紙切れ一枚で十連ガチャ三回できるんだから、実質無料だよ」

　さすが人気ゲーム。浩こう平へいの声を聞きつけたヘビーユーザー達がわらわらと集まってくる。みんな楽しそうにワイワイと話すが、唯ただ人ひとだけはそんな彼らの様子に絶句していた。

「……皆、俺がいない間にどうして……」

「え？」

「どいつもこいつも！　上級魔族じゃないか！」

「いやだって、☆５以上確定のイベントだったし……」

「それだけ力をもった奴やつらとの契約……いったいどれだけの代価を払ったんだっ!?」

　唯ただ人ひとは思わず目の前の浩こう平へいの胸倉を摑つかむ。

「えええ!?　あ、えっと、五千円くらい課金しちゃったけど……」

　胸倉を摑つかまれた浩こう平へいは、わけもわからず慌てるばかりだ。周囲の面々も唯ただ人ひとの豹ひよう変へんに目を丸くしている。ただ、香か澄すみだけが「唯ただ人ひとちゃんったら……」と眉をハの字にしていた。

「浩こう平へいもみんなも！　今すぐ契約を切れ！　今ならまだ俺一人でも倒せるかもしれない！」

「は!?　え!?　アンインストールしろってこと？」

「なにワケわかんねぇこと言ってるんだ！　いったいどうしちまったんだよ!?」

「いや、唯ただ人ひとがどうしたんだよ」

「くそっ！　フランチェスカがこっちに来た時点で異常だったんだ！　もう侵略は始まってるっていうのか!?　和平はどうなっている!?」

「おーい？　唯ただ人ひとー？」

　周囲の人間が引き気味に声をかけるが、もはや唯ただ人ひとには聞こえちゃいない。

「とにかく俺の友達に手ぇ出したのは許せねぇ！　このスマホが召喚の触媒だな!?」

「え、ちょっ!?」

　唯ただ人ひとは浩こう平へいの手からスマホを取り上げ、それを振りかぶる。

「触媒ごとぶっ壊してやる！」

「なっ！　唯ただ人ひとストップストップ！」

　唯ただ人ひとはスマホを床に叩たたきつけようとしたが、すんでのところで浩こう平へいがその手にしがみつく。

「は、離せ浩こう平へい！　──まさか、すでに操られているのか!?」

「お、落ち着こう唯ただ人ひと！　一回僕のスマホ置こう！」

「浩こう平へい！　頼む！　目を覚ましてくれ！」

「────唯ただ人ひとちゃんが目を覚ましなさいっ！」

　瞬間、ついにしびれを切らした香か澄すみに腕を捻ねじり上げられる。その拍子にスマホは手を離れ、宙を舞って浩こう平へいの手にすとんと落ちた。

「か、香か澄すみ！　まさかお前まで──あいだだだだ！」

　唯ただ人ひとは香か澄すみに関節を極められ、悲鳴を上げる。その隙に彼女は唯ただ人ひとのポケットからスマホを抜き取ると、ロックを解除する。

「お前なにやって……っていうかなんでパス知って──」

「唯ただ人ひとちゃん、なんでもかんでも誕生日をパスワードにするの良くないよ──ほら」

　そう言って香か澄すみが見せつけてきたのは、唯ただ人ひとのスマホにある「グラデビ」の画面だった。そこには、悪魔というにはずいぶん可愛かわいらしくデザインされたキャラクターが映っている。唯ただ人ひとが戦ってきたやつらとは似ても似つかない。

「みんなコレの話してたのよ？」

「あ……」

　そうだ。ゲームの話をしていただけなのに、異世界でも知られた名前を聞いてスイッチが入ってしまった。その内の何人かとは実際に戦ったし……危うく死にかけたし。

「また入院しよっか？」

「……すんませんでした」

　異世界召喚の後遺症はまだまだ治らない。










　吾妻あづま唯ただ人ひとは三ヶ月も行方不明になっていた。

　無事に見つかったのはいいが、その間の記憶はあやふやになっており、おまけに妄想癖と中二病が極度に悪化していた。

　──そんな〝事実〟が明るみに出て、異世界で渇かつ望ぼうしていた平和な学校生活は、ただただ痴態を晒さらす公開処刑の場と化したと言えよう。

　なにせ朝っぱらから妄想と中二病全開とも見られる奇行をしてしまったのは、二重の意味でイタい。それに比べれば、つい癖で筆記用具の代わりに羽根ペンとインクを持ってきてしまったことや、体育の着替えの最中にインナーとして鎖くさり帷かた子びらを着てきてしまったことがバレたことや、うっかり紙で指を切ってしまったクラスの女の子に薬草を塗り込もうとして気持ち悪がられたことも些さ細さいなことと言えよう。

　──そんなこんなで醜態という醜態を晒さらした学校生活は、ようやく放課後となった。

　ホームルームが終わり、みんながぞろぞろと帰路や部活へと向かうなか、唯ただ人ひとは大きく息を吐いて机に突っ伏す。

「おつかれ唯ただ人ひと。久しぶりの学校はどうだった？」

「どうもこうも……ご覧の有あり様さまだよ」

「ま、まぁ……病み上がりみたいなものだし」

　とは言うものの、今日一日唯ただ人ひとの痴態を間近で見てきた浩こう平へいは苦笑いを浮かべる。

「とにかく、久しぶりの学校で疲れたろうし、帰ろうよ」

「そうだな」

「香か澄すみちゃんよかったら一緒に──」

「ごめんね？　私はちょっと用事あるから」

　誘い文句を最後まで聞きもせず、香か澄すみはバッグを肩にかけて出て行ってしまう。

「……まーだ怒ってるよ」

　そんな香か澄すみの後ろ姿を見ながら、唯ただ人ひとは口をへの字にする。一日中隣の席で、彼女が笑顔で不機嫌オーラを醸かもし出だしていたのも、唯ただ人ひとの疲労の一端を担になっていた。

「うーん、まぁ怒ってはいるけど……そうだなぁ……」

　浩こう平へいは何か悩むように唸うなった後、ふいに「よし」と呟つぶやいて立ち上がる。

「唯ただ人ひと、ちょっとなにか食べてから帰らない？　久しぶりにゆっくり話したいし」

「え、あー……」

　せっかくの誘いだが、脳裏によぎったのはフランチェスカの姿だった。唯ただ人ひとがいなくて寂しがるような可愛かわいらしさは持ち合わせていないだろうが、反対に一人にすると何をしでかすかわからない危うさがある。

「ダメかい？」

「……いや、いいよ」

　迷った結果、唯ただ人ひとは誘いに乗ることにする。フランチェスカも子供じゃない。今朝しっかり釘くぎを刺したし、今日の今日でトラブルを引き起こしはしないだろう。

「じゃあ決まりだ」

　そうして二人は学校を後にする。

　向かった先は町の中心駅だ。花桃高校だけでなく、他校へのアクセスの中心にもなっているため、放課後の駅前には様々な学校の制服を身につけた男女が行き交っている。居酒屋や路地裏のバーは明かりを落としており、代わりにファストフード店やゲームセンターから賑にぎやかな音が道路に漏れていた。

「どこに行く？　微妙にどんな店があったか覚えてないんだけど……」

　唯ただ人ひとは落ち着きなく周囲を見回しながら歩く。街並みは変わっていないが、異世界に召喚される前はどこに行っていたとか、うろ覚えになっていた。歩きながら風景を見て、「そういえばここにこんな店があったなぁ」と思い出している最中である。

「じゃあカフェグルメはどう？」

「ああ、そんな店もあったな。いいよ」

　カフェグルメは、駅前から延びるメインストリートから一本外れた場所にあるレトロな雰囲気の喫茶店である。よく浩こう平へいと香か澄すみの三人で、モケット生地のソファに座ってダベっていたことを思い出す。思い出してみたら、無性にあそこのコーヒーゼリーパフェの味が恋しくなった。

　そんなことを考えながら路地を曲がった瞬間、店の前に見慣れた顔がいるのを見つける。

「香か澄すみ？」

　彼女は、店の外側にある窓に手を伸ばし、爪先立ちになってポスターのようなものを剝がしていた。剝がし終えると、香か澄すみはポスターを丸め、それから手帳に何かメモをする。

「香か澄すみ、なにしてんだ？」

「え!?　た、唯ただ人ひとちゃん!?」

　声をかけると、彼女は焦あせったように声をうわずらせ、ポスターを背中に隠す。

「おい、なに隠してんだよ？」

「な、なんでもないよ！　それよりどうしてここに──」

　言いかけて、香か澄すみはハッと唯ただ人ひとの隣にいる浩こう平へいに目を向ける。

「……浩こう平へいちゃんの仕業でしょ」

「いやぁ、まさか。偶然偶然」

　香か澄すみに睨にらまれた浩こう平へいは、顔を引きつらせながらも視線を逸そらす。

「それで？　なに隠してたんだ？」

「だ、だから、別になんでも────あれ？」

　彼女は、いつの間にか自分の手から丸めたポスターが消えていることに気づく。そしてそれは今、唯ただ人ひとの手にあった。唯ただ人ひとのスピードならば、彼女が瞬まばたきしている間に背後に回り、そしてポスターを奪って元の場所に戻るくらい造作もない。

「どれどれ？」

「あ！　見ちゃだめ！」

　香か澄すみはポスターを奪い返そうとするが、唯ただ人ひとは軽快なステップでそれをかわす。

「まぁまぁいいじゃねえか──」

　唯ただ人ひとが香か澄すみの手を避けながら、ポスターを広げると、

「────え？」

　ポスターには、自分の顔写真が印刷されていた。

「これって……」

　いつの写真かはっきりわかる。去年の誕生日に、香か澄すみと浩こう平へいが祝ってくれた時に撮った写真だ。三人並んでセルフィーで撮った写真は、自分の部分だけ切り取られて使われている。

　更にポスターを広げると、「吾妻あづま唯ただ人ひと」「十六歳」「身長１７０センチ前後」「二月十四日の夕方より行方不明」といった情報が羅列されており、最後に「何かお気づきの方はこちらまでお願いします」と香か澄すみの携帯番号が書かれていた。

　ポスターから視線を上げると、目の前では香か澄すみが俯うつむき、耳まで顔を赤くし、スカートの裾を強く握りしめていた。

「これ……香か澄すみが作ったのか？」

「う、うん。実は……」

　香か澄すみは一瞬視線をそらしたが、観念したように呟つぶやく。

「だって……警察の捜索だって一週間くらいでみるみる人数減って打ち切られちゃうし、おじさんとおばさんはどんどん遠くを探しに行っちゃうし、浩こう平へいちゃんみたいに帰ってくるの信じてじっと準備することもできなくて……私にはこんなことくらいしか思いつかなくて……」

　香か澄すみが、強く握りしめていたスカートの裾を離す。

「そ……っか……」

　ようやく……ようやく自分が異世界に行っている間にどれだけ心配と迷惑をかけたか実感した。彼女はこんなにも心配していたというのに、帰ってきた自分は元の生活に戻れてへらへらしており、異世界後遺症で奇行を繰り返していた。

「ごめんな、香か澄すみ……心配かけて」

「ほんとだよ……すごく心配したんだから……」

　唯ただ人ひとはもう一度ポスターに目を落とす。それを見ながら、一刻も早く異世界後遺症を克服し、彼女や周囲が望んだ「吾妻あづま唯ただ人ひと」がいる元の日常に戻らなくてはと決意する。

「これ、何枚くらい刷ったんだ？」

「五十枚くらいかな……各駅と、とにかく人通りの多い場所に貼らせてもらったし……」

「そんなにか……」

「だからまだ剝がし終えてないんだ」

「そっか……毎日お見舞いにも来てくれてたしな……」

　こんなにしてくれるのを見せられて、ただ待っているなんてできない。

「──じゃあ、俺も一緒に剝がしに行くよ」

「え？」

「貼らせてくれたところにも、お礼言って回りたいし」

「うん。報告も兼ねて、それがいいね。今度の日曜あたりに皆で回ろうか」

　浩こう平へいがそういうと、香か澄すみは強こわ張ばっていた表情を緩め、それから嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「ありがと」

　香か澄すみが笑みを浮かべる。今度こそ、満面の笑みだ。

「みんな唯ただ人ひとちゃんの心配してたんだから、顔見せてあげなきゃね」

「わかってるよ」

　唯ただ人ひとははにかみながら頭を搔かく。

「それじゃ、今日の所は久しぶりに三人でゆっくりコーヒーゼリーパフェでも食べようか？」

「いいわね。……もちろん、唯ただ人ひとちゃんの奢おごりだよ？」

「うっ……立場上断れねぇ……よし！　ここは任せろ！」

　そうして三人はわいわいと喫茶店へと向かう。

　────その時だった。

「!?」

　唯ただ人ひとは産うぶ毛げが逆立つのを感じる。間違いなく、それは殺気だった。

　瞬時に背後を振り返ると、そこには──。

「見つけましたわっ！　唯ただ人ひと！」

　路地の入り口で、仁王立ちしてこちらを指差す銀髪ツインテールがいた。

　フランチェスカ──彼女を見た瞬間、殺気への警戒は萎しぼみ、代わって日常をぶち壊された辟へき易えきが込み上げてくる。

　左右にいる友人達を見れば、機嫌が直った香か澄すみは再び顔に笑みを貼り付かせたまま固まっているし、浩こう平へいはそんな彼女を見て悟ったように胃痛を起こしていた。

「……フランチェスカ……お前なぁ……大人しくしてろつったのに……っていうか、なんで俺の居場所がわかったんだよ？」

　ため息をつきながら尋ねると、フランチェスカは高笑いを上げる。

「愚問ですわ！　街中でこんなものを見つけましたから、この肖像を見せて周囲の人間どもに聞き込みしたにすぎませんわ！」

　そう言って、フランチェスカがまるで裁判で勝訴した時のようにポスターを広げてみせる。無論、それは香か澄すみが作った唯ただ人ひとの行方不明ポスターだ。どこからか引っぺがしてきたのだろう。ある意味、行方不明ポスターの本来の役割を果たしたと言える。

「ホントにもう……帰れよお前」

「ええ！　帰りますわ！　もちろん、目的を果たした後で！」

「……ほう？」

　唯ただ人ひとは挑発的に指の骨を鳴らす。魔力を使えないフランチェスカなんて相手にならない。しかし、フランチェスカもそれはわかっているはずなのに、少しも臆した様子がない。

「……お前、何企たくらんでる？」

「察しがいいですわね。……確かに、私は今、魔力も使えなければ聖剣も使えない……」

　フランチェスカがにやりと笑う。

「ですが、ならば兵器に頼ればいいだけのこと」

「兵器だと？」

「──爆弾ですわ」

　フランチェスカが後ろ手に隠していた球体を取り出す。

「お前、爆弾なんてどこで手に入れて──」

「それは！　貴方あなたが灰になった後でゆっくり教えてあげますわ！」

　フランチェスカが「爆弾」を振りかぶる。

「木こっ端ぱ微み塵じんになりやがれですわ───！」

　そして、彼女が「爆弾」を投とう擲てきした。

　──避けるのは簡単。

　しかし、それでは香か澄すみと浩こう平へいが助からない。

　狭い路地では魔法で撃ち落としたら二次災害が起こる。

　一瞬であらゆる可能性を考えた結果、唯ただ人ひとがとった行動は、二人の友人をかばうように両手を広げて前にでることだった。

　そうして盾となった唯ただ人ひとの顔面に、「爆弾」が猛スピードで飛来し──べちゃりとぶつかった。

「熱っつぁあああああっ!?」

　唯ただ人ひとは悲鳴を上げて顔面を押さえ、その場を転がる。

「た、唯ただ人ひとちゃん!?」

「だ、大丈夫か!?」

　香か澄すみと浩こう平へいがしゃがみ込み、唯ただ人ひとの顔面にへばりつく「爆弾」を拭う。

　友人に介抱されながら横たわる唯ただ人ひとを見て、フランチェスカは高笑いを上げた。

「勝負ありですわ！　その爆弾は火属性を持っていますのよ！　その名も『爆弾焼き』ですわ！　更には素材に八本の足を持つタコとかいうおぞましい魔物を使用しているというので、強力に違いありませんわ！」

　勝利を確信したフランチェスカが、唯ただ人ひとに指を突きつける。

「さあ！　もがき苦しめばいい──ってあれ？　爆弾なのに爆発してませんわね？」

　ようやくフランチェスカは疑問を持ったようだ。

　唯ただ人ひとはというと、ようやく顔面の熱さが和らぎ、代わりにもっと熱い怒りが込み上げてくるのを感じていた。

「え？　あれ？　あれぇ？　あれぇっ!?」

　殺気を纏まといながらゆっくりと立ちあがる勇者唯ただ人ひとの姿を見て、フランチェスカはがくがくと膝を震わせる。

「フランチェスカ……てめぇ……！」

「ちょ、こ、これは何かの間違いですわ！」

「ああ、わかってる……間違いだらけだよチクショウ」

　唯ただ人ひとは顔面に纏まとわりつく、熱々の爆弾焼きを拭う。

「覚悟しろよ？」

「ひっ！」

　唯ただ人ひとは一瞬でフランチェスカとの距離を詰める。

「テメェも食らいやがれっ！」

　そして、右手に持った熱々の爆弾焼きを彼女の顔面にねじ込んだ。

「熱いぃぃぃいいいっ！　美お味いしいぃぃぃいいっ!?」










　カフェグルメは木目調の床とグリーンのモケットソファが並ぶ、静かな喫茶店だ。まだ早い時間帯の今は客足も少なく、控えめなジャズBGMがよく聞こえ、そこに時折カップがソーサーに置かれる音が混じる。

　ドレス姿に銀髪のツインテールをしたフランチェスカの姿は、カフェの雰囲気によく合っている。……ただし、顔面に氷の入ったビニール袋を載せていなければ、という話だが。

「まさか爆弾焼きが兵器じゃなくて食べ物だったとは……誤算でしたわ」

「お前、こっちに来てから誤算じゃなかったことがあったか？」

　フランチェスカと話していると頭痛がしてくる。幸い、今は唯ただ人ひとも氷を貰もらって顔面を冷やしているから、熱を冷ますのにちょうどよかった。

「え、えっと……？　君が唯ただ人ひとのところに居い候そうろうしているフランチェスカちゃん？」

　険悪な二人の雰囲気に居たたまれなくなったのか、唯ただ人ひとの隣に座る浩こう平へいが声を上げる。

「僕は唯ただ人ひとの友達で宮みや代しろ浩こう平へいっていうんだ。よろしくね」

　誰もが好印象を抱く爽やかな笑みを浮かべる浩こう平へい。だが相手はフランチェスカだ。

「ふん！　唯ただ人ひとの仲間と仲良くする気はありませんが、自ら名乗ったのは褒めてやりますわ」

　フランチェスカは氷ひよう囊のうをどかし、不遜に笑う。

「私は魔王ダンテの娘。『極寒公女』の異名を持つフランチェスカですわ！」

　極寒公女、氷ひよう囊のうで顔面が真っ赤である。

「私に名乗って貰もらえたことを名誉に思うといいですわ！」

「…………うん」

　浩こう平へいは爽やかな笑顔を引きつらせて頷うなずいた後、唯ただ人ひとに耳打ちする。

「……ごめん、乗った方がいいタイプ？　それとも流した方がいい感じ？」

「流しで」

「了解」

　浩こう平へいは元の笑顔に戻ると、冷静さを取り戻すようにお冷を一口飲む。どうやら、妄想が行き過ぎている子と認識してくれたようだ。

「そう言えば、こっちの人間とは昨日も会いましたわね？」

　ふと、フランチェスカは隣で顔に笑顔を貼り付けている香か澄すみを振り向く。

「……あ、私？　私は福ふく島しま香か澄すみっていうの。よろしくねフランチェスカちゃん」

「香か澄すみ……貴方あなたのことは覚えておいてあげますわ。あの少々辛い食べ物は美お味いしかったですし」

「カレーのこと？　カレーとトンカツは唯ただ人ひとちゃんの好物なんだよ。覚えててあげてね？」

「唯ただ人ひとの好物なんて情報はちっともいりませんが？」

　香か澄すみは何な故ぜだか唯ただ人ひとのことを教えたがっているようだが、フランチェスカがまったく気づいていないせいで煽あおっているようにしか聞こえない。そんな様子を見ていた浩こう平へいは、胃痛でも感じたように顔を歪ゆがめて腹部をさすっている。

「そんなことよりも香か澄すみ」

　ふいに、フランチェスカが香か澄すみの顔を覗のぞき込こむ。急に赤い目が近づいてきて驚いたのか、香か澄すみは少々仰のけ反ぞった。

「貴方あなたは……唯ただ人ひとの恋人ですの？」

「ええぇっ!?」

　フランチェスカが尋ねた瞬間、香か澄すみは声を上ずらせて立ち上がる。

「ちちち違うよ！　ただの幼おさな馴染なじみだよ！」

　香か澄すみは顔を赤くしつつも、激しく両手を横に振る。

「だ、だから勘違いしないでね？　邪魔とかしないし、もうちょくちょく唯ただ人ひとちゃんの家に行ったり、二人きりで遊びに誘ったりしないから安心して！」

「別に私はかまいませんが、何を言ってるんですの？」

「が、外国の子ってそういうとこ寛容なんだ……」

「香か澄すみ……お前なんか勘違いしてない？　俺とフランチェスカは別に──」

「ま、またまたぁ！　唯ただ人ひとちゃんったらテレちゃって！」

　まるで話を聞いてくれない。唯ただ人ひとがどう説明したらいいか頭を悩ませていると──。

「おまちどおさま」

　カウンターから顎あご鬚ひげをたくわえた中年のマスターがトレイを持ってやってきた。そこには、コーヒーゼリーパフェが四つ載っている。

「あれ？　マスター、まだ注文してないですよ」

　唯ただ人ひとが言うと、マスターは薄く笑みを浮かべる。

「唯ただ人ひと君の帰還祝いだよ。おかえり」

「あ、ありがとうございます！　心配かけました！」

　唯ただ人ひとが立って頭を下げると、マスターは肩越しに小さくウインクしてカウンターに戻っていった。キザな動作が様になっているのは流石さすがである。

「これは……なんですの？」

　フランチェスカは、運ばれてきたコーヒーゼリーパフェを不思議そうに横から見ていた。パフェカップの中にはミルクとダイス状のコーヒーゼリーが混ざり合ってコントラストを描き、最上段にはソフトクリームが巻かれている。頂上に載るチェリーは赤々と鮮やかで、まるでパフェをマジマジと見つめるフランチェスカの瞳の色を写したようだ。

「コーヒーゼリーパフェだけど……これって外国にはないの？」

「ここのは絶品だよ」

「黒くてブヨブヨしていて……あまり美お味いしそうに見えませんわ」

　フランチェスカは顔をしかめながらスプーンでコーヒーゼリーを突いていたが、唯ただ人ひとや香か澄すみが口に入れたのをみて、恐る恐る口に入れた──その瞬間。

「んんんんんっ!?」

　フランチェスカが目を見開いて声を上げる。

「お、美お味いしいですわ！」

「だろ？」

　唯ただ人ひとが勝ち誇ったようにスプーンでフランチェスカを指す。彼女はこくこくと頷うなずきながらも、凄すさまじい勢いでパフェカップの中身を食べ進める。

「甘くてクリーミーで、ほんのりと苦い！　チェリーの酸味がいい働きをして……はっ!?」

　一人で食レポしていたフランチェスカが、急に動きを止める。

「も、もう食べてしまいましたわ……！」

　スプーンを持つ手が震えている。

　だが次の瞬間、彼女の真紅の瞳が唯ただ人ひとのコーヒーゼリーパフェを捉えた。

「いや、やらんよ？」

「ふ、ふん！　誰も欲しいだなんて言ってませんわ！　…………ですが」

　おもむろにフランチェスカは首から下げていたエメラルド色の首飾りを外す。

「この首飾り、バジリスクの石化毒すら防ぐ効果があるんですが……交換しませんこと？」

「いや、それ持ってるし。仲間全員分、揃そろえたし」

「貴重品なのに何でそんなに持ってるんですのよ!?」

「お前の親おや父じが魔王城の周辺に放し飼いにしまくってたからだよ！」

「……そうでしたわ……だから私も持ってたんですわ……」

　フランチェスカは頭を抱えて髪の毛をわしゃわしゃと搔かく。

「……ね、ねえフランチェスカちゃん」

　ふと、浩こう平へいがパフェカップをフランチェスカの方に差し出す。

「良かったら僕の分も食べない？　まだ手つけてないし、今すごく胃が痛いし」

　パフェを捉えたフランチェスカの瞳が、徐々に大きくなる。

「よ、よろしくてよ！　私に貢みつぐとは人間のくせに物わかりがいいですわね！」

　言うなりフランチェスカは素早く浩こう平へいのパフェカップを引き寄せ、食べ始める。

「ですが人間から施されたとあっては魔族の名折れですから、これはあげますわ」

　そう言ってフランチェスカは浩こう平へいの手に石化防止の首飾りをねじ込む。無理やり首飾りを受け取らされた浩こう平へいは、「あ、ありがとう……」と苦い笑顔でお礼を言う。

「……それにしても……」

　頰ほお杖づえをついた香か澄すみが、パフェをがっつくフランチェスカを見ながら目を細める。

「爆弾焼きはともかく、カレーもコーヒーゼリーも知らないなんてどこの国の人なの？」

「食文化は全然違うみたいだね」

「……そうですわね……」

　フランチェスカがスプーンを止める。顔が苦味に歪ゆがんでいるのは、コーヒーゼリーのせいではないだろう。

「……毎日ヘビやトカゲを食べていましたわ」

「え!?」

　香か澄すみと浩こう平へいが顔を見合わせる。一瞬、また妄想の類とも思ったようだが、フランチェスカの苦々しい表情は、それが噓うそや妄想でないことを物語っていた。

「フランチェスカちゃんの国では、それが普通なの？」

「いいえ。お父様から『力がつくから』と食べさせられていましたの」

　あれだけ勢いよかったのに、フランチェスカのスプーンを扱う速度は非常に遅くなっていた。

　彼女の変わりようを見て、香か澄すみと浩こう平へいがこそこそと顔を近づけてくる。

「え、なに？　冗談……じゃあないんだよね？」

「もしかして、虐待？」

「あー……いや……」

　唯ただ人ひとは頭を搔かく。

　フランチェスカは最強クラスの魔族だ。ヘビやトカゲと言っても、それはドラゴンやサーペントと言った魔物を指す。唯ただ人ひとも旅の中で食べたことがあったが、確かに彼らの血肉は強化薬のような作用を持つ。……ただし、味は日常的に食べようと思えるようなものではなかった。

「こいつが言ってるのは本当だよ。確かにこいつの家の周りにはバジリスク──まぁデカいトカゲがたくさんいたんだけど……あれって食用だったんだな……」

「他所の家の事情には口出せないけど……ちょっと可哀かわい想そうね……」

「そりゃカレーやパフェは美お味いしく感じるよね……」

　香か澄すみと浩こう平へいは、フランチェスカに憐れん憫びんの眼まな差ざしを向ける。

「……なんですの？　今更返しませんわよ！」

　フランチェスカは何を勘違いしたのか、パフェカップを守るように引き寄せる。

「いやいや、取らないよ」

　そんな姿を見て浩こう平へいは笑う。

「でも唯ただ人ひとのとこにホームステイできて良かったね。美お味いしい物たくさん食べられるでしょ？」

「……別に。良くなんかありませんわ」

　フランチェスカは少々声を落とし、俯うつむく。

「確かにこっちの食事が美お味いしいのは認めますわ。……でも」

　ふいにフランチェスカの瞳が揺れる。

「食事が美お味いしくなくても、お父様といられた方がずっといいですの……」

「え……？　好きだから唯ただ人ひとちゃんのとこに居い候そうろうしてるんじゃなかったの？」

「まさか！　……こんなことになるなんて思ってませんでしたし……叶かなうならすぐにでも帰りたいですわ……」

　フランチェスカが鼻を啜すする。

「……ったく」

　勝手に来たくせに──とは、唯ただ人ひとは口に出さなかった。

　正直、フランチェスカの気持ちはよくわかる。唯ただ人ひとも異世界に召喚された時は心細くてしかたなかった。早く帰りたかったし、不条理に怒ることもあった。今では勇者と言われるようになったが、召喚されたばかりの頃は寂しさにこっそり泣いたことだってあったのだ。

　自分はまだ、同じ境遇の仲間がいたから耐えられたが、彼女は今一人だ。知り合いと言えば、唯ただ人ひとのような魔王を倒した「敵」だけである。

「……泣くなよフランチェスカ。一年我慢すれば帰れるんだから」

「わ、私が泣くわけないでしょう！　ましてお父様が恋しいからだなんて……あんまり無礼なことを言うと氷漬けにしますわよ！」

　フランチェスカは袖で目元を拭うと、こちらを睨にらみつける。

　唯ただ人ひとは視線を逸そらして苦笑した。憎まれ口が叩たたける元気があるなら、まだ大丈夫そうだ。

「…………一年で帰るの？」

　ふと、香か澄すみが目を丸くしてフランチェスカを見つめる。

「そうですけれど……なんですの？」

「ううん……なんかゴメンね。私勘違いしてたみたいで……」

　香か澄すみは恥ずかしそうに頰を搔かいた後で、フランチェスカを見つめなおす。

「……ねぇフランチェスカちゃん。一年も我慢してるだけなんて、寂しいんじゃないかな？」

　香か澄すみはテーブルの端に立てかけられているメニューを取り上げる。

「それなら、こっちにいる間に友達作って、美お味いしいものいっぱい食べて、楽しく過ごすのはどう？」

　そして香か澄すみはメニューのデザートページを広げてフランチェスカの前に置いた。

「とりあえず、今日はお近づきの印に私がご馳ち走そうしてあげる」

「わ、私は…………」

　フランチェスカはデザートページの写真に目を輝かせた後で、急に肩をすぼめ、口先を尖とがらせ、隣の香か澄すみの顔を俯うつむきがちに盗み見る。

「に、人間と仲良くする気なんてこれっぽっちもありませんが……で、でも……」

　消え入りそうな声で、フランチェスカが呟つぶやいた。

「あ、貴方あなたなら……同じ氷属性のよしみで仲良くしてあげても……かまいませんわ……」

　香か澄すみは小さく笑みを浮かべ、手を差し出す。

「じゃあ、改めてよろしくね、フランチェスカちゃん」

「……と、特別に、フランって呼んでも……いいですのよ？」

「うん！　わかったよ、フランちゃん」

　フランチェスカははにかみ、おずおずと、香か澄すみの手を握り返した。










　陽が傾きかけた街の中を、唯ただ人ひととフランチェスカが並んで歩く。

　彼女は機嫌が良かった。香か澄すみにデザートを好きなだけご馳ち走そうしてもらったのだから、それも納得だ。跳ねるように歩き、その度に銀髪が夕日のオレンジ色を受けて光る。

「またあのお店には行ってみたいですわね」

「気に入ったなら良かったよ」

　先程から、フランチェスカは何度も同じことを言っている。よほど美お味いしかったのだろう。こうして同じ物を食べ、同じ感想を抱けるのであれば、人間と魔族の溝が埋まる日もそう遠くないのかもしれないと思った。

「香か澄すみと浩こう平へい……あの二人は人間にしては気に入りましたわ」

「良いい奴やつらだからな」

「ええ。私がこの世界を手中に収めたとしても、あの二人は優遇してあげてもいいですわね」

「お前……まだ懲りてないようだな？」

「え？　あっ!?　じょ、冗談！　もちろん冗談ですわ！」

　唯ただ人ひとに睨にらまれ、フランチェスカは慌てて両手を顔の前で振る。

「そ、そうですわ！　あの二人がいるならば、私も学校とやらに行ってみたいですわね」

「…………それも冗談だよな？」

「こっちは本気ですわ！」

　鼻から強く息を吐くフランチェスカを見て、唯ただ人ひとは額を押さえる。

「あのなぁ……無理に決まってんだろ」

「どうしてですの!?　どこに無理な要素があるというんですの!?」

「全部だよ！　お前は異世界から来たんだから、戸籍もなんもかもないんだよ！　身元不明のヤツを受け入れてくれる学校なんてあるわけねぇだろ！」

「何な故ぜないんですの！　唯ただ人ひとだって異世界から来たくせに身分証とか持ってたでしょう！」

「そりゃ俺が召喚されたから王女様がくれたんだよ！　お前は勝手に来たんだろうが！」

「そんな唯ただ人ひとばっかりズルいですわ！」

　フランチェスカは地面に寝っ転がって手足をバタバタさせる。

（まぁ……今日みたいに勝手に出歩いてトラブル起こすくらいなら、一緒に学校に行って見張るのもいいんだろうけど）

　そう思った時、ふとある人物の顔が思い浮かんだ。

（あの人に会えればなんとかなるかも……）
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　翌日。唯ただ人ひとは学校が終わると急いで自宅へ帰り、フランチェスカを外へと連れ出した。ちょうど家にあったお菓子を食べていた彼女は、連れ出されることにぶーぶー文句を言っていたが、

「学校に通えるようになるかもしれない」

　そう言うと素直についてきた。

「唯ただ人ひと、どこに行くんですの？」

「もうすぐ着くよ。ほら、あそこだ」

　二人がやってきたのは、花桃町の市役所だった。葉桜となった木が並ぶ先にあり、小さな図書館や多目的ホールが併設されている。役場ながら賑にぎやかなのは、多目的ホールでちょうど親子ヨガ教室が開かれているからかもしれない。

「おぉぅ……ちびっ子が奇怪なポーズをとっていますわ。何かの儀式を学んでいるんですの？」

　フランチェスカはガラスに張り付き、中の様子を覗のぞき込む。外国人風の少女がいきなり窓に鼻を押し付けて見つめてきたので、中にいる母子は怪け訝げんな顔をしていた。

「──はっ！　学校ってまさか！　私をここの暗黒教団に入れようと!?」

「なんだ暗黒教団って。いいからこっち来い」

　唯ただ人ひとはフランチェスカを窓から引き剝がすと、市役所の市民課へと向かう。

　市民課は空いており、数人の利用者しかいなかった。カウンターの奥では、ワイシャツやブラウス姿の市役所職員が、各おの々おの自分の仕事に取り組んでいる。

　探している顔は、すぐに見つかった。

「フランチェスカ、ちょっとここで待ってろ。いきなりお前連れてくと面倒だから」

「なんですのー？」

「あと、妙に潔癖な人だから気をつけろよ。変なこと言うと具合悪くなるから」

「え？　それって──」

　首を傾かしげるフランチェスカを置いて、唯ただ人ひとはカウンターの奥にいる女性に声をかけた。

「すいませーん」

　女性が振り返る。年齢は二十代半ばだろう。パンツスーツに身を包んだ、茶色いボブカットの女性だった。彼女は唯ただ人ひとの姿を見つけると、眼鏡の奥の垂れ目を嬉うれしそうに細める。

　彼女は満面の笑みを浮かべると、小走りでカウンターまでやってきた。

「たっくん！」

　そう呼ばれるのは久しぶりで、少し気恥ずかしい。

「遥はるかさん久しぶり」

　唯ただ人ひととボブカットの女性──飯いい坂ざか遥はるかは、握手を交わす。

「こっちに帰ってきて以来だね！　元気してた？」

「なんとかね。……でも良かったよ、遥はるかさんがまだここで働いてくれていて。教えてもらった電話番号は通じなかったし……」

「三ヶ月も行方不明だったから……死んだと思われてスマホ解約されてたの」

　そう言って遥はるかは笑う。

　──飯いい坂ざか遥はるか。彼女との出会いは、向こうの世界だった。唯ただ人ひとと同じように召喚され、ともに旅をし、そして──魔王を倒した時の仲間である。

「他の仲間とは連絡とれたの？」

　そう尋ねられるが、唯ただ人ひとは首を横に振る。

「いや。やっぱり皆、同じような理由でスマホ解約されてるっぽい。こっちに戻る時に番号教え合ったのに意味なかったな」

「そうね……私もこっちで仲間と会えたのはたっくんが初めてよ」

　遥はるかは肩をすくめてみせる。

「でも、たっくんと再会できてよかった。積もる話もあるし、今日は飲みにでも……って、たっくんはこっちじゃまだ高校生か。いいなぁ、若いなぁ」

「あ、いや、それなんだけど実は……」

　唯ただ人ひとが話を切り出そうとした時だった。

「唯ただ人ひと、まだですの？」

　待っていろと言ったのに、のこのこフランチェスカがやってきた。

「バカ！　今から遥はるかさんに話すとこだってのに！」

「フランチェスカ……っ!?」

　その姿を見た遥はるかの表情が厳しくなる。再会の喜びは消え去り、垂れていた瞳を猛もう禽きん類のように鋭く細め、彼女を睨にらみつけた。

「どうしてあなたがここにいるの？」

「あら？　誰かと思えば、遥はるかじゃないですの」

　フランチェスカは、肩にかかったツインテールを払うと、優雅な足取りで近づいてくる。それを見た遥はるかの全身に汗が浮かんだ。手も小刻みに震えている。異世界でのフランチェスカの戦闘力を知っているならば、正しい反応だ。

「震えてますわね？　震えてますわねぇ？　そんなに私が恐ろしいんですの？」

「おいバカやめろ」

　久しぶりに畏怖されて嬉うれしいのか、フランチェスカはニヤニヤしながら歩み寄る。

「止まりなさいフランチェスカ！　それ以上近づかないで！」

「はぁん？　命令できる立場ですの？　向こうじゃ『聖女』とか言われていたようですが、貴方あなたは所詮、補助・回復魔法使い……私に勝てるとでも思っているんですの？」

「わ、私だって攻撃方法くらいあるのよ！」

　遥はるかが腕を突き出す。

「は、遥はるかさん落ち着けって！　今のフランチェスカは魔力がないから──」

　唯ただ人ひとが説明する暇もなく、遥はるかが魔法を放つ。

「【キリカクダキニ】」

「はん！　なにかと思えば、ただの即死魔法じゃないですの」

　フランチェスカは頰に手を添え、高笑いを上げる。

「愚か！　愚かですわ！　ボスクラスの相手に即死魔法が効かないのは常識ですわ！」

「あ、いや……でもお前……」

　唯ただ人ひとがフランチェスカの身体からだを指さす。

「身体からだ透けてきてね？」

「えっ!?」

　フランチェスカが自分の両手を見る。確かに、向こう側が見えるほどその身体からだは透け始めていた。同時に天井から温かな光の柱が彼女に降り注ぐ。光の出どころからは、白い翼が生えた裸の赤ん坊──天使が数人降りてくる始末。

　周囲の人間は、突然の天使の降臨にぽかんと口を開けて固まっていた。

「なんですの！　なんなんですの!?　この天使達は！」

「あれ？　本当に効いちゃった？」

「え？　フランチェスカ死ぬの？」

　天使達はフランチェスカの身体からだを摑つかみ、光の中へ連れ込もうとする。
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「ちょ、召し上げようとするなですわ！　しっし！　しっし！　あっち行けですわー！」

　フランチェスカはハエでも払うように両手をぶんぶん振り回して天使の手を振りほどく。だが、天使達も必死だ。振り払われてもなお、フランチェスカの身体からだを摑つかみにかかる。

　そんな攻防がしばらく続き、やがてフランチェスカも天使達も疲れたようで、互いに肩で息をするようになる。

「……チッ」

「痛っ!?」

　ふいに天使が舌打ちし、小さな手でフランチェスカの頰に張り手をかました。そして天使達は諦めて光の中へと帰っていく。ビンタされたフランチェスカは、打たれた頰を押さえながら、わなわなと身体からだを震わせた。

「あ、あ、あ、あの天使！　舌打ちしたうえにビンタまでしやがりましたわよ!?」

「私の即死魔法はしつこいのが特徴だからね」

「即死なのにしつこいってどういうことですの!?」

　あまりの理不尽さに、フランチェスカは地団駄を踏む。

「やー、正直足止めになればと思ったんだけど、まさかあんなに効くなんて……」

「遥はるかさん、ほら……こっちには魔力がないからさ……」

「ああ……そっか、こっちの世界じゃ無力なのね」

　理解が早くて助かる。遥はるかは警戒態勢を解くと、格下相手にしか効果がない即死魔法で昇天しかけたフランチェスカに憐れん憫びんのまなざしを向けた。

「それでたっくん。どうしてフランチェスカがここにいるの？」

「それが──」

「決まっていますわ！」

「どうしてお前は俺が喋しやべろうとする度に邪魔するかな……」

　唯ただ人ひとの言葉を遮り、フランチェスカはカウンターの上に飛び乗った。そして、高い位置から遥はるかに向かって指を突き付ける。

「私を学校に通わせなさい！」

「は？」

　予想だにしていない答えだったのだろう。遥はるかは全身から力が抜けたような声を出す。

「あのなぁフランチェスカ……」

　唯ただ人ひとは、目の前のカウンターの上に乗っているフランチェスカの両足を摑つかむ。

「ちょっとは大人しくしてろっ！」

　そして、両足を摑つかんだままブリッジをするように背中を反そらせた。

「ふぎゃああっ！」

　フランチェスカは頭から地面に激突する。悪い落ち方だ。人間だったら首が折れてもおかしくないが、フランチェスカは目を回して気絶しただけで済む。

「はぁ……やっと静かになった」

「……なんだか大変なことになってるみたいだね、たっくん」

「今から説明するよ……」

　唯ただ人ひとは力なく笑い、それからようやく遥はるかに事情を説明し始めた。

　──フランチェスカが和平破棄とこっちの世界を征服しようとしていること。だが手違いで帰れなくなってしまって保護していること。日中の行動を監視するために、学校に通わせたいことを話す。

　話を聞いている間、遥はるかは何度もため息をつき、同時に同情してくれた。唯ただ人ひとも、今日までずっと周囲に誤魔化しながら生活してきたため、ようやく事のあらましを全て吐き出せて多少スッキリする。

「──事情はわかったわ」

　遥はるかは顔をしかめ、低く唸うなる。

「でも学校かぁ……」

「やっぱり難しい？」

「正規の方法じゃ無理ね。でも、なんとかしてみるわ。放置するのは危険だもの」

「助かるよ」

　唯ただ人ひとはホッとする。潔癖なところがある人だから、不正に巻き込むのに反対されるかと思ったが、理解してくれたようだ。

「──それよりも」

　しかし、遥はるかがずいっと顔を近づけてくる。

「話を聞くと、今はたっくんとフランチェスカが二人で同どう棲せいしてるってこと？」

「そ、そうだけど……」

「そんな！　高校生なのに同どう棲せいなんて清くないわ！　私だってしたことないのに！」

「えぇ……そんなこと言ったって……」

　潔癖は、違う部分に反応したようだ。

「間違いが起こっても不思議じゃない……むしろ起こらない方が不思議！」

「いや……相手はフランチェスカだよ？」

　唯ただ人ひとは背後の床で、白目をむいて気絶しているフランチェスカをちらりと見る。

「でも万が一ということがあるわ！　念のため、男性としての機能が消滅する呪いの魔法をたっくんにかけておいた方が……」

「絶対にやめてくれ！」

　そんなの怖すぎる。

「だ、だいたい、フランチェスカになにかしたらダンテが黙ってないだろ？」

「それは……そうね」

　唯ただ人ひとの言葉を聞いて、ようやく遥はるかは落ち着いたように胸を撫なでおろす。

「──わかったわ。とりあえず、学校の件は私がなんとかするから、後で落ち合いましょう」

「ああ、ありがとう」

　唯ただ人ひとはうなずくと、立ち上がる。

「少し時間かかるからね？　もろもろの手続きと──」

　遥はるかが、唯ただ人ひとの背後で伸びているフランチェスカに視線を送る。

「同僚にあの子のことを誤魔化さなきゃならないから」

「……ほんとゴメン」

　唯ただ人ひとはフランチェスカを担かつぎ上あげると、そそくさと市役所を後にした。










　遥はるかと落ち合う約束の場所は、市役所からほど遠くない、国道沿いのファミレスだった。店内には高校生のグループが点在しており、勉強をしたり、駄だ弁べったり、無言でスマホの画面を見ていたりする。唯ただ人ひとの学校からは離れた場所なので、他校の制服ばかりだ。

　気絶していたフランチェスカは、店内に入ると食べ物の匂いですぐに目を覚ました。試しにドリンクバーを与えてみたところ、えらく気に入って何度も席とサーバーを行き来している。

　遥はるかがやってきたのは、五時半を過ぎた頃だった。彼女は、ドアをくぐるとすぐにこちらに気が付き、胸元で手を振りながら近づいてくる。

「遥はるかさん、お疲れ様」

「お待たせ、たっくん。……フランチェスカは？」

　遥はるかの問いに、唯ただ人ひとは無言でドリンクサーバーの方を指さす。

「唯ただ人ひと！　見てみなさい！　オレンジジュースとアイスティーを混ぜてみましたわ！」

　フランチェスカが、嬉き々きとした表情でグラスを持ってやってくる。

「これはフランチェスカ・スペシャルと名付けましょう！　……あ、遥はるか。来たんですの？」

「……ゴメンたっくん。学校って高校じゃなくて小学校だったの？」

「いや、高校でいい……」

　唯ただ人ひとと遥はるかはため息をついて席に座る。フランチェスカは首を傾かしげていたが、すぐにフランチェスカ・スペシャルに夢中になった。

　遥はるかはグラスワインとおつまみセットを注文する。同時に、フランチェスカが注文していたステーキプレートが運ばれてくると、彼女は嬉き々きとした様子で肉を切り分け、備え付けの焼き石に切り身を押し付けて食べ始めた。

　店員が去り、一息ついたところで、遥はるかはおもむろにビジネスバッグを膝の上に載せる。

「──それで、必要な書類揃そろえてきたわよ」

　遥はるかがビジネスバッグから封筒を取り出し、差し出してくる。

　唯ただ人ひとは封筒の中の書類を確認し、目を見開いた。

「これって……フランチェスカの戸籍謄本？」

　それだけじゃない。住民票や成績証明書や転学照会状まである。

「どうやったんだ遥はるかさん」

「まぁ、簡単に言うと偽造ね。役所勤めの職権乱用よ」

　遥はるかはビジネスバッグを閉じ、軽くウインクしてみせる。

「大丈夫なのかよ……」

「たぶんね。普通にやったら間違いなくバレるけど、上司とか学校関係者に混乱魔法かけて押し通したわ。ゴリッゴリの違法だけど、世界平和のためだから大目に見てもらいましょ」

　異世界で得た能力を悪用するのは気が進まないが、他に方法もない。唯ただ人ひとはためらいつつも、受け取った書類を自分のカバンに仕舞う。

「でも、ちゃんと勉強についていけるの？　会話は大丈夫だけど、読み書きできるの？」

「ふん、愚問ですわよ」

　フランチェスカはツインテールを払い、胸を反そらす。

「召喚魔法は、召喚された者が現地の者と意思疎通できるようになっているんですのよ」

「あー……そういえば、俺達も向こうの世界でも読み書きできてたな」

「それなら大丈夫そうね。……あと、フランチェスカは苗みよう字じがないから、とりあえず私の腹違いの妹ってことにしておいたわ。保護者の名義も私ね。その方が何かとやりやすいでしょ？」

「助かるよ」

「というわけで、今日から貴方あなたは飯いい坂ざかフランチェスカよ」

「えー？　遥はるかの妹ですのー？」

　指さされたフランチェスカは、両肩をすくめてバカにしたように鼻を鳴らす。

「遥はるかの娘にした方が自然ではなくて？」

　──次の瞬間、遥はるかがフランチェスカの頭を鷲わし摑づかみにし、じゅうじゅうと音を立てるステーキの焼き石に彼女の顔を押し付けようとする。

「ちょちょちょちょっと！　熱、熱い！　肉汁が！　跳ねて！　熱！　美お味いし！　旨うま味み！」

「あのね？　私まだ二十五よ？　貴方あなたのような大きな娘がいるように見える？」

「待って待って待つんですわ！　焼ける！　顔が火傷やけどしちゃいますわ！」

　フランチェスカはテーブルに手を突っ張って抵抗するが、遥はるかは冷酷な瞳で見下ろしながら、腕に力を籠め続ける。

「平気よ？　例え貴方あなたの綺き麗れいな顔が、焼き肉の網にこびり付いたグズッグズのホルモンのようになったとしても、私の回復魔法で治してあげるから。──そう、何度でもね」

「何度も焼くつもりですの!?」

「貴方あなたが謝るまでね。……大丈夫、聖せい杖じようユニコーン持って帰ってきてるから、ちゃんと治るわ」

「え？　聖せい杖じようユニコーンってユニコーンの角を使った杖つえですわよね？　あの清らかな乙女しか使えないやつですわよね？　二十五なのにまだ遥はるかは使えるんですの？」

　そう口走った瞬間、遥はるかは立ち上がってフランチェスカの頭に向かって両手で体重をかける。

「悪い!?　使えるわよ悪いの!?　手に馴な染じんでるわよ悪いって言うのぉっ!?」

「ぎゃあああっ！　ごめ、ごめんなさいですの遥はるか！　いや、遥はるかお姉ちゃん！」

　フランチェスカが悲鳴のような謝罪を叫んだところでようやく落ち着いたのか、遥はるかは肩で息をしながらやっと手を放す。フランチェスカは彼女に怯おびえつつも、飛び跳ねた肉汁でベタベタになった顔面をおしぼりで拭く。

「し、失礼。ちょっと取り乱しちゃったわ……」

「いや、今のはフランチェスカが悪いから……」

　変に潔癖だから未いまだに聖せい杖じようユニコーンが使えるんだろうけど……唯ただ人ひとは絶対に言葉にしないよう口元を押さえる。

「……と、とにかく他に困ったことがあったら私に言ってね。だいたいのことなら混乱魔法で押し通せると思うから」

「ありがたいけど……遥はるかさん、あんまり魔法を悪用するのは……」

　唯ただ人ひとが顔をしかめると、遥はるかは笑いながら掌てのひらを上下に振る。

「大丈夫よ。滅多なことじゃ使わないし、悪用するつもりもないから」

　軽い物言いだが、彼女とは長年旅した仲だ。信用できるだろう。

　そんな二人の様子を見ていたフランチェスカが、鼻から息を吐く。

「……どうにも理解に苦しみますわ。持ってる力を行使するのになにを躊躇ためらいますの？」

　唯ただ人ひとと遥はるかは顔を見合わせ、眉を顰ひそめる。

「唯ただ人ひとだって学校に通っていますし、遥はるかも働いているでしょう？　二人ともまぁまぁ強いですし、いくらでも楽ができるでしょうに──何な故ぜですの？」

「何な故ぜって……」

「ねえ？」

　どう説明したらいいものか、唯ただ人ひとと遥はるかは天井を見上げて言葉を探す。

「……確かに、異世界で得た力を使えば、俺らの人生はチートみたいになるさ」

　先に口を開いたのは、唯ただ人ひとだった。

「そうね。正直コツコツ働かなくても、大金を稼ぐ方法なんていくらでもあるわね」

　格闘技をやれば世界チャンピオン相手だって片手で勝てる。だいたいのスポーツで金メダルも余裕。回復魔法があれば名医間違いなし。混乱魔法を使えば完全犯罪だってできる。

　異世界で地位も名誉も手に入れたが、その気になれば、こちらの世界でそれを得ることも難しいことじゃなかった。

　チートな人生を楽しもうという考えがなかったわけじゃない。──かと言って、平々凡々を装よそおった昼行あん燈どんを気取るつもりもない。大事なのは、もっと違う部分だ。

「行方不明からいきなり帰ってきたやつが、いきなり調子に乗って人生無双しはじめたら、これまでの生活とか、人間関係とか壊れちゃうだろ？　最初はチートも楽しいけど、いずれ空むなしくなるさ」

「それに面倒なことも多いのよ。格闘技なんかやったら、力加減間違うだけで相手を殺しちゃうし、魔法だって魔力がないこっちじゃ説明がつかない不気味な力だし」

　二人の話を聞きながら、フランチェスカは小首を傾かしげる。

「ふぅん？　それなら向こうに留まれば良かったじゃないですの？　それなら力も使いたい放題でしょう？」

「そうだな……」

　その答えは、非常にシンプルだった。

「正直なところ、こっちの世界に帰りたいって思ったのも……両親や友達が恋しかったんだよ」

　唯ただ人ひとは気恥ずかしく思いながら、指先で頰を搔かく。

「勇者だなんだって言われてるけど、結局俺はホームシックになった『ただの人』なんだ」

「ホームシック……」

　フランチェスカは、少し目を伏せる。

「それでいいのよたっくん。向こうでもたっくんが『帰りたい』って言ってくれたから、私わたし達たちはそれに向けて頑張れたんだもの。もしもたっくんが『世界を平和にしたい』とか最初から英雄みたいな目標掲げてたら、私わたし達たちは付いていけなかったかもしれない」

　ちょうど遥はるかが注文したグラスワインが運ばれてきたので、彼女はそっとグラスに唇をつける。

「遥はるかさんは……あっちの世界に未練とかはないの？」

「そうね……向こうじゃ英雄で聖女だし、異性からも凄すごく人気があったわ。なのにこっちじゃ仕事は大変だし、男性は『面倒』とか『重そう』とか言って相手してくれない……」

　何か嫌なことでも思い出したのか、遥はるかは引きつった笑みを浮かべる。

「けれど、向こうじゃ英雄や聖女としての振る舞いを求められるだろうし、異性に好かれても思いやりがなければ続かない。結局生きていく上で重要なのは人間性よ。環境は重要だけど、ダメな人はあっちに行ってもこっちにいてもダメよ」

　遥はるかは困ったように指先で頰を搔かく。

「きっと私は、向こうに残ってもいずれ『英雄の仕事は大変』とか、『モテるけどやっぱり日本人顔が好み』とか文句言うようになると思うわ」

「……確かに」

　唯ただ人ひとが笑い、遥はるかはおどけたように肩をすくめる。

「でもね……こっちに帰ってきた時にお父さんとお母さんが泣いて喜んでくれたから、それだけで帰ってきて正解だって思えるの」

「そっか……なら良かった」

　唯ただ人ひとは安心する。かつての仲間がこちらに帰ってきて何を思っているか、気になっていた。

　二人の話を聞いていたフランチェスカは、小首を傾かしげて低く唸うなる。

「──納得できたようなできないような……人間は人間同士の繫つながりを重要視するんですのね。……まっ、弱っちいから群れるのは当然ですわね！」

　高笑いを上げるフランチェスカ。そんな彼女の様子を見て、遥はるかは顔をしかめてそっと唯ただ人ひとに耳打ちしてくる。

「たっくん……私の妹、あんな調子で本当に大丈夫なの？」

「うーん……まぁ、今のところ、俺の友達ともまぁまぁ上う手まくやれてるし」

「友達？」

　ふと、遥はるかは何か思い出したように目を見開いた。

「そうだたっくん。こっちに帰りたがってた時に言ってたよね？」

「なにが？」

　唯ただ人ひとが小首を傾かしげると、遥はるかはニヤニヤしながら頰ほお杖づえをつく。

「好きな子がいるから帰りたいって」

「え？」

「ちょ、は、遥はるかさん！」

　唯ただ人ひとは焦あせるが、フランチェスカが興味を持ってしまった。

「なんて子だっけ？　香か澄すみちゃんだっけ？　いいわよねー。若いわよねー。清いわー」

「えええーっ！」

　フランチェスカが嬉き々きとした表情で立ち上がる。

「え？　え？　え？　唯ただ人ひとは香か澄すみが好きなんですの!?」

「いや、その、好きっていうかアイツは幼おさな馴染なじみってだけで……」

「でも香か澄すみに会いたいからこっちに帰りたかったんでしょう？」

「べ、別にアイツだけじゃなくて親もだし、浩こう平へいとか他の友達もだし……」

「それでそれで？　香か澄すみのどのへんに魅力を感じているんですの!?」

「それはその、お節介な幼おさな馴染なじみだと思ってたのに中学くらいから急に女らしくなってきて……高校に入ってから益ます々ます可愛かわいくなってきて……って、別にどうでもいいだろ！」

　唯ただ人ひとは怒鳴るが、フランチェスカのニヤニヤは収まらない。

「どうでもよくありませんわー？　こっちの世界に来て一番楽しいですわー？」

「クッソ性格悪ぃ……」

「なんとでも言いなさい！　それよりも、思いは伝えないんですの？　どうなんですの？」

「そ、そんな簡単なことじゃねぇんだよ！」

「はん！　なっさけないですわー」

　フランチェスカはバカにしたような目つきで、やれやれと首を横に振る。

「でもまぁ？　学校に通わせてくれたこともありますし？　私が代わりに伝えて──」

「──おい」

　唯ただ人ひとの全身から夥おびただしい殺気があふれ出した。

「ヤメロ」

　声量は小さい──だが唯ただ人ひとがそう言った瞬間、店内がシンと静まり返った。

「…………あ、あれ？」

　どこかの席から、震えた声がする。

「な、なんだ？　い、いきなり身体からだが震え出したぞ……？」

「なんで……？　涙が止まんない……」

「……も、もしもし……お母さん？　ううん、なんでもない……急に声が聞きたくなって……」

「うっ、うっ……ママぁ……おしっこもれちゃった……」

　唯ただ人ひとの殺気の余波を受けた客達が、一斉に生命の危機に拒絶反応を起こす。穏やかな店内は一変、まるで災害後のような悲痛な雰囲気となってしまった。

「……たっくん……言ったそばから力漏れてるじゃない……」

「うう……ごめん……」

　唯ただ人ひとは机に突っ伏して頭を抱える。

「くそ……お前のせいだぞフランチェ──」

　居たたまれなさから責任を擦なすり付つけようと、唯ただ人ひとが隣を見ると……。

「…………────」

　唯ただ人ひとの殺気をまともに受けたフランチェスカが、涎よだれを垂らして気絶していた。










　輝く長い銀髪のツインテール。真紅の釣り目に口元から覗のぞく小さな牙。ブレザーの胸元には青いリボン。弄いじっていないスカートは若干丈が長めだが、すらりと伸びた足のおかげでよく似合っている。

「天に星！　地には花！　そして世界の中心に私！」

　そう言うとフランチェスカはチョークを手に取り、先端ではなく腹の部分を使って黒板の全面に自分の名前を書く。

「そう！　私こそが『極寒公女』こと飯いい坂ざかフランチェスカですの！」

　フランチェスカが力強く黒板を叩たたく。普通ならば、盛大にスベるであろう自己紹介だが──。

「フランチェスカちゃんかわいー！」

「ハーフ？　制服も似合ってる！」

　──と声援が飛ぶ始末。

　美少女は得だ。彼女の転入に、皆喜んでいる。ため息をついているのは唯ただ人ひとくらいのものだ。

「それじゃあ飯いい坂ざかさんの席は──」

　若い担任の教師──笹ささ谷や先生が空いている席に促そうとするが、それよりも早くフランチェスカは彼女に指を突き付ける。

「笹ささ谷や！　私はこの一番大きな机がいいですわ！」

「そ、それは教卓だから……」

「いいじゃないですの笹ささ谷や」

「せ、せめて先生ってつけよう？」

「教卓をくれたらそう呼んであげますわよ笹ささ谷や」

「……え、えーと……」

　小柄で押しの弱い笹ささ谷や先生は、助けを求めるようにこちらを向く。香か澄すみは苦笑いを浮かべ、手を招いた。

「フランちゃん。こっちの席においで」

「えぇー、唯ただ人ひとより後ろですのー？　……でもまぁ、香か澄すみの後ろならば我慢してやりますわ」

　フランチェスカは口先をとがらせ、ぶーぶー言いながらも唯ただ人ひとの斜め後ろに座る。それをみて笹ささ谷や先生はホッと息を吐いた。とんでもないのを転入させてしまい、申し訳ないと思う。

　──ホームルームが終わると、フランチェスカはあっという間にクラスメイト達たちに囲まれてしまった。おかげで唯ただ人ひとは窓まど際ぎわに追いやられてしまう。

「フランチェスカちゃん、これからよろしくねー」

「ええ、よろしくしてやりますわ！」

「部活とかって入るの？」

「部活？　部活は知らないですが、トンカツなら昨日食べましたわ！」

「チア部とか似合いそうだね」

「チア部？　チア部は知らないですが、ちくわぶなら昨日食べましたわ！」

「トンカツとちくわぶって、どんな食生活してるんだよ」

　相変わらず偉そうで不遜なフランチェスカだったが、クラスメイト達たちからは「外国人だから日本語の選び方がちょっと変」と思われているようで、問題なく会話できていた。──内容はトンチンカンだし、さらりと唯ただ人ひとの食生活をディスられているが。

「まさかフランちゃんがウチの学校に来るんなんて。教えてくれればよかったのに」

　唯ただ人ひとと同じく、席を追われた香か澄すみが隣にやってきて苦笑いする。

「急きゆう遽きよ決まったんだよ」

　唯ただ人ひとは言葉を濁す。本当ならば転入のための試験やら面接やらがあるのだが、そこは遥はるかに頼んで押し通してもらったため、こんなに早く通えることになったのだ。

「でも、ホームステイの件は黙ってた方がいいかもよ」

　同じく浩こう平へいも窓まど際ぎわに寄って来る。

「やっぱそうだよな。絶対面倒なことになると思うし……」

　そう言った瞬間だった。

「フランチェスカちゃんってどこに住んでるの？」

　ふと、女子の一人がそう尋ねる。

　ヤバいと思った時にはもう遅く、フランチェスカは間髪入れずに答えてしまった。

「唯ただ人ひとの家に住んでますわ」

　そう言った瞬間、クラスメイト達たちの視線が一気に集中する。

　そして男どもが一斉ににじり寄ってきた。

「おい唯ただ人ひと。どういうことだよ？」

「あ、いや……俺が行方不明の時に知り合って、ウチにホームステイすることになって……」

　角が立たず、噓うそは言っていない答えのはずだったが。

「あ？　あんな美少女と同どう棲せい？　ただじゃおかないんですけど？」

「あの香か澄すみちゃんと幼おさな馴染なじみってだけでも羨ましいのに……」

「お前ちょっと不幸になれよ」

　口々に罵られ、収拾が付かなくなってきた──が、チャイムの音とともに鳴り響いた校内放送がクラスの喧けん騒そうを鎮しずめる。

『２年Ａ組の福ふく島しま香か澄すみさん、吾妻あづま唯ただ人ひと君、飯いい坂ざかフランチェスカさん。職員室まで来てください。繰り返します──』

「なんですの？　私を呼びつけるとはいい度胸ですわね！」

「フランちゃん、校内放送に喧けん嘩か売らないの。……でも変な組み合わせね」

「と、とにかく行かなきゃな」

　唯ただ人ひとは自分を取り囲む男どもから抜け出す。

「おい唯ただ人ひと！　待てよ！」

「てめぇ逃げる気か!?」

「今夜お前の家でパジャマパーティさせろコラ！」

　背中に罵ば詈り雑ぞう言ごんを受けながら、香か澄すみとフランチェスカを引き連れて教室から逃げ出した。










　職員室に入ると、室内はなんだか騒がしかった。断続的に電話のコール音が鳴り響き、教師達が代わる代わる受話器を取って何やら説明をしている。そんな中、唯ただ人ひとたち三人はスチールデスクの合間を縫って笹ささ谷や先生のもとへと向かった。

「笹ささ谷や先生、なんですか？」

「あ、福ふく島しまさん……」

　笹ささ谷や先生はこちらを振り返ると、困ったように眉をハの字にする。

「福ふく島しまさん、吾妻あづま君の行方不明ポスターを町中に貼ったでしょ？」

「ええ、はい」

　香か澄すみは恥ずかしそうに頰を搔かきながら頷うなずく。

「それでね？　ポスターを見た人達から『ここの学校の制服を着て歩いているのを見た』って連絡がたくさん来ているのよ」

「え!?」

　唯ただ人ひとと香か澄すみは顔を見合わせる。

　言われてみれば、不思議ではない。ポスターは剝がし終えていないが、唯ただ人ひとはこうして帰ってきて日常生活を送っているのだ。帰ってきたことを知らない人が見かけたならば、善意で連絡してくれるのも無理はない。

「すいません。できるだけ早く剝がして回ります」

「うーん、それだとまだ連絡が来るかもしれないから、『見つかりました』って通知をポスターの上に貼るといいと思うよ」

「あ、そうですよね。そうします」

「それから……もしかして、福ふく島しまさんのところにもたくさん連絡が入ってるんじゃない？」

「……実は」

　香か澄すみはこちらをチラリと見た後で、スマホを取り出す。

「私にも見かけたって連絡が来てました。その都度説明はしてたんですけど……あと、いたずらとか迷惑メールもたくさん……」

　香か澄すみがスマホの履歴を映し出すと、そこにはびっしりと電話帳に登録されていない番号や、非通知表示の着信が並んでいる。

「そうだったのか……気づかなくて悪かった」

「唯ただ人ひとちゃんは悪くないよ」

　香か澄すみは困ったような笑みを浮かべ、スマホをポケットの中にしまう。

「あれ？　でも、フランチェスカはどうして呼ばれたんですか？」

「……それなんだけど」

　笹ささ谷や先生は言いにくそうに口をもごもごさせながら、首を傾かしげているフランチェスカを見る。

「一昨日、唯ただ人ひと君のポスターを持って町中の人に『こいつを見かけませんでしたこと？』って聞いて回る、銀髪ツインテールの不審者がいたって連絡が入って……」

　唯ただ人ひとは顔をしかめてフランチェスカを見る。確かに、一昨日彼女はポスターを持って唯ただ人ひとを探し回っていた。

「私の真ま似ねをする輩やからがいるなんて、不届きですわね！」

「いや、銀髪ツインテールなんてお前以外にいるかよ」

　唯ただ人ひとは額を押さえてため息をつく。

「と、とにかく、あまり変な行動しないように……ね？」

「はい、気を付けさせます」

　唯ただ人ひとは頭を下げつつ、フランチェスカの頭も押さえて無理やり下げさせる。

　それから職員室を後にし、ドアから出たところでため息をついて香か澄すみと顔を見合わせた。

「とりあえず、早いうちにポスターをなんとかしなきゃな」

「うん、浩こう平へいちゃんにも知らせなきゃ」

「そうだな」

　唯ただ人ひとは頷うなずき、それから頰を搔かきながら横目で香か澄すみを見る。

「あ、あのさ……その、悪かったよ。俺のせいで迷惑かけて」

「だから気にしないでって。唯ただ人ひとちゃんのせいじゃないって言ってるでしょ？」

「いや、だけど……大丈夫なのか？　イタ電とか……」

「えーと、うん、なんともないよ」

　そう言うものの、香か澄すみは困ったような笑みを浮かべている。どんな電話が来ているかは、想像に難かたくない。さっきちらりと見えただけでも、いたずら電話の件数はかなりの数だ。

　その時、ふいに香か澄すみのスマホから着信音が鳴った。彼女はポケットからスマホを取り出し、ディスプレイに表示された「非通知」の文字を見て顔をしかめる。

「おい、出なくていいぞ」

「でも、善意で連絡してくれる人だったら悪いし……」

「なら俺が出るよ」

「あ！　唯ただ人ひとちゃん！」

　そう言うと唯ただ人ひとは香か澄すみの手からスマホを奪い取り、通話ボタンをタップする。

『はぁ……はぁ……ねぇ、君、香か澄すみちゃんっていうんだよね？　今どんな下着つけてるの？』

　耳に当てると、早々に気持ち悪い息遣いが聞こえてきた。

『香か澄すみちゃぁん、駅前でビラ配りしてたよね？　可愛かわいいよねぇ？　僕ね、探してる人のこと見かけたんだけど、詳しく教えてあげるからさ、香か澄すみちゃんのパンツも教えてよ』

　唯ただ人ひとの中で、何かがキレる音がする。片思いの相手が、連日こんな電話を受けていたなんて我慢ならない。唯ただ人ひとはマイクを押さえて声が通らないようにすると、スマホを耳から離した。

「香か澄すみ。フランチェスカ。ちょっと耳塞いでろ」

「え？」

「なんですの？」

　首を傾かしげながらも、二人は耳を押さえる。それを確認すると、唯ただ人ひとは体内で魔力を練り上げ、身体強化──主に肺と声帯を重点的に強化する。

　そして思いっきり息を吸い込むと。

「赤いボクサーパンツ穿はいてんだよバカヤロウ!!」

　マイクに向かって全力の怒声を浴びせた。魔力で強化されたその声量は凄すさまじく、窓ガラスをビリビリと震わせる。まるでジェット機が傍そばを通り過ぎたような爆音だ。電話越しの変態はしっかりと耳を澄ましていたのだろう。スマホからはあられもない悲鳴が聞こえてくる。

「これで二度とかけてこないだろ」

「た、唯ただ人ひとちゃん……」

　香か澄すみは耳から手を離しつつ、あきれた表情を見せる。

「そんなに大きな声だして……学校中に聞こえたんじゃない？」

「……え？」

　気づけば、職員室からは教師達が顔を覗のぞかせており、窓の向こうの校舎からは何十人もの生徒が驚いた表情でこちらを眺めている。

「学校中に自分の下着を披露するなんて、ドン引きですわー」

　フランチェスカに嘲られ、唯ただ人ひとはようやく周囲から漏れるひそひそ声に気が付く。

「赤いボクサーパンツ……」「え？　赤パン健康法？」「ジジイかよ」「何のプレイ？」「これっぽっちも知りたくない情報だ」「アイツのあだ名、今日から赤ボクサーな」

　あまりの羞しゆう恥ちに、顔がカッと熱くなる。きっと、今穿はいているパンツくらい顔が赤くなっているに違いない。

「唯ただ人ひとちゃんったら……」

　香か澄すみはあきれながら、ぽつりとつぶやいた。

「……でも、ありがと」










　──日曜日。今日は香か澄すみ達と約束していた通り、唯ただ人ひとの行方不明ポスターに「見つかりました」という貼り紙をしに行く予定である。待ち合わせは、唯ただ人ひとのマンションの目の前にある香か澄すみの家だ。エレベーターで一階に降りると、すでに香か澄すみと浩こう平へいが待っていた。

「よぉ、お待たせ」

「やっほー。赤ボクサーちゃん」

「やめろよ。今日は黒だっての」

「い、言わなくていいよ！」

　からかったはずの香か澄すみの方が顔を赤くしてしまう。

「まぁまぁ、フランチェスカちゃんもおは──」

　二人と合流し、挨拶を交わすが──。

「？　なんですの浩こう平へい？　私の高貴さに眩暈めまいでもしたんですの？」

「あーまぁ、うん。今日もお姫様みたいな恰かつ好こうだなって……」

　浩こう平へいの言う通り、フランチェスカはいつものドレス姿だ。それほど都会でもない花桃町では浮いている。それこそ、不審者と思われるくらい。

「お姫様みたい──じゃなくて、私はお姫様なんですの」

　そう言ってフランチェスカはその場でくるりと回ってみせる。ドレスの裾がふわりと広がった。本当に動作だけなら気品がなくもないんだが……。

「フランちゃんっていつもその恰かつ好こうだよね」

「いつも、というかコレしか持ってきていませんもの」

「え!?　じゃあ洗濯とか……」

「ふふん、心配ありませんわ」

　引き気味の香か澄すみに対し、フランチェスカは得意げに両手を広げてみせる。

「私のドレスは黒飛竜の黒血で染めてありますの！　これは常に少量の魔力を吸うことで汚れはもちろん、物理攻撃と全属性に耐性を持っているんですのよ！」

　向こうの世界ならば、この一着で城が建つほど貴重なものだが……。

「いや、フランチェスカ……こっちにはその魔力が……」

「あ……」

　唯ただ人ひとが耳打ちすると、フランチェスカはハッとしたように固まる。そして、恐る恐る自分の袖口の臭いを嗅ぎ、顔をしかめた。

「ヤバめ？」

「おかしいですわ……私くらい高貴なら、きっと汗も花の香りになるはずですのに……」

「洗濯洗剤と柔軟剤の区別もつかない唯ただ人ひとちゃんと暮らしてるから不安に思ってたけど……」

　香か澄すみは額を押さえてため息をつく。

「しょうがないから、私の服を貸してあげる」

「いいんですの？　なら全属性とは言いませんから、せめて火耐性がある服でお願いしますわ」

「鍋つかみでいいなら貸してあげるよ」

　香か澄すみもだいぶフランチェスカの言動に慣れたようで、適当に流しながら二人で家の中に入っていく。その背中を見送った唯ただ人ひとと浩こう平へいは顔を見合わせた。

「……俺は十分はかかると思うな」

「甘いね唯ただ人ひと。僕は二十五分と見た。ラーメン賭けてもいいよ」










「ほほう、ここが香か澄すみの部屋ですの」

　香か澄すみに連れられて彼女の部屋に入ったフランチェスカは、ぐるりと室内を見回す。

　ブルーのシーツが張られたベッド。ナチュラルカラーのチェストの上には、細々としたアクセサリーが並んでいる。姿見の前の小さなテーブルにはメイク道具と、ヘアアイロン。全体的に洒落しやれて女の子らしい部屋だが、窓まど際ぎわに置かれたピンク色の学習机だけがやや浮いている。

「ちょっと待ってて。どこにしまったかな？」

　香か澄すみがクローゼットを開けて中をあさっている間、フランチェスカはきょろきょろと周囲を観察する。──思えば、同年代の女の子の部屋に入るのはこれが初めてだった。同性の四天王の部屋には入ったことがあるが、だいたい武器がおいてあったり、薬草臭かったり、ドクロが飾られていたから、こういった部屋は新鮮である。

　ふとその時、学習机の上に置いてあった写真が動いていることに気づいた。デジタルフォトフレームである。じっと眺めていると、女の子数人でレストランにいる写真や、城のような建物の前で動物の耳がついたカチューシャをはめている写真がゆっくりと表示されていた。

　その中で、幼い唯ただ人ひとと香か澄すみが手を繫つないだ写真が流れてくる。この頃は、香か澄すみの方が頭一つ分背が高かったようだ。そして、何な故ぜだか写真の中の唯ただ人ひとは半べそをかいている。

「ああ、その写真の唯ただ人ひとちゃん、可愛かわいいでしょ」

　こちらに気づいた香か澄すみが、近づいてきてデジタルフォトフレームを持ち上げる。

「可愛かわいい……？　頭の悪そうなくそガキにしか見えませんが……なんで泣いてるんですの？」

「これね、小学校低学年の頃にサマーキャンプに行った時なんだけど、唯ただ人ひとちゃん『行きたくない』ってダダこねてたの。お母さんと離れて泊まるのが寂しかったみたい」

　──唯ただ人ひとちゃんは幼稚園のバスに乗る時いつも泣いてたんだよ──と香か澄すみは笑う。

「情けないですわねー。やっぱりくそガキでしたわ。香か澄すみはこの頃から利発そうでしたのに」

「私は四月生まれで、唯ただ人ひとちゃんは三月生まれだからね。ほぼ一年違うし、この頃の一年ってずいぶん成長に差があるから」

　そんな二人が幼おさな馴染なじみだったからこそ、香か澄すみはこんなにも面倒見が良くなったのだろう。

「姉弟のようですわね」

「うん。私もそう思ってた。……でもね」

　香か澄すみが液晶を撫なでる。

「この時……私が森の中に咲いてたカスミソウを摘みたくて、唯ただ人ひとちゃんを連れて行ったら迷子になっちゃったんだ」

　ずいぶん昔の話なのに、香か澄すみは申し訳なさそうに眉をハの字に歪ゆがめる。

「私の方がお姉さんだからしっかりしなくちゃいけなかったのに、怖くて怖くて……私、泣いて動けなくなっちゃったの」

　──でもね、と香か澄すみが続ける。

「そしたら、唯ただ人ひとちゃんが私のことおんぶしてくれたんだ。私より小ちっちゃかったのに、何時間も森の中さ迷って、大人がいるところまで連れて行ってくれたの」

　香か澄すみが目を細め、少しだけ頰を赤らめる。

「あの時の唯ただ人ひとちゃん、本当に恰かつ好こう良かったんだよ」

　香か澄すみがデジタルフォトフレームを置くと、写真が変わった。高校生になり、背が伸びた唯ただ人ひとと、綺き麗れいになった香か澄すみ。その周囲には、浩こう平へいや、他の男子や女子達が笑って写っている。

「そんなことがあったからかな。唯ただ人ひとちゃんが行方不明になった時、今度は絶対に私が見つけるって思って、ポスター作ったりビラ配りしたのも」

　そう言った後で、香か澄すみは自嘲気味に笑う。

「──結局、私がなにもしなくても唯ただ人ひとちゃんは帰ってきてくれたけどね」

「……でも唯ただ人ひとは、香か澄すみがいたからこそお父様と戦う覚悟を──」

　言いかけて、フランチェスカはハッと口を押さえる。下手に漏らしてしまっては、ファミレスの時のように何をされるかわかったものじゃない。

「なに？」

「な、なんでもありませんわ！　そ、それより！　火属性耐性の服はどれですの!?」

「消防服でも着るつもりなの？」










　──フランチェスカが着替えのために香か澄すみの家に入ってからしばらく経たつ。案の定、十分待っても二十分待っても二人は出てこない。女の子の着替えは時間がかかるものだ。

　唯ただ人ひとと浩こう平へいは立って待っているのが辛つらくなり、家の塀に背中を預けて座り込んだ頃、ようやく玄関の扉が開いた。

「やっと来た。着替えにどんだけ時間かかってんだよ」

　やれやれと唯ただ人ひとは立ち上がる。

「ごめんごめん。フランちゃんがどうしても鍋つかみをつけるって聞かなくて」

「はぁ……ったくお前は──」

　文句を言おうとした唯ただ人ひとだったが、フランチェスカの恰かつ好こうを見て一瞬言葉を詰まらせた。

　短いスカートから伸びる真っ白な足。フリルのついたリボンブラウス。ドレスを着ていなくて、魔力も帯びていなければ、彼女は魔王の娘ではなく、ただのかわいらしい少女のようだった。

「へぇ！　似合うねフランチェスカちゃん！　可愛かわいいよ！」

「当然ですわ。私レベルになるとなにを着てもだいたい可愛かわいくなるんですわ」

「素材がいいもんね」

　臆面もなく女子を褒めることができる浩こう平へいも凄すごいが、それを真正面から受け止めて更に上を行くフランチェスカの厚顔っぷりも凄すごいと思う。

「……香か澄すみ、こんな服持ってたんだな」

「うん。可愛かわいくて買ったはいいけど、ちょっとサイズが合わなくて……」

　香か澄すみは恥ずかしそうに指先で頰を搔かく。

「でも、売らないで良かった。──フランちゃん。それあげるからね」

「いいんですの？」

「いいよいいよ、もらって。サイズも丁度でしょ？」

「そうですわね……確かに丈はいいですわ」

　フランチェスカが袖を広げて自分の恰かつ好こうを見る。

「……まぁお腹なか周りがだいぶ緩くて、胸元がかなりキツイですが、我慢できなくも──ハッ！」

　フランチェスカが勢いよく顔を上げる。

　香か澄すみの視線が、一気に冷え込んだのに気付いたようだ。

　唯ただ人ひとと浩こう平へいは気まずくて視線を逸そらす。

「か、香か澄すみ！　どうしたんですの!?　凄すさまじい冷気ですわ！」
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「……なんでもないよ？」

「もしや魔法を撃つんですの!?　私並みに強烈な冷気ですわ！　ならばあっち！　あっちの唯ただ人ひとにぶち込んでやるといいですわ！」

　フランチェスカはサッと香か澄すみの背後に隠れて、こちらを指さしてくる。そうやって彼女が香か澄すみにくっつく度に、大きな胸部が押し当てられるから、香か澄すみの瞳はより冷ややかになっていく。

「……ねえ？　蛇とかトカゲ食べたら、私もフランちゃんみたいになれるかな？」

「なっ!?　それだけの冷気を持ちながら、さらに魔力を高めると言うんですの!?」

　フランチェスカは慄おののき、それから力強く拳を握る。

「香か澄すみならできますわ！　もっともっと巨大な力を手にできますわ！」

「そっか……もっともっと巨大になれるのね……」

　香か澄すみが薄ら笑いを浮かべる。

「唯ただ人ひとちゃん……今日からカレーのお肉は蛇とトカゲね」

「え……？　カレーのお肉が……牛や豚じゃ……なくなる……？」

　瞬間、フランチェスカは絶望したように瞳から光を消す。

　そんなやり取りを見て、唯ただ人ひとはため息をついた。

「フランチェスカ……お前バカじゃねぇの？」










　街中へと出た四人は、香か澄すみのメモに従って行方不明のポスターに「見つかりました」という手製のシールを貼っていく。

　常連になっていたラーメン屋。三人でテスト勉強をしていたファストフード店。香か澄すみの趣味で付き合いで行っていた映画館。浩こう平へいに私服を見立ててもらっていたアパレルショップ。

　唯ただ人ひとにとっては、五年ぶりに思い出の地を巡る形となった。

　昼を過ぎたあたりでやってきたのは、足しげく通っていたゲームセンターである。店内に入ると薄暗い照明の中、あちこちからゲーム音楽が響いてきた。クレーンゲームコーナーには親子連れが多く、隅のメダルゲームコーナーでは中年男性が缶コーヒーを飲みながらメダルを投入している。写真プリント機からは女の子たちの賑にぎやかな話し声が聞こえ、そのすぐ近くで若い男が音ゲーで凄すさまじい手の動きを見せていた。

　唯ただ人ひとは体感五年ぶりの来店だ。懐なつかしさに目移りするものの、まずは目的を果たすため、店内中央のカウンターへと向かい、店員に断りを入れて行方不明ポスターの上にシールを貼った。

「これで五軒目……っと」

　香か澄すみは手帳を取り出して、ゲーセンと書かれた欄にチェックを入れた。

「ちょっと遅れ気味だね」

「そうだな。午前中にもう二か所回る予定だったんだもんな」

「でも、仕方ないよ。だって──」

　香か澄すみが言いかけた瞬間。

「機械のくせに私のパンチ力を試そうだなんて、後悔させてやりますわ！」

　遠くから高慢な声が響いてきた。唯ただ人ひとと香か澄すみはため息をつくと、声がした方向へと向かう。

「フランチェスカちゃん、手首痛めないようにね」

「浩こう平へいはこのパンチングマシーンとやらが壊れない方を心配してなさい！」

　声がした場所に行ってみると、フランチェスカがグローブをはめ、パンチングマシーンの前でぐるぐると肩を回していた。

「行きますわよ！　必殺──氷塊発破掌っ！」

　フランチェスカが肉弾戦を行う際に使う技だ。拳を放つと同時に無数の氷塊が飛んできて、当たれば人間の身体からだなどミンチになってしまう──魔力があれば。

　彼女の拳が当たったサンドバッグは、──ぺちん──となんとも軽い音を立てた。

「……42キロ……浩こう平へい、これは世界で上から何番目くらいですの？」

「それはわからないけど、中学の時に同級生の女の子が同じくらいの記録だったよ」

「へぇ？　私レベルのパンチを持つ人間がいるんですの？　なかなかやりますわね」

「アホか」

　唯ただ人ひとは不敵に笑うフランチェスカの右手から、グローブを取り上げる。

　──これが、遅れている最大の原因だ。行く先々でフランチェスカが様々なものに興味を示すため、ちっとも進めない。ラーメン屋でがっつり食べたくせに、その後のファストフード店でもしっかりセットメニューを平らげてしまった。映画館に至っては一本見てしまったため二時間ロスしている。そのため、途中から唯ただ人ひとと香か澄すみが店の人に挨拶とお礼をし、浩こう平へいにフランチェスカの面倒を見てもらう作戦となっていた。

「ったく、遊んでんじゃねぇよ」

「遊んでなどいませんわ！　暇を潰していたんですのよ！」

「清すが々すがしいほど開き直るなお前」

「まぁまぁ、フランチェスカちゃんからしたら日本観光みたいなものだし」

　優しい浩こう平へいのフォローを受け、フランチェスカは「どうだ」と言わんばかりに鼻を鳴らす。

「そんなことより、ほら。唯ただ人ひともやってみるといいですわ」

「いや、やらねーよ」

「あらぁ？　さては私に負けるのが怖いんですわね？」

「そんな安い挑発に乗るわけ──」

　そう言いながら唯ただ人ひとがグローブを返そうとすると……。

『キャー！　助けてー！』

　パンチングマシーンから、そんな悲鳴が聞こえてきた。振り返ると、パンチングマシーンの画面には、異形のモンスターに襲われている女性が映っている。

　そのモンスターを見た瞬間、唯ただ人ひとの異世界後遺症のスイッチが入った。

「あ。この魔物、私の城にいるミノタウロスに似て──」

「テメェなにしてんだコラァっ！」

　フランチェスカの頰をかすめ、唯ただ人ひとの拳がパンチングマシーンに突き刺さる。その衝撃は凄すさまじく、打撃音はまるで爆発でも起こったかのように店内に響き渡り、インパクトした際の衝撃波が香か澄すみや浩こう平へいの肌をビリビリと震わせた。パンチが頰をかすったフランチェスカに至っては、ぺたんと地面に座り込んで足を震わせている。

「……あ、やべ。つい……」

　ハッと我に返った唯ただ人ひとは、顔をしかめる。パンチングマシーンのサンドバッグ部分からは、拳がヒットした摩擦で白い煙がしゅうしゅうと音を立てながら上がっていた。

「きゅっ……９９９９キロね……な、なかなかやるじゃありませんの」

「キロっていうか、もう約十トンよね。唯ただ人ひとちゃん本当に行方不明中になにしてたの？」

「待って？　まずなんで四桁まで測定できる造りにしてあるの、これ」

　人間離れした記録に、次第にギャラリーが集まってくる。スマホまで構えられ、唯ただ人ひとは顔を引きつらせた。

「い、いやいやいや、こんなの機械のエラーだろ」

「エラーにしては凄すごい威力だったけど……」

「フランちゃん、腰抜かしてるけど大丈夫？」

「こ、腰なんて抜かしていませんわ！　ちょっと座っただけですの！」

　訝いぶかしげな表情の香か澄すみと浩こう平へい。フランチェスカは生まれたての小鹿のような足取りでパンチングマシーンに摑つかまりながら立ち上がる。

「で、でも十トンはさすがにナイだろ？　ほら、悪目立ちしちゃったし、さっさと行こうぜ」

　わざとらしく笑いながら、唯ただ人ひとは歩けないでいるフランチェスカの首根っこを摑つかんでひょいと持ち上げ、出口に向かおうとする。

「ちょっと！　猫みたいな持ち方しないでくださいまし！」

　そう言うものの、フランチェスカは唯ただ人ひとの手の中で猫のようにバタバタ暴れている。

「唯ただ人ひと……片手で持ち上げるとか、やっぱエラーじゃないんじゃ……」

「……は、ハハハ……フランチェスカ、お前軽いなー。ちゃんと食べてんのかー？」

　苦しい言い訳をしながら、唯ただ人ひとは逃げるようにゲームセンターを後にした。










　ゲームセンターを離れた一同は、駅前広場のベンチまでやってきた。フランチェスカが腰を抜かしてしまったので、休憩するためである。ベンチにフランチェスカを座らせ、浩こう平へいにお守りを頼むと、唯ただ人ひとと香か澄すみは飲み物を買いに駅ビルの方へと向かっていった。

　休日の駅前広場は人通りが多い。中央に花時計が置かれ、それを取り囲むように置かれたベンチにはカップルや親子連れが座って休憩していた。学生がファストフード店で買ったポテトを食べながら歩き、鳩はとがその後ろを付いて食べこぼしをつついている。歩行者信号の点灯を知らせる軽やかなメロディに交じり、ストリートミュージシャンのギターの音色と、献血を促すボランティアの呼び込みが聞こえていた。

　二人はそんな中、向かってくる人々を縫うように進んでいく。

「悪いな、あいつが邪魔ばっかりして」

「さっきのは、唯ただ人ひとちゃんの所せ為いだと思うけど？」

「う……面目ない」

　唯ただ人ひとが気まずそうに頭を搔かくと、香か澄すみは小さく笑った。

「いいよいいよ。フランちゃん、面白いし」

「そうかぁ？」

「変な子だけどね。……まだどうやって出会ったか思い出せないの？」

「あー、うん……まぁ……」

　唯ただ人ひとは煮え切らない返事をする。正直に言っても信じてもらえないだろうし、例え信じてもらえたとしてもそれはそれで問題がある。こちらの世界では無力とはいえ、世界を征服しようとする魔王の娘なのだから。

（誤魔化し続けるのもつらいなぁ）

　唯ただ人ひとは小さく鼻から息を吐く。自分が行方不明になったことで友人や多くの人に心配や迷惑をかけ、戻ってきてもこうしてお礼参りに付き合ってくれているというのに、そんな人達に噓うそをつき続ける不誠実さに抵抗を覚える。

（フランチェスカのことだけじゃない……俺だって力抑えないと）

　自分の右手を見つめ、握ったり開いたりを繰り返す。さっきもつい人間離れしたパンチを放ってしまった。元の世界に帰ってきたというのに、ちょっとしたきっかけで異世界の感覚が蘇よみがえって暴走してしまう。

　力がありすぎるのも厄介だ。もしも周囲の物が、自分にとって全て豆腐並みの強度しかないと仮定したら、その生きづらさがわかるだろう。

「……ねぇ、唯ただ人ひとちゃん」

「ん？」

　ぼーっと考え事をしていた唯ただ人ひとは、香か澄すみの声で我に返った。気が付くと、もう自動販売機の前まで来ている。

　しかし。

「なんか……変じゃない？」

「なにが？」

「だって……誰もいないよ……？」

　言われてみると、休日の駅前だというのに、周囲には誰もいなかった。さっきまで賑にぎわっていたというのに。──それは道だけではない。ウィンドウ越しに見えるファストフード店の中も無人で、目の前を横切る大通りにも車がなかった。いつもなら我が物顔で広場を歩いている鳩はとすら見当たらず、しんと静まり返っている。

「どうしてこんな──」

「香か澄すみ!?」

　香か澄すみが人を探そうと一歩踏み出すと、ふいに彼女がよろめいた。唯ただ人ひとは反射的に受け止める。

「え？　おい、どうした？」

　何とか転倒は免まぬがれたものの、何な故ぜか香か澄すみは唯ただ人ひとの腕の中で寝息をたてていた。声をかけても、揺らしても目を覚まさない。不自然すぎる眠り方だ。

（……この寝方……少しだけ魔力を感じる……）

　唯ただ人ひとが表情を厳しくする。すると、数メートル先の空間に突如真っ黒な穴が出現した。穴の奥からは、先ほど感じたものとは桁違いの魔力が流れ出てくる。唯ただ人ひとは香か澄すみを抱えたまま重心を低くし、臨戦態勢をとった。

　やがて、黒い穴から人影が現れる。

　目を引くのは人間ではありえない青い肌。白い髪からは、捻ねじれた角が二本伸びている。顔つきこそ美しい女性だが、白目と黒目が逆転した瞳と、何より全身からにじみ出る魔力が禍まが々まがしさを感じさせた。

　黒い穴から上半身だけを覗のぞかせた彼女は、こちらを見て薄く笑う。

「ご無沙汰しておりますね、唯ただ人ひとさん」

「デルメア……っ！」

　デルメア──魔王ダンテに仕える四天王の内の一人で、空間魔法の使い手だ。ダンテやフランチェスカには及ばないものの、トップクラスの魔族であることに変わりはない。唯ただ人ひとは、無意識のうちに抱えた香か澄すみを強く抱き寄せていた。

「……この状況はお前の仕業か？」

「ええ、そうです」

　デルメアは得意げに両手を広げてみせる。

「唯ただ人ひとさんだけ、元いた場所と少しだけずれた空間に移動させたんですよ」

「香か澄すみには……なにをした？」

「そちらのお嬢さんは、唯ただ人ひとさんに近すぎましたからね。一緒に移動させてしまったので、体内に直接アルラウネの睡眠毒を注入させていただきました」
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「そうか」

　それだけ聞くと、唯ただ人ひとはデルメアに向かって右手を伸ばす。

「お前らとは和平を結んだけど、俺の身内に手ェ出すなら別だ」

「へっ!?」

　唯ただ人ひとの右手の平が、激しい熱を持つ。

　さっきまで「力を抑えないと」と思っていたが、こうなれば話は別だ。

「【アグネヤストラ】」

「ちょっ──」

　手加減なし。唯ただ人ひとの全力だ。熱線が放出された衝撃で、周囲のビルの窓ガラスは一斉に粉々になる。熱線の軌道上にあるものは一瞬で溶解し、直撃しなかった周辺ですら燃え上がった。熱線が消えた時には、唯ただ人ひとの正面直線上のみ地平線が見えるほど何もなくなってしまっている。

　四天王といえども、当たれば命はない。

「こ、こっわぁ～」

　しかし、再び空中に黒穴が出現し、そこからデルメアが顔を出した。彼女は【アグネヤストラ】の通り道を見て、顔を引きつらせながら身震いする。

「別の空間に逃げたな？」

「や、やめてください！　ちょっ、本当に待ってください！」

　唯ただ人ひとが再度構えると、デルメアは半泣きになりながら両手を上げる。

「お嬢さんに毒を盛ったのは謝ります！　命に影響はないですし、ちゃんと後で解げ毒どくしますから！　唯ただ人ひとさんと二人で話したかっただけなんですって！」

　先ほどまでの落ち着きっぷりはどこへやら。デルメアは両手をこすり合わせながら上目遣いでこちらを見つめてくる。

「信用できないな。和平破棄のためにフランチェスカをこっちに送り込んだのは、お前だろ？」

「ええ、そうです。……で、でも」

　デルメアが媚こびたような笑みを浮かべる。

「フランチェスカ様は、なにもできなかったでしょう？」

「……こっちに魔力がないこと知ってたのか」

「ええ。これでも空間魔法使いですから。私だって、この黒穴がなければなにもできません」

　そう言ってデルメアは、自分の腰から下が埋まっている黒穴を指さす。

「……お話、聞いていただけます？」

　唯ただ人ひとは、警戒しつつも構えていた右手を下ろす。それを見たデルメアは安心したように胸を撫なでおろした。

「で？　どうして無力なフランチェスカをこっちに送り込んだりしたんだ？」

「それはもちろん、人間と魔族の和平維持のためです」

　唯ただ人ひとは眉を顰ひそめる。フランチェスカを送り込んだのだから、当然デルメアも和平破棄を目もく論ろんでいるものと思っていたが……。

「和平を望まない魔族もいますが、私わたし達たち四天王はダンテ様の意向に沿って賛成派なんです。ただ……反対派の筆頭というのがフランチェスカ様でして……」

「アイツ、露骨に人間を見下しているからな」

　見下しているというか、自己肯定がアホほど高いといった方が正しいかもしれない。

「ええ。フランチェスカ様もダンテ様の手前、大きな動きは起こしていませんでしたが、もしも本気で暴れられたら、止められるのはダンテ様か唯ただ人ひとさん一行くらいですし」

「だけど、ダンテは娘とは本気で戦えないだろうし、もう一回俺らが召喚されたら全面戦争になりかねないってわけか」

　デルメアがこくんと頷うなずく。

「なので私は和平反対派の振りをしてフランチェスカ様に近づき、一時的に無力となるこちらの世界に誘導したんです」

「厄介払いじゃねぇか」

　思ったことがそのまま口に出てしまったが、デルメアも似たようなことを考えていたのか、苦笑いをする。

「それで？　いつまでこっちにいさせるつもりなんだ？」

「それなんですが……」

　デルメアは言いにくそうに再び上目遣いとなる。

「フランチェスカ様の人間嫌いは、魔族としての選民思想にあります。ですがこちらで人間と同レベルの力で生活されれば、考えも改まるのではないかと思っておりまして……。ダンテ様も唯ただ人ひとさんとの戦いを通して認めたからこそ和平に至ったくらいですし……」

　嫌な予感がして、唯ただ人ひとは顔をしかめる。

「唯ただ人ひとさんには、フランチェスカ様がどうにかこちらの世界で楽しく過ごせるようにフォローしていただきたいんです」

「マジかよ……」

　予想していた通りの提案が来て、唯ただ人ひとは頭を押さえる。

「フランチェスカ様は、同じ魔族にはお優しい方なんです。人間の友人ができれば、きっとお変わりになられるはずなんです」

「でもなぁ……」

　不満が口から出そうになったが、香か澄すみや浩こう平へいとなら、今のところ問題なく交流もできている。

　あながち、不可能ではないのかもしれない。

「……もしも」

　答えを出す前に、唯ただ人ひとは一つの懸け念ねん点を口に出す。

「もしもフランチェスカの考えが変わらなかったら……？」

　そう尋ねると、デルメアは少し顔を伏せた。

「あまり長い時間こちらの世界にいるわけにもいきません。せいぜい一年が限度です。フランチェスカ様が戻ってきた時、それでもまだ和平の破棄を望むなら、戦いになるでしょう」

「だけどダンテは戦わないし、俺達が出張ったらマズいんだろ？」

「さっきも、言ったじゃないですか……フランチェスカ様は、こっちの世界では無力なんです」

　デルメアが顔をそむけた。

「こちらの世界にいるフランチェスカ様なら……私でも……簡単に殺せてしまうんですよ」

　そう言うデルメアの声は震えていた。

　もしも、和平維持のため武力でもってフランチェスカを止めるならば、「同じ魔族」が手を下さなければ角が立つ。なおかつフランチェスカに勝つためには「こちらの世界」で戦わなければならず、それを可能とするのはデルメア一人だ。

「……わかったよ」

　唯ただ人ひとは頭を搔かきながら承諾する。

「フランチェスカのことは、引き続きこっちで面倒見るよ。……考えを変えられるかどうかはわからないけど」

「唯ただ人ひとさん……っ！」

　デルメアは目を見開いてこちらを見つめ、それから深々と頭を下げた。

「どうもありがとうございます……っ！」

「いいよ。これも平和のためだし……魔族同士で争うのも見たくないし」

「……さすが、勇者ですね。ダンテ様に勝利しても殺さなかった貴方あなたにお願いして正解でした」

「買いかぶりすぎだって」

　唯ただ人ひとは大きくため息をつく。

「あと、言っておくけど俺の友達とか他の人は物騒なことに巻き込むなよ？」

　念のため、釘くぎを刺しておかなければなるまい。

「それはもちろん！　……というか、唯ただ人ひとさんを敵に回すような真ま似ね、四天王最弱で四天王の面つら汚よごしの私がするわけないじゃないですかぁ……」

「あ、それ自分で言っちゃうんだ……」

　こんなに卑屈な奴やつだったんだなと唯ただ人ひとは苦笑いをする。

「では、私はそろそろ戻りますね。定期的に唯ただ人ひとさんとはコンタクトを取っていきますので」

「ああ、わかったよ」

「……あと、今度はなるべく周囲にご友人がいない時を選びますので」

　デルメアがちらりと背後を振り返り、唯ただ人ひとが一撃で破壊した街並みを見てまた身震いする。

「それでは」

　そう言うと、デルメアは黒穴に沈むように姿を消した。

　同時に、周囲に大勢の人間が現れる。壊滅状態だった街並みも元に戻った。どうやら元の空間に戻されたらしい。さっきまでの静けさは噓うそのように喧けん噪そうに満みち溢あふれ、耳が痛いくらいだ。

「……ん、んん……？」

　ふと、左手に抱きかかえていた香か澄すみが身じろぎする。ちゃんと彼女の睡眠毒も解げ毒どくしていったようだ。香か澄すみは薄く目を開き、まどろんだ表情でこちらを見上げる。

「……えっ!?」

　香か澄すみはこちらに気が付くと、大きく目を開いた。

「なっ、なっ、なにしてるの唯ただ人ひとちゃん！　こんな街中で！」

　上ずった声を上げて香か澄すみは唯ただ人ひとの身体からだから離れる。その顔は赤く、荒く呼吸をしながら胸を押さえていた。

「あ、いや……悪い」

　唯ただ人ひとも我に返り、頰を搔かく。今更ながら身体からだを支えていた時の、柔らかな肌の感触を思い出してしまい、まともに彼女の顔を見られない。

「その……急にお前が気を失うからさ……」

「え？　あれ？　そういえば……私寝てた……？」

　香か澄すみは混乱したように、目を白黒させる。

「ひ、貧血でも起こしたんじゃないか？　大丈夫か？」

「あ、うん……身体からだはなんとも……。そういえば昨日よく眠れなかったからかも……」

　香か澄すみは頰に手を当てながら、気まずそうに視線をそらす。

「おーい」

　その時だ。向こうから浩こう平へいが手を振りながらやってきた。その隣には、腰を抜かしていたフランチェスカもいる。

「あ、フランちゃん？　もう大丈夫なの？」

　そう尋ねると、フランチェスカは得意げに胸を張る。

「ええ、万全ですわ。何な故ぜか少量の魔力を吸収できましたので、すぐに回復できましたわ」

「え？　あー、うん。そうなんだ」

　おそらく、デルメアが向こうの世界と空間を繫つないだから、魔力が流れ込んできたのだろう。

「それより、二人ともなにしてるの？　飲み物買うのにこんなに時間かかって」

「あ、それが……香か澄すみが貧血でさ……」

「え!?　大丈夫なの!?」

「うん……身体からだはなんともない感じはするんだけど……」

　香か澄すみは頰に手を当てる。

「顔も赤いですわね。熱もあるんじゃないですの？」

「貧血って発熱するもんだっけ？」

「え!?　これはその……ね、熱が出ることもあるのよ、きっと！」

　香か澄すみはうろたえながら、顔を隠すように口元に手を当てる。

「そうかな？　でもまぁ、どちらにせよ今日は終わりにした方がいいね」

「うん……なんかごめんね」

　香か澄すみは煮え切らない表情をしつつも、素直に頷うなずいた。

　そんな三人の様子を見ながら、唯ただ人ひとはデルメアとの会話を思い出す。

　以前のフランチェスカなら、香か澄すみの顔色なんて気にも留とめなかっただろう。

　多くの人間と関われば、変化は起こるのかもしれない。

（でも、さすがに俺一人じゃ荷が重いな……）
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「フランチェスカちゃんの歓迎会？」

　──学校にて、登校した唯ただ人ひとはそんな話を香か澄すみや浩こう平へいに持ち掛けていた。

　デルメアに頼まれ、なんとかフランチェスカが多くの人間と関われるようなきっかけを作りたいと思い、考えた結果である。

　だが。

「えー？　唯ただ人ひとが私を歓迎するなんて……なんだか気持ち悪いですわ」

　歓迎される側が一番嫌そうにしている。

「国を挙げて歓迎するというならば、まぁ受けてやらなくもないですが」

「……やっぱ今の話なしで」

　急速にやる気がなくなってしまった。

「うーん、フランチェスカちゃんの歓迎会か……」

「……どうする？」

　香か澄すみと浩こう平へいが顔を見合わせる。彼ら二人だけではなく、唯ただ人ひとの話を聞いていたクラスメイト達たちも難しそうに首を捻ひねったり、互いに目配せをしあっている。

（……あれ？　皆フランチェスカのこと歓迎してたし、乗ってくると思ったんだけどな……？）

　フランチェスカのあまりに尊大で不遜な態度に、みんな嫌気がさしてしまったのだろうか。

　──そう思っていたが。

「ねぇ浩こう平へいちゃん。せっかくだから、来週のアレと一緒にできない？」

「ああ、アレか。いいかもね」

　唯ただ人ひとが「アレ？」と首を傾かしげると、集まっていたクラスメイト達たちは互いに視線を合わせた。どうやら、「アレ」とやらを知らないのは唯ただ人ひとだけらしい。

「あ、言っちゃマズかった？」

「いや、そろそろ伝えるつもりだったし」

　浩こう平へいとクラスメイト達たちがこそこそと相談を終えると、こちらを振り向き、笑みを浮かべる。

「実はさ、唯ただ人ひとが無事に見つかったから、仲のいいやつら集めて『お帰りパーティ』的なことしようって企画してたんだ」

「えっ!?」

　突然のことに、驚きと嬉うれしさが同時にやってくる。自分が帰ってきたことをこんなに喜んでくれるなんて……。

　異世界を救った勇者でも、帰ってきたらただの行方不明の少年だ。祝賀会や凱がい旋せんがあるわけじゃない。しかし、そんなものを行うよりも、身近な人々が自分の無事を喜び祝ってくれる方がずっと嬉うれしかった。

「来週の土曜に、学校の校庭借りてバーベキューやるんだ」

「え？　そんなことできんのかよ？」

「運動部とか夏休みにやってるから平気平気。あとは笹ささ谷や先生も監督者として来てくれるし」

「企画立案は宮みや代しろ君だからね」

　そう言われ、浩こう平へいははにかんだように笑う。

「マジか……みんな本当にありがとうな……！　めっちゃ嬉うれしいよ！」

　心からの感謝に、浩こう平へいは照れたように肩をすくめる。

「だから、フランチェスカちゃんの歓迎会も兼ねてってことにするのはどう？」

「えー？　私の歓迎は唯ただ人ひとのついでですのー？」

　自分が主役じゃなくなり、フランチェスカは口先をとがらせるものの……。

「フランちゃん、そもそもバーベキューって知ってる？」

「もちろん！　食べたことありますわ！　しょっぱくてサクサクしていますわね！」

「……それお菓子のバーベキュー味のこと言ってない？」

　香か澄すみは呆あきれて苦笑いを浮かべる。

「えっとね？　バーベキューっていうのは、お肉とか野菜とか、串に刺して焼いて食べるの」

「……ほほう」

　フランチェスカは顎を撫なで、こぼれかかった涎よだれをぺろりと舐なめとる。

「あとはデザートもマシュマロ焼いてスモア作ったり、果物たくさん載っけたダッチベイビー作るって話してたわね」

「……そ、それは……美お味いしいんですの？」

「それはもう！　……でも唯ただ人ひとちゃんのついでが嫌なら、フランちゃんは不参加──」

「だだだ誰も不参加なんて言ってませんわ！」

　香か澄すみの煽あおりに、フランチェスカは慌てたように立ち上がる。

「わ、私は唯ただ人ひとのついでであろうと許せるくらい広い心を持っているんですのよ！」

「じゃあフランちゃんも参加ね」

　香か澄すみがにやりと笑う。彼女もだいぶフランチェスカの扱いが上う手まくなってきた。

「──ということだから。唯ただ人ひとは来週の土曜日空いてる？」

「ああ、大丈夫だ」

　ポスターの件は日曜だからなんの問題もない。唯ただ人ひとはスマホを取り出し、カレンダーにバーベキューの予定を入れた。

　唯ただ人ひとの了承により、周囲に集まっていたクラスメイト達たちは次々に来週の相談を始める。

　食材はどれくらい用意するか。炭は何キロ必要か。買い出しはどうするか。道具は誰が何を持ってくるのか──まるで文化祭前夜のような賑にぎわいだ。

「……ところで、俺は何か準備するものないの？」

　そう尋ねると、香か澄すみは首を横に振る。

「今回の主役は唯ただ人ひとちゃんでしょ？　準備は私わたし達たちに任せて」

「そっかあ？　火の扱いなら得意──」

「絶対だめ」

「あ、はい。……でも、俺も何かしたいな……」

　自分だけ何もしないのは申し訳ない……というよりも、純粋に感謝の気持ちだ。こんな企画を立ち上げ、参加してくれるクラスメイトに自分も応えたい。

「そんなの別にいいのに」

「いやいや────そうだ！」

　はっと唯ただ人ひとは思い付き、顔を上げる。

「やっぱ肉はたくさんあった方がいいよな？」

「そうね。みんなやっぱりお肉メインになるだろうし」

　食べ盛りの高校生達だ。ガチガチの運動部だっている。肉ならば何キロあっても足りない。

「──なら俺、熊狩ってくるよ！」

　そういった瞬間、クラスメイト達たちの会話が止やむ。

「ご馳ち走そうだよな熊肉。俺も最近食ってなかったなー」

　その味を思い出して唯ただ人ひとは舌なめずりする。異世界で野営している時は、スライムとか、デカい芋虫とか、目玉から手が十本ほど生えた本当に何なのかよくわからないものを食べていたから、熊は最高の食材だった。

「ちょ……冗談……じゃないよね、唯ただ人ひとちゃんの場合……」

「あ……捌さばくの心配？　それなら俺がやるから安心しろって。結構得意になったんだぜー」

「い、いや……唯ただ人ひと、やめとこう？」

「平気平気！　この辺に熊はでないけど、もっと山奥に入ればいるだろ！　冬眠明けだから、向こうから寄ってきてくれるかもな！」

　みんなに美お味いしい熊肉を差し入れすれば、きっと喜んでくれるだろう。

　そう思ったのだが。

『また行方不明になる気かよっ！』

　満場一致で止められてしまった。










　学校が終わると、唯ただ人ひとはフランチェスカと浩こう平へいと三人でカフェグルメに来ていた。唯ただ人ひとの行方不明ポスターが貼ってあった場所は、今は「迷い犬探しています」という貼り紙に変わっている。

「今日は香か澄すみは来ないんですの？」

「香か澄すみちゃんはクラスの女子とバーベキューのデザートの相談するってさ」

「なんだ？　また奢おごってもらえるとでも思ったか？　今日は一つだけだぞ？」

「べべべ、別にそんなこと期待してませんわ！」

　そう言いつつフランチェスカはメニュー表に齧かぶり付つき、うんうん唸うなりながら吟味する。しばらくして注文を取りに来たマスターに、唯ただ人ひとと浩こう平へいはブレンドコーヒーを、フランチェスカはまたコーヒーゼリーパフェをオーダーした。

「……ところでさ」

　注文した品を待つ間、唯ただ人ひとはテーブルに肘をついて浩こう平へいに顔をよせる。

「本当に俺、何もしなくていいと思う？　みんなにこんなに企画してもらってさ……」

　そう相談すると、浩こう平へいは「いいんだって」と相変わらず爽さわやかな笑顔を見せる。

「こう言っちゃ悪いけどさ、皆も何か理由つけてクラスで集まってわいわいやりたいんだよ」

　浩こう平へいは少し眉を顰ひそめる。

「唯ただ人ひとが行方不明になっている間はさ、なんとなくそういうことができない雰囲気だったから、その反動だと思えばいいよ」

「そういうことなら……まぁ……」

　唯ただ人ひとが異世界に行っていても、問題なく世界は回るだろうが、身近な人は違う。生死不明の行方知れず──身近な人がそうなってしまった中で、遊んだり騒いだりするのは「不謹慎」という空気があったのだろう。帰ってこれたからいいものの、もしも帰ってこれなかったら……香か澄すみや浩こう平へいはいつまで「不謹慎」の空気の中でいたのだろうか。

　──本当に、帰ってこれてよかった。

「だから唯ただ人ひと、ぜっっっったいに熊探しに山に入るなよ？」

「…………イノシシなら」

「そういう問題じゃない。みんなに心配かけるなって言ってるの」

「う……はい」

　唯ただ人ひとがしゅんと肩を落とすと、浩こう平へいは苦笑した。

「それに唯ただ人ひとがあんまりやると、フランチェスカちゃんもなにかやらなきゃいけないでしょ？」

「なんですの？」

　鼻歌を歌いながらメニューの写真を眺めていたフランチェスカは、小首を傾かしげる。

「私は尽くされる側ですので、そういうのは理解できませんわ」

　そう言うと、フランチェスカは頰ほお杖づえをついてお冷をズズズと啜すすった。

「お前はそういうやつだよな」

「ふん！　そんなこと言うなら唯ただ人ひとはどうなんですの？」

「いやだから、俺はちゃんと皆に差し入れでもって──」

「そうではなくて」

　フランチェスカは赤い瞳をくりくりさせ、首を傾かしげる。

「香か澄すみには何もしないんですの？　貼り紙とか、お礼参りとかしてくれてるじゃありませんの」

「そ、それは……」

　フランチェスカはバカにしたように肩をすくめてみせる。

「唯ただ人ひとは心配かけて悪い悪い言ってますけど、言ってるだけですわねー」

「うっ……がっ……ぐっ……！」

　トラブルメイカーに正論を言われることが、こんなに腹立たしいとは知らなった──が、唯ただ人ひとは何も言い返せない。

「いや、俺だってなにかお礼したいとは思ってるんだけどよ……なにをすればいいのか……」

　唯ただ人ひとは背中を丸めて髪の毛を搔かきむしる。

「……なあ浩こう平へい。なにがいいと思う？」

　そう尋ねると、浩こう平へいは顎を撫なでて少し視線を天井に向ける。

「……いくつか候補はあるけど、本命は花桃ホテルのスイーツビュッフェのペアチケットだね」

「スイーツビュッフェ!?　美お味いしいものですわね!?　響きでわかりますわ！　私がもらってあげてもよろしくてよ！」

「お前にゃやらねぇよ……でもまぁ、それにするか」

「もちろん、そのチケットで誘うことも込みだぞ」

「え？　あ、いや……それは……やっぱ違うのない？」

「へたれ」

「うるせぇよ」

　唯ただ人ひとがぶすっとすると、浩こう平へいは苦笑する。

「じゃあ対抗馬はワンピースだね。……ほら、この間の日曜に映画見たでしょ？　あれの女優さんが着てたやつ可愛かわいいって言ってたし」

「お前はそういうのよく気が付くよな……」

「唯ただ人ひとが気付かなすぎだよ」

　唯ただ人ひとはぐうの音も出ず、頭を搔かくことしかできなかった。しかし、香か澄すみへのお礼はワンピースで決定となりそうだ。

「そういえば……私も香か澄すみから服をもらいましたわね」

　ふと思い出したように、フランチェスカは口元に手をあてる。

「人間が私に貢みつぐのは当然ですが……香か澄すみにはまぁ、お礼をあげてもいいですわね」

「……へぇ？」

　唯ただ人ひとは少し驚き、目を丸くする。相変わらず人間のことは見下しているが、それでも「例外」が出てきたのはいい傾向だろう。

「──そうですわ！　香か澄すみには『栄誉魔族勲章』をあげましょう！」

　フランチェスカは手を叩たたくと、どこからともなく金色のメダルを取り出す。

「……なに、これ？　結構重いね？」

　フランチェスカからコースターほどの大きさのメダルを受け取った浩こう平へいは、その表裏を眺めながら眉を顰ひそめる。

「栄誉魔族勲章は、大きな貢献をした魔族に私やお父様から与えるものですわ！」

「いや、いらねぇだろ」

「なんでですの!?　滅多に貰もらえませんのよ！　四天王だってデルメア以外の三人しか持ってないんですのよ！」

「四天王ならデルメアにもくれてやれよ……可哀かわい想そうだろ……」

　だんだん卑屈な四天王最弱の彼女に同情が湧いてきた。

「ねぇフランチェスカちゃん……まさかと思うけど……これって純金じゃない？」

　メダルを見ていた浩こう平へいが、恐る恐るといった様子で尋ねる。

「そうですわよ？　栄誉なものなんですからメッキなんか使いませんわ」

「そ、そっか……」

　浩こう平へいは顔を引きつらせると、少々手を震わせながらメダルをフランチェスカに返す。

　コースターほどの大きさで、重さは一キロ程度──純金ならば、相場は六百万円前後である。

「これは……止めとこう？　重いからさ……」

「この程度で重いなんて非力ですわね！　人間はそんなものですのー？」

　フランチェスカは笑いながらメダルを仕舞う。

「……でも、これがダメなら何が良いいでしょう？」

　フランチェスカは腕を組んで首をひねる。

「うーん、私が世界征服した時に、その半分をあげる──────というのは冗談にして」

　唯ただ人ひとが睨にらむと、フランチェスカは冷や汗を搔かきながら顔を逸そらした。

「少なくとも、唯ただ人ひとなんかより良いい物がいいですわね」

「競うところじゃねぇだろ」

「いいえ！　私が唯ただ人ひとより劣ることなんて一つもあってはならないですわ！」

　フランチェスカなりに真剣に考えていたようだが……。

「おまちどおさま」

「っ！　待ってましたわ！」

　マスターがコーヒーゼリーパフェを持ってくると、考えを吹っ飛ばして食べ始めるのだった。










　──フランチェスカは、日に日に学校に馴な染じんでいった。

　……いや、周囲がフランチェスカの言動に慣れてきたと言った方が正しいのかもしれない。教師は「先生」をつけられず呼ばれても注意することを諦めたし、クラスメイトの間では、フランチェスカが食べたことがないお菓子を持ってくることが秘ひそかに流は行やっていた。遥はるかがちょくちょく家に様子を見に来てくれて、学校生活に必要な物を揃そろえてくれているのも大きい。

　そして今日、フランチェスカは学校のあるものに興味を持ってしまった。

　……むしろ彼女の場合、そこに興味を示すのが遅かったくらいだろう。

「唯ただ人ひと！　今日は学食に行ってみたいですわ！」

　──昼休み。唯ただ人ひとが香か澄すみや浩こう平へいと弁当を広げていると、唐突にそんなことを言い出した。

「……いやお前、弁当は？」

「そんなのとっくに食べちゃいましたわ」

「フランちゃん、早弁覚えるの早くない？」

「ってかお前、お金持ってないだろ」

「この間、遥はるかと会った時に貰もらったから大丈夫ですわ！」

　フランチェスカは制服のポケットに直じかに入れていた一万円札を出してみせる。

「『遥はるかお姉ちゃん若い！』って言ったら一発でしたわよ！」

「……あとで返さないとな……」

「その後で『何歳に見える？』って二十回くらい聞かれたのは必死すぎて引きましたけどね」

「なにやってんだあの人……」

　唯ただ人ひとは頭をかかえてため息をつく。

「いいから行きますわよ！」

「いや、俺ら弁当あるし……」

「学食混むし……」

「あそこで弁当広げると『混んでるんだから他所で食べろよ』って圧が凄すごいんだよ」

「えー？　行かないんですのー？」

　フランチェスカがむくれ面になっていると、

「なぁに？　フランチェスカちゃん学食いくの？」

　クラスの女子数人が近づいてきた。

「なら私わたし達たちといかない？」

「ほほう！　案内を申し出るとは気が利ききますわね！」

　フランチェスカは表情を明るくすると、一万円札を握りしめて彼女達の隣へと行く。

「それじゃあ行ってきますわ！」

「あー……ま、いっか。行ってこい」

　香か澄すみや浩こう平へい以外のクラスメイトに慣れるのも必要だろう。お金は持っているし、案内もいるなら心配ない。

「マズかったらただじゃおきませんわよー！」

　やっぱりちょっと心配だった。










　花桃高校の学食は食券式となっていた。カウンター奥の厨ちゆう房ぼうに食券を渡し、トレイをスライドさせながらメニューを受け取っていく方式である。放課後は飲食可能な談話スペースとして人気があるが、昼時の混雑具合はそれ以上だ。特に窓まど際ぎわのテーブル席は一番人気であり、四限目が終わってすぐに行かなければ座ることができない。

　幸い、フランチェスカを誘った女子は別の友人が先に行っていたようで、人気の窓まど際ぎわ席を確保できていた。

「フランチェスカちゃん、なにがいい？」

「そうですわね……」

　フランチェスカは腕を組んで券売機を睨にらみつける。後ろには長い列ができているが、外国からきた子が悩んでいるということで皆大目に見てくれているようだ。

「カレーとトンカツ以外がいいですわ」

「え？　フランチェスカちゃんカレーとトンカツ嫌いなの？」

「大好きですわよ。でもカレーは香か澄すみがよく持ってきますし、トンカツは香か澄すみのカレーがない時に唯ただ人ひとが出してきますから食べ慣れましたの」

「吾妻あづま君の食生活って乱れてるよね」

「アイツ、香か澄すみさんいないとトンカツしか食べないの？」

「身体からだがほぼカツカレーでできてるじゃない……」

　どちらも素晴らしく美お味いしいのでフランチェスカは特に不満はないのだが、女子達はげんなりとしていた。

　熟考の末、フランチェスカは焼き魚定食を注文する。無意識のうちに身体からだが魚を欲ほつしていたのかもしれない。

　席に辿たどり着くと、フランチェスカは舌なめずりをした。箸は使えないので、右手に持っているのはフォークである。骨は取れないが、ドラゴンの切り身を食べていたくらいなので、魚程度の骨ならばプレッツェル感覚でかみ砕けた。

「んんっ！　美お味いしいじゃありませんの！」

「香か澄すみさんのカレーとどっちが美お味いしい？」

「んー……そう言われると香か澄すみのカレーには敵かないませんわね」

　フランチェスカはまるで食通のようにうんうんと唸うなる。

「こっちに来て初めて口にしたものが、香か澄すみが持ってきたカレーでしたわ」

　侵略するつもりで来たが、こちらの食事との出会いは衝撃的だった。だいたいの物が美お味いしい。人間は下等生物だが、こと食事に関して言えばその優秀さを認めざるを得なかった。

（お父様が食べたらなんと言うのでしょう？）

　ふいに父のことを思い出してしまい、フォークが止まる。しばし忘れていた父への恋しさが、胸のあたりをチクリと刺した。

　それでも、こちらの世界に取り残された時ほどの絶望はない。

　何な故ぜだろうか？　慣れたのか？　いや……カフェグルメで、香か澄すみにご馳ち走そうしてもらった時から、少しずつ寂しさは消えていった。

「……あ、そうでしたわ」

　フランチェスカはハッと思い出し、顔を上げる。

「貴方あなた達に聞きたいことがありますの」

「なに？」

　女子達も箸を止めて首を傾かしげる。

「香か澄すみに贈り物を考えているんですの。色々と奉仕してくれたのでご褒ほう美びですわ。何か香か澄すみが喜びそうなものを知りませんこと？」

　そう尋ねると、女子達は顔を見合わせ、難しそうに眉を顰ひそめる。

「香か澄すみさんの好きそうなもの……あの子って自分より他人に尽くすタイプだからなぁ」

「プレゼント貰もらえばなんでも大喜びするよね、きっと。友達ならいいけど、恋人にしたらあっという間に男を付け上がらせる天性の『ダメ男製造機』よね」

　褒めているのだろうが、ちっともそう聞こえないのは何な故ぜだろうか。

「……あ、そういえば」

　ふと女子の一人が顔を上げる。

「一番好きな花はカスミソウって言ってたよ。自分の名前と同じだからって」

「カスミソウ？」

「ほら、あそこ」

　女子が窓の外の花壇を指さす。そこには、白く小さな花を無数に咲かせた背の高い植物が植えられていた。フランチェスカは知らないだろうが、よくブーケや花冠に使われている。

「花ですのぉ？　花なんて枯れるだけじゃないですの」

「じゃあアレは？　枯れない花……ドライフラワーじゃなくて……」

「ブリザードフラワーだっけ？」

「ブリザードっていうくらいだから、花を凍らせて作るの？」

　よく勘違いされるが、ブリザードフラワーではなく「保存された」を意味するプリザーブドフラワーが正しい。

「……凍らせる？」

　現代っ子が勘違いするくらいなのだから、異世界の魔族なんかは、すんなり信じてしまう。

「なるほど……花を凍らせるんですわね…………ふふふ」

　フランチェスカは低く笑い。

「おーっほっほっほ！　思いつきましたわ！　唯ただ人ひとなんかより良いい贈り物が！」

　周囲の人間がびくりとするほどの高笑いを上げた。

「よくやりましたわ貴方あなた達！　褒ほう美びにここの食事は私の奢おごりですわ！」

　フランチェスカはお釣りの千円札を扇子のように広げてみせる……が。

「あ……ありがとう……食券だからもうお金払っちゃってるけどね……」










　放課後。学校から帰ると唯ただ人ひとは着替えを済ませ、マンションの一階に降りた。時刻は五時半。約束の時間より十分ほど早いが、そこにはすでに水色のハスラーが停とまっていた。運転手はこちらに気が付いたようで、助手席の窓がゆっくりと下がる。

「たっくん、こっちこっち」

　運転席にいたのは遥はるかだった。

「ありがとう遥はるかさん。悪いね、付き合ってもらって」

「いいのよ。若い子と買い物なんて、ちょっとわくわくしちゃうし」

　遥はるかは肩をすくめてはにかむ。

「フランチェスカはどうしたの？」

「なにかやることがあるってさ」

　唯ただ人ひとは助手席に乗り込み、シートベルトを締める。

「そっか。それじゃ、しゅっぱーつ」

　遥はるかはギアをパーキングからドライブに入れると、車を発進させた。

　行いき先さきは三十分ほど走ったところにある花桃アウトレットモールである。目的はもちろん、香か澄すみのワンピースを買うためだ。女性服の店に入るため一人じゃ心細く、遥はるかに頼んだのである。

「そうだ遥はるかさん。フランチェスカがお金無心したみたいだね。返すよ」

「うん？　別にいいよ？　私は十七歳に見えるらしいけど、大人だし一万円くらい」

　遥はるかは得意げに眼鏡をくいっと上げる。フランチェスカはだいぶ適当なことを言ったらしい。

「そんなことより、デルメアが来たんですって？」

「そうそう。フランチェスカを人間と交流させたいって」

　デルメアと再会した件は、今日の買い物を頼む際に伝えていた。

「そのための歓迎会ね……なかなか難しそうだけど」

「まぁね。でも、遥はるかさんがいなかったら学校にすら通えてなかったから、本当助かるよ」

「いやぁ、『勇者』だけでなく『聖女』にもご協力いただけたのはありがたいです」

「……──んっ!?」

　ふと、いるはずのない三人目の声がした。唯ただ人ひとと遥はるかが後部座席を振り返ると、そこには黒穴が浮かんでおり、デルメアがひょっこり顔を出していた。

「デルメア!?」

「お久しぶりですね遥はるかさ────前ぇぇええっ！」

　デルメアが叫び、前方を指さす。見れば信号待ちの車のトランクが、目の前まで迫っていた。遥はるかが蹴るようにブレーキを踏み、車体が急停車する。タイヤが地面とこすれて悲鳴を上げ、バンパーは前の車のほんの数センチの位置で止まった。

「あ、アブない人ですね」

「貴方あなたのせいよ」

　遥はるかが睨にらむと、デルメアは顔を引きつらせて愛あい想そ笑わらいを浮かべる。

　信号が青に変わり、遥はるかはため息をつきつつアクセルをゆっくり踏んだ。

「……それで？　なんの用なの？」

「いやぁ、和平のため遥はるかさんにもご協力いただけたようですので、ご挨拶をと思いまして」

「礼儀正しいのね。まぁ、こっちで生活する上での手続きは私に任せてもらえばいいから」

「助かります。私が姿見せちゃうとフランチェスカ様は帰ると言い出しますから、大っぴらに支援もできなくて」

「平和のために動いてくれているだけで十分さ」

「そんなそんな、私なんてそんなそんな……」

　そう言いつつも、デルメアは媚こびたように両手をこすり合わせる。

「ただ無事に事が済んだ暁には、私に栄誉魔族勲章を授与するよう、ダンテ様に進言していただけたらなー……なんちゃって」

「あ、やっぱ欲しいんだアレ」

　こういう態度だから、たぶん貰もらえないんだろう。

「よろしくですよ？　絶対ですからね？」

「わかったわかった。言っておくよ」

　唯ただ人ひとが言うと、デルメアは満足したようで笑みを浮かべる。

「ありがとうございます！　……それでは、私は戻りますので」

「あ、ちょっと待った」

　デルメアが黒穴に沈もうとした時、唯ただ人ひとはふと思いついて引き留める。

「ついでに頼まれてほしいんだけどさ、服買うのにつきあってくれないか？」

　そう言うと、デルメアは首を傾かしげた。

「私がですか？」

「ああ。ちょうどデルメアくらいの体形のものが欲しいから、試着してほしいんだ」

　残念ながら、遥はるかは香か澄すみよりも背が高いし、フランチェスカは胸が大きすぎる。

「ああ、なるほど……でも、私が行ったらマズくないですか？」

　デルメアが自分の姿を見る。青い肌に、頭から飛び出ている捻ねじれた角。瞳がほぼ真っ黒で、どう見ても人間じゃない。

　しかし、遥はるかは「大丈夫よ」と首を横に振る。

「混乱魔法でちょっと周囲の認識を歪ゆがめるから平気よ」

「そういうことでしたら……」

「あ、でも待った」

　自分で誘っておいてなんだが、唯ただ人ひとはある問題に気づいてしまう。

「デルメアもこっちに来たら魔法使えないんだから、帰れなくなっちゃうか？」

　オートロックに閉め出されるような間抜けな事態になりかねない。

「いえ、それなら大丈夫ですよ」

　そう言うとデルメアはずるりと黒穴から這はいずり出て、その全身を現し、車の後部座席に座った。それでも彼女が出てきた黒穴はなくならず、宙に浮かんだままである。

「こうして黒穴を閉じなければ少しずつ魔力が流れてきますから大丈夫です」

「そっか。それなら頼めるか？」

「ええ、唯ただ人ひとさんの頼みとあればもちろん」

　そうこうしている内に、車は花桃アウトレットへと辿たどり着いた。駐車場に車を停とめ、そこから目的の店へと向かう。平日なのでそこまで混雑はしていないものの、カップルや友達連れの姿があちこちに見受けられた。

「へぇ、人間の城下町の雰囲気に似てますね」

　デルメアは左右に並ぶ様々な店を珍しそうに眺めている。遥はるかの混乱魔法は完璧であり、明らかに人間ではないデルメアが堂々としていても、気に留とめる人はいなかった。

　目的の店はすぐに見つかる。外観はパステルカラーで、ガラス戸の奥に見える店内には女性客しかいない。壁かべ際ぎわには下着もディスプレイされていたので、本当に遥はるかとデルメアについてきてもらえて良かった。一人じゃ絶対に入れない。

「それで？　どの服にするのたっくん？」

「ええと……ああ、あれだ」

「あら、可愛かわいらしくていいわね。清いわー」

　スマホに映画のポスターを表示させながら主演女優が着ていた服を探すと、それは店内中央に置かれていた。ご丁寧に映画で着用されていた旨むねがポップに書かれているから間違いないだろう。人気商品らしく、目に見える在庫は一着しかない。

　早速唯ただ人ひとはそれを手に取り、値札を確認し──。

「うっわ」

　思わず声を上げた。

「ああ……学生にはちょっと清くない値段ね」

「これ、どれくらいの価値なんですか？」

　遥はるかとデルメアも値札を覗のぞき込む。

「そうだな……フルプレートの鎧よろいと同じくらいだ」

「そんなに!?」

　デルメアは目を丸くし、ワンピースの生地を触る。

「そこまで防御力がある装備には見えませんが……何か特殊な効果が？」

「レースの透け感で上品な雰囲気に。高めのウエストで足長シルエットが完成……って書いてあるな」

「……魔法攻撃力と敏びん捷しよう性せいが上昇する──と見てよろしいでしょうか？」

「よろしくない……が、どっちにしろ買うの一択だけどな。サイズ合えばいいけど」

　そう言って唯ただ人ひとはワンピースを手に取る。

「待って、たっくん。こっちも良くない？」

　ふと、遥はるかが別のデザインのワンピースも持ってくる。

「そのワンピースが欲しいなら、こっちも気に入ると思うわよ」

「そういうもんなの？　うーん、でも……」

「本命のサイズがあわなかったら、こっちもいいんじゃない？　こっちの方が少し小さめね」

「あ、そっか。それじゃあデルメア、頼めるか？」

「ええ！　お任せあれ！」

　遥はるかが持ってきた方のワンピースを渡すと、デルメアは試着室の中へと消えていく。

「────好きな子のために背伸びした値段の服をプレゼント……清い……清いけれど……私もそんな学生生活を送ってみたかった……」

「遥はるかさん、前触れなく落ち込むのやめてくんない？」

　遥はるかが遠い目をして呻うめきはじめたので、唯ただ人ひとは居心地が悪くなり、試着室のカーテンを見つめる。

　カーテンの向こうからは、衣きぬ擦ずれの音と、時折「ん？」「あれ？」という声が聞こえてきていた。こちらの世界の衣類の着方に手こずっているのかもしれない……そう思っていたら。

「…………すいません、唯ただ人ひとさん」

　カーテンの向こうから、弱々しい声が聞こえてきた。

「どうした？」

「……ちょっと助けてもらえます？」

「ん？　開けるぞ？」

　唯ただ人ひとがゆっくりカーテンを開けると、そこには……。

「……なにしてんのお前」

　試着室の中には、ワンピースを被かぶる途中のデルメアがいた。

　途中なのは、見事に二本の角が引っかかっており、ワンピースの生地を突き破ってしまっているからである。

「取ってくださいぃ……」

　デルメアは涙声でワンピースを引っ張るが、捻ねじれた角の所せ為いで抜けない。

「いやお前コレ……売り物破ってるじゃねぇか……」

「ごめんなさいぃ……」

　なんとか引っかかっている角を外すと、ようやくデルメアはワンピースを着ることができた。サイズはちょっと小さい……が、サイズ以上に目を引く部分があった。

「うわぁ……」

「ふ、不健全！　不健全すぎるわ！」

　デルメアの二本の角はワンピースの胸元を突き破っていたようで、正しく着るとちょうど胸の部分だけ大きな二つの穴が開いている形となる。

「あ。だめ。だめだわ、これ。こんないやらしい服、清くなさすぎて蕁じん麻ま疹しんでてくるわ」

　遥はるかは身震いしながら、ボツボツができ始めた両腕を搔かきむしる。見ただけでこれなのだから、もしも彼女がこの服を着たらショック死するかもしれない。

「これ買い取らなきゃダメだよな……」

　がっくり肩を落とす唯ただ人ひとを見て、デルメアが焦あせったように声を上げる。

「で、でも唯ただ人ひとさん！　これをプレゼントすれば、直球で思いが伝えられますよ！」

　──思いは伝わるだろうが。

「剛速球じゃねぇかよ！」

　──捕球できないだろう。










　──デルメアがワンピースを突き破っている一方、フランチェスカは唯ただ人ひとの自宅にいた。

　彼女の手には生花店で購入してきたカスミソウ。フランチェスカはそれを一束もってキッチンへと入る。

「我ながら天才的な発想ですわ。こうやって凍らせればいいんですもの」

　自画自賛しつつ、フランチェスカは冷凍庫の扉を開け、カスミソウをその中に放り込む。プリザーブドフラワーならぬ、ブリザードフラワーを作るつもりだ。

「どれくらい待てば凍るんでしょう？　三十分くらいですの？」

　フランチェスカは冷蔵庫の前で腕を組む。

「いーち、にーい、さーん──ひゃあ！　もう我慢できませんわ！」

　わずか三秒でフランチェスカは冷凍庫を開ける。もちろん、凍っているわけがない。そもそも生花を冷凍庫に入れたところで、ただ凍った花ができるだけで、贈り物になるような代物になるわけがなかった。

　しかし、そんなことをフランチェスカが知る由よしもない。

「何な故ぜですの!?　全然凍ってないじゃありませんか！」

　フランチェスカは癇かん癪しやくを起こしたように花束をぶんぶん振るう。すると花びらが散ってそこらじゅうに散らばってしまった。

「あぐっ、散らかしたら唯ただ人ひとが怒りますわ……べ、別に怒られても怖くはないですが……」

　ぶつぶつ文句を言いつつ、フランチェスカは箒ほうきを持ってきて花びらを集める。集め終わったところで「何をやっているんだ」という気分になってきてしまった。せっかく贈り物をしてやろうと思ったのに、初手から上う手まくいかない。フランチェスカはキッチンに座り込むと、大きくため息をついた。

「あーあ、魔力があれば花くらい一瞬で凍らせられますのに……」

　試しに手に持ったカスミソウに力を込めてみるが、凍るどころか水滴の一つすらつかない。

「せめて少しでも魔力を取り込めれば……あれ？」

　ふと、目の前の冷蔵庫を見て疑問がわいた。

「そういえば……この冷蔵庫はどうして冷気を発しているんですの？」

　立ち上がって扉を開けてみると、ひんやりした冷気が漂ってくる。

「唯ただ人ひとは電気って言ってましたが、あれはきっと噓うそですわ。電気が冷たいわけないですもの。どうせ私を騙だまして笑っているに違いありませんわ」

　自分で言って、腹が立ってきた。腹が立ってきたので腹いせに冷蔵庫の中にあった唯ただ人ひとのプリンを腹に収めてやる。

「……うーん。でも、よく考えたら唯ただ人ひとが私を騙だます意味もありませんわね……」

　プリンを食べ終わったあたりでようやくそのことに気が付き、フランチェスカは腕を組んで首をひねる。

「もしや……この冷蔵庫には魔力が使われているんじゃありませんの？　私が魔力を得ると困るから、唯ただ人ひとは噓うそをついた……そう考えればすべての辻つじ褄つまが合いますわ！」

　ちっとも合っていないのに、フランチェスカはそうだと言わんばかりに何度も頷うなずく。

「おーっほっほっほ！　私の推理力を甘く見ましたわね唯ただ人ひと！」

　フランチェスカは高笑いを上げると、再び花束を手に取る。

「そうとわかれば早速魔力を吸収してやりますわ！」










「ただいまー」

　周囲が暗くなったころ、唯ただ人ひとはワンピースを二着入れた紙袋を下げて帰ってきた。

「フランチェスカー？　大人しくしてたかー？」

　予想より遅くなってしまったので、きっとフランチェスカはお腹なかを空かせて文句を言っているだろう──そう思ったのだが、返事は返ってこない。

「フランチェスカ？　どこに──って、なんだこりゃ!?」

　リビングに辿たどり着くと、そこに広がる惨状を見て唯ただ人ひとは声を上げた。

　そこには、卵やソース、牛乳に豚ロースなど、冷蔵庫の中に入れていたものが散らばっている。どれだけ放置していたのか、すっかり常温になってしまっていた。

「な、なんなんだコレ!?　傷んじまうじゃねぇか！　おい、フランチェスカ！」

　唯ただ人ひとは声を荒らげるが、返事は返ってこない。

　しかし、キッチンの方からうめき声のようなものが聞こえてきた。

「……フランチェスカ？」

　恐る恐るキッチンを覗のぞいてみるが誰もいない。

　だが、うめき声は冷蔵庫の中から漏れていた。

　しかも、冷蔵庫の扉の前には箒ほうきが倒れており、つっかえ棒のようになってしまっている。

「まさか……」

　唯ただ人ひとは箒ほうきを取っ払い、冷蔵庫の扉を開ける。

「なにしてんだお前っ!?」

　冷蔵庫の中には、フランチェスカがすっぽり収まっていた。

　顔面は真っ青で、手足は縮こまり細かく震えている。唇はカラカラで、あまりの寒さのために歯がカチカチと鳴っていた。

「ちょっ！　早く出てこい！」

　唯ただ人ひとはフランチェスカを冷蔵庫の外に出す。床に横たわったフランチェスカは四肢を伸ばすことができず、まるで赤ん坊のように丸まって震えていた。

「なんで冷蔵庫なんかに入ってんだよ!?」

「あ、あ、あ……あぅ、あ……ぅ、ですわ……」

「あうあうですわ!?　意味わかんねぇよ！　──とにかく風ふ呂ろだ！」

　唯ただ人ひとは上着を脱いでフランチェスカにかけると、急いで風ふ呂ろに湯を張る。

「脱がせるからな！　緊急だから許せよ！」

　そう言って唯ただ人ひとはフランチェスカに跨またがり服に手をかける。しかし、寒さのせいで手足が固まってしまっているため、非常に脱がしづらい。それでも、なんとか上半身の服を脱がせることができた。

　──その時。
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「唯ただ人ひとちゃん、いる？」

　玄関から、声が聞こえてくる。

「カレーうどん作ったんだけど──」

　がちゃりとドアが開き、香か澄すみが入ってきた。

「……え？」

　手に持ったカレーうどんの丼が落ちて割れる。

　上半身裸で、ガタガタ震えるフランチェスカ。

　そんな彼女に馬乗りになっている唯ただ人ひと。

　誤解しない方がおかしい構図だ。

「た、唯ただ人ひとちゃん……そんな無理やりなんて──」

　香か澄すみから、凄すさまじい冷気が漂ってくる。その冷気にフランチェスカの震えが加速した。

「ち、違う香か澄すみ！　このバカが冷蔵庫に入ってやがったんだ！」

「冷蔵庫って────ええっ!?」

　上ずった声を上げながら香か澄すみが駆け寄ってくる。

「なにしてるのフランちゃん！」

「あ、あ、あ……あぅ、あ……ぅ、ですわ……」

「あうあうですわ!?　意味わからないけど、唯ただ人ひとちゃんお風ふ呂ろは!?」

「もうすぐ溜たまる！」

「じゃあ私が入れるから、唯ただ人ひとちゃんはあっち行ってて！」

　そう言うと香か澄すみはフランチェスカを抱え、脱衣所の方へと消えていった。










　フランチェスカを裸にし、自分も服を脱ぎ捨てると、香か澄すみは髪もまとめないまま浴室に入った。それから熱めのシャワーをフランチェスカにぶっかけ、湯船に入れると、ようやく彼女が解凍される。

「ふえぇ……生き返りましたわ……」

　フランチェスカは浴槽の縁で腕枕をし、とろけた表情を見せる。

「まさか極寒公女たる私が、寒さで死にかけるとは……」

「もー、あんまり心配させないでよ」

　香か澄すみはシャワーチェアーに腰掛けると、疲れたようにため息をつく。

「……それで？　どうして冷蔵庫なんかに入ってたの？」

「それはカスミ──」

「私？」

「い、いえ。あ、暑かったから入ってみただけですわ」

「まったくもう……そんなんじゃ目が離せないじゃない……」

　幼稚園児並みの危うさがある。

「フランちゃんを置いて唯ただ人ひとちゃんはどこに行ってたの？」

「なんだか服を買いに行くと言ってましたわ」

「へー、珍しい！　唯ただ人ひとちゃん、ファッションなんて無頓着なのに」

　そう言いながら香か澄すみは身体からだを洗う。ついでなので、自分も温まろうと思ったのだ。

　さっと泡を流すと、香か澄すみもフランチェスカの隣に入る。湯船は狭いが、互いに膝を立てれば肩まで入ることができた。

「そういえば意識が朦もう朧ろうとしていて気づきませんでしたが、香か澄すみはどうして唯ただ人ひとの家にいたんですの？」

「あ、うん。カレーうどん持ってきたの」

「香か澄すみはよく食べ物を持ってきますわねー」

「うん、作るの好きだし。唯ただ人ひとちゃん喜んで食べてくれるし」

　そう言って香か澄すみが微笑ほほえんだ瞬間。

「なーんだ、唯ただ人ひとのことが好きなんじゃないんですのね」

「えっ!?　はっ!?　えぇっ!?」

　突然のことに大きな声を上げてしまい、浴室内にエコーした。身体からだが火ほ照てり、熱々だったはずの湯船が温ぬるく感じてしまう。

「べ、別にそういうんじゃないよ！　ただの幼おさな馴染なじみだし！　唯ただ人ひとちゃん料理はトンカツしか作れないから栄養偏っちゃうし！」

「へー……なーんだ、そうなんですのねー」

　そう言いつつ、フランチェスカは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

（えっ？　な、なんで好きじゃないって言ったら嬉うれしそうにしてるの!?　まさかフランちゃんも唯ただ人ひとちゃんのこと……）

　フランチェスカの表情を深読みしてしまい、頭の中がぐるぐると混乱する。

「はぁ……幼おさな馴染なじみとしか思われてないなんて、これは脈なしですわねー。唯ただ人ひとがフラれるとかいい気味ですわー」

「な、なんか言った!?」

「なんでもありませんわー」

　相変わらず、フランチェスカはニコニコしている。

（うう……確かにフランちゃんは奇行が目立つけど、美人だしスタイルもいいし……）

　ちらりと彼女の方を盗み見ると、自分の物より一回り以上大きな胸が湯船に浮かんでいる。

（唯ただ人ひとちゃんも男の子だし……やっぱりスタイルはいい方が……）

　一方、下を向いても自分の胸は浮く気配がない。

「あ、あのねフランちゃん……」

　香か澄すみは浴槽の中で正座になると、意を決する。

「フランちゃんはその……唯ただ人ひとちゃんのこと、どう……思ってるの？」

「唯ただ人ひとのこと？」

　香か澄すみは真まっ直すぐにフランチェスカを見つめる。

「それはもう……」

「それはもう……？」

　自分の心拍が早まるのを感じる。

「できるだけ不幸な目に遭ってほしいと思ってますわ」

「……あ…………そう…………なんだ」

　声色、表情ともにフランチェスカは真剣そのものだ。

（なんかもう、よくわかんない……）

　香か澄すみは二、三度頭を振ると、湯船から上がる。

「もう出るんですの？」

「うん……なんだかのぼせそうだし」

「なら私はもう少し温まっていきますわー」

　頭を押さえながら出ていく香か澄すみの背中に、フランチェスカがひらひらと手を振った。










「あちゃあ……ひでぇな」

　フランチェスカと香か澄すみが風ふ呂ろに入っている間、唯ただ人ひとは香か澄すみが落としてしまったカレーうどんを片付けていた。白壁にもカレーが跳ねてしまい、シミになりそうだ。動画撮影に行っている両親が帰ってきたら怒られるかもしれない。

「上がったよー唯ただ人ひとちゃん」

　すると、浴室から香か澄すみが出てきた。見慣れない湯上がり姿で髪を拭いている様子に、一瞬どきりとしてしまう。

「あ、ああ、悪かったな。……フランチェスカは？」

「とりあえず大丈夫そう。でもホント、びっくりしたよ」

「まったくだよ」

　唯ただ人ひとは大きくため息をつく。彼女が放置していた生鮮食品は破棄せねばなるまい。

「あと風邪引くといけないから着替え用意して……あれ？」

　ふと、香か澄すみが廊下に置きっぱなしになっていたショップ袋に目を止める。

「なーんだ。服買うってフランちゃんの買いに行ってたんだ」

「あっ！　いや、それは」

「唯ただ人ひとちゃんのくせにいいお店に行ったじゃない」

　香か澄すみがショップ袋からワンピースを取り出す。

（あーあ……後でちゃんと渡そうと思ってたのに）

　サプライズが失敗してしまい、唯ただ人ひとは苦々しい表情で頭を搔かく。

「……なに、コレ」

「え？　あれ？」

　しかし、プレゼントを見た香か澄すみの声は冷たい。ワンピースを持つ手はわなわなと震えていた。喜んではいないのはどう見ても明らかだ。

（おかしいな……ちゃんと映画と同じのにしたのに……）

　唯ただ人ひとが首を傾かしげていると、香か澄すみがくるりとワンピースを裏返す。

「こんなのフランちゃんに着せるつもりだったの？」

「あぁっ！」

　それはデルメアが胸の部分に穴を開けてしまった、別のワンピースだった。

「ふ───────ん!?　唯ただ人ひとちゃんはこういう服着てほしいんだ───────!?」

「ちっ、違う違う！　それはお前に着てもらおうと──」

「ええっ!?　私がぁっ!?」

「ち、ちが、そうじゃなくて……」

　みるみる香か澄すみの顔が赤くなる。

「う、う、う……ううううぅぅぅぅぅううっ！」

　突然、香か澄すみは思い切ったようにワンピースを頭からすっぽりかぶった。

「どう!?　唯ただ人ひとちゃん!?」

　香か澄すみは顔を真っ赤にし、目じりに涙を浮かべつつ、腰に手を当てて胸を張った。

　服の上からではあるが、やはり穴の開いた二つの胸に目が行ってしまう。

「え？　は？　お前何をして──」

「──唯ただ人ひとちゃんのバカぁぁぁああああっ！」

「うわっ!?」

　香か澄すみがワンピースを脱いで投げつけてくる。顔に覆いかぶさったワンピースに藻も搔がいていると、バタンとドアが閉まる音がした。

　ワンピースをどけた時には、すでに香か澄すみの姿はどこにもない。

「あれ？　香か澄すみは帰ったんですの？」

　香か澄すみと入れ替わりに、フランチェスカが頭から湯気を上げながら出てくる。

「ああ……帰っちまったよ……」
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「うん？　その服は香か澄すみへのプレゼントですの？　喜んでくれるといいですわねー」

「ぶっ殺すぞ」

「な、なんでキレてるんですの!?」

　八つ当たり気味の殺気に、フランチェスカがびくりと怯おびえる。

「た、食べ物ダメにしたからですの？　冷蔵庫に入ったから怒ってますの？」

「ああ……それもあるな……」

　唯ただ人ひとは肩を落としながら、穴の開いたワンピースを乱暴にショップ袋にツッコむ。

「……で？　どうして冷蔵庫なんかに入ってたんだ？」

「それは、香か澄すみへのプレゼントを作ろうと思っていたんですの」

「プレゼント？」

「ブリザードフラワーですわ！　冷蔵庫の冷気を吸収して凍らせるつもりでしたの！」

　フランチェスカは得意げに胸を張るが、唯ただ人ひとは訝いぶかしげに眉を歪ゆがめた。

「それってプリザーブドフラワーじゃねぇの？」

「へ？　違うんですの？」

　フランチェスカはあっけにとられたように口をあんぐり開ける。

「ああ……間違いやすいよな。お前が言ってるのはプリザーブドフラワーって言って、凍らせるんじゃなくて専用の液体に浸して作るんだよ」

　母が作っていたので、よく覚えていた。

「だいたい、花を凍らせたってすぐ溶けるだろ……」

「そ、そんな……死にかけてまで作ろうとしましたのに……」

　フランチェスカは崩れ落ちるように膝と手をつく。

「香か澄すみへのプレゼントか……」

　唯ただ人ひとはちらりとダメになってしまった食材を見る。勘違いの連続で起こってしまった失敗だが、あのフランチェスカが人間にプレゼントをしようとここまでしたのだ。怒る気も責める気も、これっぽっちも湧かなくなった。

「せめて魔力があれば、花くらい半永久に凍らせられますのに……」

「まぁ、プリザーブドフラワーなら買うこともできるからさ」

　唯ただ人ひとは膝に手を置き立ち上がる。

「それじゃ、飯にするか。カレーうどんも冷蔵庫の中身もダメになったし、買ってこなくちゃな……なにか食べたいものあるか？」

「……なんだか優しくないですか唯ただ人ひと？　いっつも問答無用でトンカツなのに……」

「別に……普通だっての」

　唯ただ人ひとは口をへの字にして顔を背けつつ、上着を羽織る。

「いいからほら、早く着替えてこいよ。風邪引くぞ」

「風邪？　風邪ってアレですわよね？　時々人間が引くやつですわね？」

　フランチェスカは高らかに笑う。

「ありえませんわ！　魔王の娘たる私が、風邪なんて引くわけがないですわ！」

　何がおかしいのか、フランチェスカは限界まで背中をそらして笑っていた。

「……まぁ、バカは風邪引かないって言うからなぁ……」










　──翌日。

「うっ……うぅっ……頭が痛いですわ……」

　フランチェスカが、ベッドの中でぐずっていた。

「身体からだ中痛いし、鼻水は止まらないし、喉もイガイガしますわ……」

「フラグ回収能力ハンパねぇな」

　唯ただ人ひとはフランチェスカの額にぺたりと冷却シートを貼り付け、ため息をつく。

「そんな……私が風邪なんて引くはずありませんわ。これはきっと新種の奇病か、高度な呪術に違いありませんの」

「そんなんだったら風邪の方が良くない？」

　丁度その時、フランチェスカの脇に挟んでいた体温計から電子音が鳴った。

「３８・２度……結構あるな」

　取り出した体温計の液晶を見て、唯ただ人ひとは顔をしかめる。

「私が熱なんて出すはずが──」

「まだ言うか。だったらもっと正確に測ってみるか？」

「どうするんですの？」

「尻で測る」

　唯ただ人ひとが構えた体温計の先端が、鋭く光る。

「いやあっ！　どうして唯ただ人ひとは執しつ拗ように私のお尻をいたぶろうとするんですの!?」

　フランチェスカは布ふ団とんを頭まですっぽりとかぶり、ガタガタと震えた。

「人聞き悪いこというな。いいから大人しく寝てろ」

「ううっ……こんなに苦しいのなんて耐えられませんわ……。唯ただ人ひとはエリクシルとか持って帰ってきていませんの？」

「一個だけあるけど、あれって致命傷とかに使うもんだろ。風邪なんかに使えるかよ」

「そんなぁ……」

　フランチェスカは泣きべそをかく。

「エリクシルはやれないけど、遥はるかさんに連絡しといたから。仕事終わったら来てくれるって。それまで大人しく寝てろ。悪化したらバーベキューに行けなくなるぞ」

「うぅ……バーベキューに行けなくなるのは嫌ですわ」

　その一言が効いたのか、フランチェスカはベッドの中で大人しくなる。

　同時に、玄関からインターフォンの音が聞こえてきた。

「お、香か澄すみだ。それじゃあ、俺は学校に行くから」

「薄情者ですわぁ……」

　恨み言を言うフランチェスカを置いて、唯ただ人ひとは玄関へと向かう。

「お、おはよう唯ただ人ひとちゃん」

　ドアを開けると、香か澄すみが余よ所そ余よ所そしい態度で挨拶してくる。間違いなく、昨日のことが響いているからだろう。

「あれ？　フランちゃんは？」

「案の定、風邪引きやがったよ」

「え？　大丈夫なの？」

　香か澄すみは玄関の奥を覗のぞき込み、それからジトっとこちらを睨にらむ。

「ま、まさか唯ただ人ひとちゃん……あの変な服を無理やり着せて──」

「いやいや！　違うって！　あれは手違いで破いちゃったから買い取っただけなんだって！」

「なんで手違いであんなとこに穴開いちゃうの？」

　唯ただ人ひとは慌てて訂正するものの、香か澄すみは疑いのまなざしだ。

「色々あったんだって！　ほら、遅れるから行こうぜ！」

　これ以上問い詰められたくなくて、唯ただ人ひとは香か澄すみを押しやるようにして玄関を出る。

「──ところで、フランちゃんは熱あるの？」

　一階に下りて駅に向かいながら、香か澄すみは心配そうにマンションの方を振り返る。

「そこそこな。でも明日には間違いなく良くなるだろうよ」

　何せ「聖女」とまで称された回復魔法使いである遥はるかが来てくれるのだ。風邪くらいならすぐに治してくれる。

「ならいいけど。……まったく、どうして冷蔵庫に入るなんて発想が生まれるのかな……」

「……なんでだろうな……」

　まさか、彼女にプレゼントを贈るためだとは言えない。

（アイツなりに思いやった結果なんだけどな……）

　それで具合が悪くなってしまったのは、さすがに可哀かわい想そうだった。

（魔力がなくても魔族の頑丈さはそのままだし、風邪くらいじゃ心配することもないけど……）

　ふと、異世界に行っていた時のことを思い出す。自分も魔王を倒す旅の途中で体調を崩すことが、何度もあった。

　軽い病気やケガは、回復魔法や回復薬で治る。しかし食べ物があわなかったり、野宿が続いたりと、心因性の体調不良はどうしようもなかった。それこそ今のフランチェスカのように、熱が出て寝込んだりもしたのだ。

　いくら聖人クラスの回復魔法使いが仲間にいても、致命傷すら治す霊薬があっても、見知らぬ世界でひとりぼっち、病床に伏せている不安感というのには耐えがたい。唯ただ人ひとのことを勇者として尊敬している人からすれば信じられないかもしれないが、不安や孤独というものは防御力を無視して心に突き刺さり、身体からだを蝕むしばんでくる。

「フランちゃん、一人で寂しくないかな……」

　ふいに唯ただ人ひとの胸の内を見透かしたように、香か澄すみがつぶやいた。気づけば最寄り駅まで辿たどり着いており、香か澄すみは定期券をかざして改札の奥へと向かう。

　唯ただ人ひとも続こうと定期券を取り出したところで──手を止めた。

「……香か澄すみ」

「なあに？」

　改札の向こうで、香か澄すみが振り返る。

　通勤や通学の人々が、次々に自分のことを追い越していった。

「やっぱり俺────」










「うぅ……苦しいですわ……」

　フランチェスカは呻うめくが、答えてくれる人は誰もいなかった。熱の所せ為いで頭がぼんやりする。視界は靄もやがかかったように見えにくい。ベッドの中から見上げる天井が、やたら高く感じた。

　具合が悪い──それはフランチェスカにとって初めての経験だった。

　向こうの世界で呼吸と同じように常に魔力を吸収して身体からだを強化していたため、これまで病気になんてかかったことはない。自分に敵かなう者などなく、唯ただ人ひと達と戦うまではケガらしいケガもしたことがなかった。

　初めて経験する、継続的な痛みと苦しさ。異世界での孤独感も相まって、心がどんどんすり減っていく。

　もしも、魔王城にいる時に風邪を引いたとしたら、ダンテが魔族一の回復魔法の使い手を連れてきてくれるだろう。四天王の皆は、世界各地に散って回復薬をたんまり持ってきてくれるに違いない。部屋では自分に仕える侍女が付きっ切りで看病してくれるのだ。

　それなのに今は誰もそばにいてくれない。心配してくれる人も、温ぬるくなった額の冷却シートを取り換えてもくれない。

「うっ……うぅ……おうちに帰りたいですわ……お父様に会いたいですわぁ……」

　しばし忘れていたホームシックが、より巨大になって押し寄せる。フランチェスカは布ふ団とんをぎゅっと握りしめ、ポロポロと涙をこぼし始めた。

　こんな姿は見られたくない──と思うと同時に、見られてもいいから誰か来てほしい──という気持ちが芽生える。治してくれなくてもいい。「痛い」「苦しい」と言ったら「うん」と言ってくれるだけでもいい。

　病気で苦しむ人間を見た時は「なんてひ弱な種族だろう」と思ったが、今ならばその気持ちがわかった。──逆だったらどうだろうか？　自分が苦しんでいる姿を人間が見たら、良いい気味だと思われるか、チャンスと思われて殺されているかもしれない。今ならば、見下していた人間にすら簡単に負けてしまうだろう。

「ぅぅ……ぅぇぇえ……お父様ぁ……お父様ぁ……」

　フランチェスカは泣き続け、

　そしていつのまにか泣き疲れて眠ってしまった。










　どれくらい眠っていただろうか。

　フランチェスカはふと額に冷たい感触を覚え、うっすら目を開けた。

「お、起きたか？」

「お……とうさ──唯ただ人ひと……？」

　もう夕方になってしまったのだろうか。フランチェスカは身じろぎして窓を見るが、外はまだ明るい。

「……学校は、どうしたんですの……？」

「休んだ」

「……私の、ために……？」

「まーな」

「……そうですの……」

　不思議だ。憎たらしい相手のはずなのに、そばにいてくれるだけで、さっきまで感じていた不安感が和らいだ。

「どうした？　いつもなら『私の看病をできるなんて名誉に思いなさい』とか言うくせに」

「い、いま言おうと思っていたところですの！」

　ツンと口先をとがらせるフランチェスカを見て、唯ただ人ひとは苦笑する。

「憎まれ口叩たたけるくらいなら良かったよ。さっきまで『お父様』ってうなされてたからな」

「なっ!?」

　聞かれてしまっていた。フランチェスカは恥ずかしさに顔を赤くし、それを悟られまいと布ふ団とんを口元まで引き上げる。

「さて、起きたならなにか食うか？　レトルト粥かゆでも温めてきてやるよ」

「あっ……」

　唯ただ人ひとが出ていこうとした瞬間、フランチェスカは反射的に手を伸ばしてシャツの裾を摑つかんでしまった。

「ん？」

「い、いえ……なんでもありませんわ……」

　フランチェスカは手を放し、布ふ団とんの中に戻す。それを見た唯ただ人ひとは、鼻から大きく息を吐いた。

「飯、後にするか？」

「そ、そうしますわ」

　そう言うと、唯ただ人ひとは部屋の壁にもたれかかって腰を下ろした。見ればリビングにあったクッションや、彼の部屋にあったはずの充電器まで持ち込まれている。制服すら脱いでいない。ずっとそばにいてくれたのだろう。

　それからしばらく、二人は無言だった。フランチェスカは目がさえてしまい、じっと天井を見つめる。唯ただ人ひとはスマホを覗のぞき込んだままだ。

「……唯ただ人ひと」

　フランチェスカは寝返りをうち、壁にもたれている唯ただ人ひとの方を向く。

「どうした？」

　唯ただ人ひとが顔を上げる。

　フランチェスカは少し目を伏せた。熱で苦しむ中で、ちょっとした疑問が芽生えたのだ。

「向こうでお父様と戦った時のこと……覚えてますの？」

「ああ……忘れられっかよ」

　唯ただ人ひとの顔が歪ゆがむ。──二度とやりたくない──そんな表情をしていた。

「それなら……どうして唯ただ人ひとはお父様を殺さなかったんですの？」

　そう尋ねると、唯ただ人ひとは驚いたように目を丸くした。

「まぐれにしても勝ったのですから、殺すこともできたでしょう？」

　そう尋ねると、唯ただ人ひとは乱暴に後頭部を搔かきむしった。

「それはなんて言うか……お前がいたからだよ」

「私が？」

　今度はフランチェスカが驚きに目を丸くする番だった。

「確かに、ダンテを殺せばもっと簡単に人間は平和になるかもしれない。……でも、アイツにも家族があったから……」

「私が復ふく讐しゆうしたり……憎しみを連鎖させないためですの？」

「いや、そんな大層な理由じゃない」

　唯ただ人ひとは苦笑して首を横に振る。

「恨まれたくない。親を失った子を見たくない。その業を背負いたくない──そんな自分勝手な理由だよ。だから、互いに争わないよう和平の提案をしたんだ」

　唯ただ人ひとは自嘲気味に肩をすくめる。

「人類のために、全てを背負って魔王を倒す存在を勇者と呼ぶなら……俺は勇者じゃなくて、どこまでも『ただの人』なんだよ」

　彼のその言葉を聞いて、フランチェスカは少しだけわかったような気がした。

「……それはきっと違いますわ」

　魔族の王である父が、どうして唯ただ人ひととの和平に応じたのか。

「唯ただ人ひとは……お父様を『魔王』ではなく『子ある父』として見て戦い、勝って、そして生かした──『唯一の人』なんですわ」

「フランチェスカ……」

　その時だった。

　インターフォンが鳴り、同時に無遠慮にドアが開く音がする。

「唯ただ人ひと、入るよー」

「フランちゃんの具合どう？」

　家主の返事も待たず、香か澄すみと浩こう平へいが顔を出した。

「香か澄すみ……浩こう平へい……どうしたんですの？」

「どうしたもこうしたも、フランちゃんのお見舞いに来たんだよ」

　そう言って香か澄すみはスポーツドリンクや果物が入ったビニール袋をベッドサイドに置く。

「これは今日の分の授業ノートね」

　続いて浩こう平へいがコピー用紙の束を置いた。

　フランチェスカはお見舞いの品を手に取り、それをじっと見つめる。

「ふ、二人とも……あ、あの……その、なんと言いますか……」

「なに言ってるのフランちゃん」

「二人じゃないよ」

「「え？」」

　唯ただ人ひととフランチェスカが首を傾かしげると、ドアが開く音がして、それから数人のクラスメイト達たちが姿を現した。

「フランチェスカちゃん具合どう？」「なーんだ、結構顔色いいじゃん」「歓迎バーベキューまでに治しなよー」「っていうかトンカツとカレーしか食わせてないから風邪引くんだろ」「べべべ別にフランチェスカちゃんのパジャマ姿目当てで来たわけじゃ──」「ちょっと待って。私のカレーディスったの、だぁれ？」「ひっ!?」「この辺じゃネギを首に巻くと風邪が治るんだぜ」「尻に刺すんじゃねぇの？」「え……お前尻にネギ刺してんの？　引くわ」「みんな病人の前でうるせぇよ」

　静かだった部屋が一変、急に教室の中にいるような賑にぎやかさとなる。

「おいおい……喜ぶだろうからお見舞いに来てくれっては頼んだけど……」

　唯ただ人ひとがつぶやくと、浩こう平へいが困ったように笑う。

「いやぁ、フランチェスカちゃんのお見舞いに行くって言ったら、広まっちゃって……」

「俺が風邪引いた時はみんな来ねえくせに……」

　唯ただ人ひとが腐る中、フランチェスカは次々にお見舞いの品を渡される。スポーツドリンク、プリン、栄養ドリンク、アイス、暇つぶし用の漫画……それらを受け取ったフランチェスカは、両手で抱きしめる。

「こんな……こんなもの……回復薬なんて、一個もないのに……」

　抱きしめる手に、力が入った。

「だ、誰も……回復魔法使えないくせに……」

　ここに、フランチェスカを治せる人間なんて一人もいない。

　魔王城にいる時のように、自分を敬い、畏怖し、尽くす相手もいない。

　なのに──一人で天井を見上げていた時の気持ちは、消えていた。

「ぅぅ……ぅぇぇえ……っ」

　胸の内が熱くなり、気づけば瞳から涙がこぼれ出していた。

　急に泣き出したフランチェスカを見て、騒がしかった室内が静まり、それから皆オロオロし出す。

「まったく、もう……フランちゃんったら」

　そんな中、誰よりも早く香か澄すみがフランチェスカの傍そばに歩み寄り、両手を伸ばした。

「元気な振りして、外国で一人ぼっちで寂しかったんだよね？」

　フランチェスカは、そっと香か澄すみの胸に抱き寄せられる。

「最初に言ったでしょ。帰るまで友達作って、楽しく過ごせばいいって」

　香か澄すみに優しく頭を撫なでられ、フランチェスカの泣き声は大きさを増す。

　臆面も、プライドもなく、フランチェスカは魔王の娘ではなく、ただホームシックになってしまった少女として泣きじゃくる。

　こっちの世界には「唯一の人」が、たくさんいた。

「あ、あ、あ……」

　──そしてこれは、フランチェスカが人間に向かって初めて使う言葉だ。

「……あ、ありがとう……ですわ……」










　その夜、遥はるかが来て回復魔法を使ってくれたため、フランチェスカの風邪はあっという間に良くなった。それでも熱で奪われた体力や精神的な疲れは戻らず、唯ただ人ひとは翌日も大事をとってフランチェスカを休ませることにした。

　おかげで彼女は完全に復活し、夕食は香か澄すみのカレーをもりもり食べていたから、明日の歓迎バーベキューには問題なく参加できるだろう。

「……唯ただ人ひと」

　夕食後の洗い物をしていると、フランチェスカが入り口からこっそりこちらを覗のぞき込んできた。

「ん？　昨日もらったアイスなら冷凍庫にあるぞ」

「ち、違いますわ！　……え、えっと……」

　フランチェスカは言いにくそうに口をもごもごしていたが、やがて決心したようにしっかりとこちらに向かって立つ。

「た、頼みがありますの……」

「なんだ？」

　唯ただ人ひとは手を拭くと、自分もちゃんとフランチェスカと向き合う。

「そ、その……ちゃんとしたプリザーブドフラワーの作り方を……教えてほしいんですの……」

　口先はとがらせているし、顔はそむけているが、彼女が唯ただ人ひとにちゃんとお願いするなんて今までなかった。

　──もう彼女は、この世界を滅ぼさないだろう。

　それは昨日の様子を見て、わかっていた。

　だからこそ、唯ただ人ひとはすでに「あるもの」を準備していたのだ。

「悪いけど、俺も詳しい作り方は知らないんだ」

「えぇっ!?　そんなぁ……」

　フランチェスカはがっくりと肩を落とす。

「そんなことしなくても、花を凍らせればいいだろ」

「それができたら苦労は──なにしてますの？」

　唯ただ人ひとはシンク下の扉を開け、そこから小瓶を取り出した。中には、青白くきらめく、不思議な液体が入っている。

「そ、それはもしかして……」

「エリクシルだよ」

「そんなとこに仕舞ってたんですの!?」

「冷暗所に保存しとけば間違いないかなって……」

　唯ただ人ひとは電灯に瓶を透かしてみる。大丈夫そうだ……たぶん。

「快気祝いにこれやるよ。高コスト高威力のお前でも、魔法一回分くらいは魔力得られるだろ」

「い、いいんですの？」

　フランチェスカは、差し出された小瓶をおずおずと受け取る。

「……あ、あとで返せって言っても知りませんわよ！」

「言わねぇよ。早く飲めって」

「そ、それじゃあ」

　フランチェスカは瓶の蓋を開け、恐る恐る臭いを嗅ぎ、顔をしかめ、それから意を決して一気に中身を飲み干した。

「うえ、マズ──って、お？　おお？　おおおおお!?」

　フランチェスカは目を丸くして自分の両手を見つめる。傍そばにいる唯ただ人ひとでさえも、彼女の身体からだに膨大な魔力が蓄積されたのがわかった。──さすがは魔王の娘。唯ただ人ひとがエリクシルを飲めば完全に回復できるだろうが、フランチェスカは一本でようやく半分といったところだ。

「魔力！　魔力が身体からだの中にありますわ！　久しぶりの感覚ですわ！」

　フランチェスカは嬉うれしさのあまりその場でくるくる回る。

「早速カスミソウを凍らせませんと！」

　そう言うとフランチェスカはカスミソウの花を一輪用意する。もともとが小さい花なので、一輪だけだと指先に載る程度の大きさしかない。フランチェスカはその一輪を器状にした両手の上に載せ、目をつむる。

「では……【マカハドマ】……っ！」

　その瞬間、小さな花に膨大な冷気が集中する。花は一瞬にして凍り付いたが、フランチェスカはそれでも魔法を止めない。

　部屋の温度が一気に下がった。エアコンが室温の低下を感知して必死に温風を吐き出そうとするが、あまりの冷気に機能を停止する。シンクに張っていた水が、そこに漬けていた食器ごと凍ってしまった。唯ただ人ひとはとっさに魔力で身体能力を強化して防御するが、それでも凍いてつく寒さに肌が裂けそうになる。

「ば、バカ！　やりすぎだ！」

「おっとっと」

　ようやく、フランチェスカが魔法を止める。どうやらエリクシルで回復した分の魔力を全て使い切ったようだ。彼女の手の中には、綺き麗れいに凍り付いた小さなカスミソウがある。

「……あれだけ魔力注いでおいて、これだけ？」

「なにを言ってますの！　私が全力で凍らせたのですから、これは半永久的に溶けませんのよ！　しかも内々に冷気を込めましたから、表面はさほど冷たくなく、人間が持っても大丈夫になっていますわ！」

「お、本当だ」

　凍ったカスミソウを摘まみ上げてみると、確かにひんやりする程度だ。しかし内側から常に少しずつ冷気が漏れている。結構な衝撃でも割れなそうだし、夏場に持っていたらファン付きの服を着ているように常に涼しいだろう。

「いいなコレ。俺の分も作ってもらえば良かった」

「駄目ですわ！　これは香か澄すみにあげるものですもの！」

　フランチェスカは唯ただ人ひとの手からカスミソウを奪い取る。

「さーて、あと一仕事ですわ。紐ひもを通してネックレスにするんですの」

　そういうとフランチェスカはソファに腰掛け、鼻歌を歌いながら紐ひもの準備を始める。

　そんな彼女の様子を見ながら、唯ただ人ひとは鼻から息を吐いた。

「……おー、寒ぃ。こりゃ外の方が暖かいくらいだな」

　唯ただ人ひとは肩を縮こめ、両の腕をさする。

「フランチェスカ。俺はちょっと外に出てくるぞ」

「わかりましたわー」

　ネックレス作成に没頭しているフランチェスカは、おざなりな返事をする。それを聞いて、唯ただ人ひとはそっと家を出た。

　春も後半。まだまだ寒いが、家の中よりはマシである。夏に向けて徐々に葉の緑を濃くしている木々が、街灯に照らされていた。わずかだが虫の声もする。夜道に人気は少なく、時々犬の散歩をしている人や、反射材をつけてジョギングをしている人とすれ違う程度だ。

　それでも、近所の公園までやってくると、人っ子一人いなくなる。

　ここは、こっちで初めてフランチェスカと出会った公園だった。

　あの時、こちらの世界を征服しようとしたフランチェスカは、もういない。

　唯ただ人ひとは、誰もいない空間に向かって呼びかける。

「デルメア。いるんだろ？」

「はいはーい」

　すると宙に闇夜よりも黒い穴があき、そこからデルメアが顔を出した。いつの間にか虫の声や、遠くの喧けん騒そうは消えている。以前と同じように、元いた世界とはズレた空間に連れてこられたのだろう。

「よぉ……見てたか？」

「はい……しっかりと」

　唯ただ人ひとが尋ねると、デルメアは目を伏せて小さく頷うなずく。

「まさかフランチェスカ様がエリクシルを飲んでも攻撃に使わないなんて……」

「まぁ、そう思ったから渡したんだけどな」

　実は、あのエリクシルは唯ただ人ひとにとって試金石のようなものだった。

　フランチェスカがエリクシルを飲めば、一回くらいは攻撃魔法を撃てる。しかしその一回が脅威であり、彼女がその気ならば、マンションを中心に半径数十キロを壊滅させることだってできるのだ。むろん、唯ただ人ひともただでは済まない。

　だが、フランチェスカは攻撃に使わなかった。

　香か澄すみへの──人間へ贈り物をするために使った。

「アイツは変わったよ──いや、わかったって言った方がいいのかな。とにかく、もうむやみやたらに和平を破棄しようだなんて考えないはずさ」

「そう、ですね……」

　デルメアは、小さく息を吐いた。

　これで、「フランチェスカと人間を交流させる」という彼女の頼みは完了だ。

　そうなれば、これから先にすることは決まっている。

「……フランチェスカを向こうに連れて帰るんだな？」

「ええ」

　最初から決まっていたことだ。

　そもそも、一年たったら送り返す気でいた。それが……だいぶ早まっただけ。

　彼女が来た時はとっとと帰ってほしいと思っていたが、いざそうなると、少しだけ寂しくも思える。自分も意図せず「人間」として彼女と交流していたからだろう。

　だが、彼女は魔族だ。住む世界が違う。いつかは帰らなくてはならない。

　──そう。異世界から帰ってきた、自分のように。

「いつ帰るんだ？」

「準備が出来次第、すぐにでも」

「そうか、なら……」

　せめて。

「じゃあ明後日あさつてまでは待ってくれないか？　明日、アイツの歓迎会があるんだよ。……帰るのに歓迎会っていうのも、おかしな話だけど……アイツ楽しみにしてたからさ」

　きっとクラスの連中も悲しむだろう。

「それに明後日あさつては、香か澄すみと浩こう平へいとでかけるから……アイツらとは特に仲良くなってたからさ」

　そう言うと、デルメアは笑みを浮かべる。

「わかりました。それでは明後日あさつての夜に、迎えに上がります」

「ワガママ言って悪いな」

「いえいえ。もともとワガママを言ったのはこちらですし」

　これで、一件落着となるだろう。

　……いや。一つだけ大きな課題が残っていた。

　フランチェスカが帰るということを、いつ伝えるかだ。今となってはなんとも切り出しにくい話題だ。タイミングを考えるだけで少し憂鬱になってしまう。

「それにしても唯ただ人ひとさん……エリクシルをあんなところに隠してたんですね。全然気づきませんでしたよ」

「ん？　ああ……フランチェスカは食べ物なさそうなところは見ないからな」

「……他にも持って帰ってきてるんですか？」

「……いや、あれが最後の一個だよ。手持ちのは全部ダンテと戦う時に使い切ったからな……」

　唯ただ人ひとはゲームでＲＰＧをプレイする時は回復アイテムを余らせるタイプだったが、実際に戦場にいたらそんなことは言ってられなかった。正直、体力が半分にもなれば動きが鈍って死ぬ。ＨＰ残り１は、リアルで言ったら剣が腹を貫通したような状態だ。残った最後のエリクシルだって、正しくは「余った」のではなくダンテの攻撃が激しすぎて使う隙すらなかっただけだ。

「……あ、もしかして持って帰ったらマズかった？」

　考えてみればこっちの世界にはない代物だ。貴重なものだったからつい持って帰ってきてしまっていたが……。

「うーん……まぁ良くはないでしょうけど、使っちゃったから黙っておきましょう」

　デルメアはいたずらっぽく「しー」と口の前で人差し指を立てる。

「他になにか持ち込んじゃったものはあります？　よければ私が向こうに送り届けますよ」

　そう言われると、玄関の傘立てにヤバい物がある。

「……聖剣ニルヴァーナ……」

「……人魔共通の国宝じゃないですか……返してくださいよ……」

「いやでも、デルメアはニルヴァーナ持てないだろ？　持ったら腕もげるぞ？」

「そ、そうですね……それじゃあそれはまた別の機会ということで……」

　デルメアは渋々といった表情で引き下がる。

「あと、遥はるかさんが聖せい杖じようユニコーン持って帰ってきてたけど……」

「あー、あのユニコーンの角を使った……あれも私は触れないんですよね」

「あの杖つえは別に対魔族用の武器じゃないけど、ダメなの？」

「あら？　理由聞いちゃうんですか？」

「あ……」

　デルメアが艶あでやかな笑みを浮かべて唇に指を当てたのを見て、唯ただ人ひとは理由を察して顔をそむける。気が利きかないことを質問してしまった。

「──あっ。そ、そうだ」

　気まずさから、唯ただ人ひとは無理やり話題を変える。

「悪いんだけど、逆に持ってきてもらいたいものがあるんだ」

「なんです？」

　首を傾かしげるデルメアに唯ただ人ひとは「あるもの」を注文する。するとデルメアは笑顔で胸を叩たたいた。

「それくらいならお安い御用です！　明日の朝にでもお届けしますね」

「ああ、頼むよ」

　デルメアは一礼すると、黒穴の中へと沈んでいった。彼女の姿が完全に見えなくなると同時に、周辺から虫の声が聞こえ始める。どうやら、元の空間に戻ったらしい。

「……あと二日……か」

　唯ただ人ひとは夜空を見上げる。

　──なんてことだ。正直に言って、名残惜しくなってしまっている自分がいる。

「俺も一つくらい……思い出になるようなこと、してやりたいな」







[image: 第四章　バイバイ、フランチェスカ]







　バーベキュー当日。春の終わりにしては暑すぎる気温と晴天の中、唯ただ人ひとは遥はるかの車で学校へと向かっていた。フランチェスカは、あまりに楽しみだったようで、先に現地へと向かっている。

「そっか……帰っちゃうのね……」

　唯ただ人ひとから事情を聞いた遥はるかは、ハンドルを操りながら目を細めた。

「手間かけさせたね遥はるかさん。色々手続きしてもらったのに」

「仕方ないわ。遅かれ早かれ、こういう日は来るんだから」

　そう言いつつも、遥はるかはハンドルにもたれかかる。

「でもちょっと残念かも。意外と素直でいい子だなってわかってきたのに……」

「え？　素直でいい子……？」

「フランチェスカ様が『若い』とか言ってただけですよね？」

　ふいに、いないはずの三人目の声が車内に響く。

　ルームミラーに目をやると、後部座席に黒穴が出現し、そこからデルメアが顔を出した。二回目なので、さすがに唯ただ人ひとも遥はるかも驚かない。

「デルメア。頼んでたものどうだった？」

「ばっちりです！　特上のものを用意しましたよ」

　そう言うとデルメアは黒穴の中に腕を突っ込み、そこから一抱えほどもある巨大な肉の塊を取り出す。

「なるほど、差し入れね。若い子達だし、お肉はどれだけあってもいいもんね」

　熊やイノシシを狩るのは反対されてしまったから、こうしてデルメアに用意してもらったのである。こっちでこれだけの牛肉を買うとなれば相当な値段だが、狩ってもらえばただだ。

「それじゃ、この箱の中に入れておきますねー」

　デルメアは持ってきた牛肉を後部座席に積んだクーラーボックスの中に入れると、「それではまた明日」と言って黒穴の中へと沈んでいった。

　丁度そのタイミングで、車は校門に到着した。

「はいたっくん。とうちゃーく」

「ありがとう遥はるかさん」

　唯ただ人ひとはクーラーボックスを後部座席から引っ張り出すと肩にかけ、それから遥はるかに別れを告げ、校庭の方へと進んでいく。

　校庭の奥──運動部の部室棟や水道がある近くに、バーベキューサイトは設置されていた。すでに参加メンバーはそろっている。香か澄すみが女子達と一緒に飲み物を準備し、浩こう平へいと男子はグリルに炭を並べ、その合間をフランチェスカがウロチョロしていた。

　フランチェスカはこちらに気が付くと、小走りで近づいてくる。

「やっときましたわね唯ただ人ひと！　──その箱はなんですの？」

「差し入れだよ、ほら」

　唯ただ人ひとはクーラーボックスの蓋を開き、中の肉を見せつけた。

「ほほう、なかなか良さげな肉じゃありませんの」

　そう言うと、クラスメイト達たちも集まってきてクーラーボックスの中を覗のぞき込む。

「うわ、高かったんじゃないコレ？」

「……熊？　イノシシ？」

「まぁ牛肉っちゃ牛肉だから」

　唯ただ人ひととフランチェスカの主賓二人がそろったところで、バーベキューが始まる。

「各自、火の取り扱いには十分注意してくださいね」

　担任の笹ささ谷や先生の言葉を皮切りに、それぞれが調理に取り掛かった。グリルの中の炭は真っ赤に燃えており、上に敷いた金網に串に刺した肉と野菜を載せていく。炭火の遠赤外線は肉を香ばしく焼き上げ、食欲をそそる匂いが校庭に広がっていった。

「おいひい!?　おいひいですわ！　肉を焼いただけなのに、どうしてですの!?」

　フランチェスカは肉を頰張り、その美お味いしさに目を白黒させている。食べっぷりがいいので、彼女が立つグリルではクラスメイト達たちがじゃんじゃん次の肉を焼いていた。

「フランチェスカちゃん、ここらで魚のホイル包みでもやろうぜー」

「フランチェスカさん、飲み物足りてる？」

「あ、フランチェスカ殿。食べ終わった串はぜひ私に。なに、変なことには使いません」

　彼女の周りには、次々にクラスメイトがやってくる（変なのも交じっているが）。

　今回のバーベキューは唯ただ人ひとの復帰祝いも兼ねていたのだが、完全に主役を乗っ取られてしまっていた。

　──だが、悪い気はしない。クラスメイト達たちに向かって、少々不遜さが抜けた笑みを見せる彼女を見ながらそう思った。

「唯ただ人ひとちゃん、なんだか元気ないんじゃない？　ちゃんと食べてる？」

「あ、香か澄すみ……大丈夫、食べてるよ」

　香か澄すみが紙皿に肉を載せて、側そばまでやってきた。唯ただ人ひとは彼女から紙皿を受け取るが、箸はつけず、再びフランチェスカの方に視線をやる。

「まさか、フランチェスカちゃんに主役を取られて拗すねてるわけじゃないだろ？」

　香か澄すみに続いて浩こう平へいも、ペットボトルと紙コップをもってやってきた。

「そんなんじゃねぇよ。……ただな──」

　彼女や周りが楽しんでいるほど、その後の別れを想像してしまう。フランチェスカが帰ることを知っているのは、唯ただ人ひと以外に遥はるかとデルメアしかいないのだ。

「……実は、二人に話があるんだよ」

　そろそろ彼らにも伝えねばなるまい。神妙な面持ちの唯ただ人ひとに何か感じ取ったのか、二人は食べるのをやめる。

「急な話なんだけど……その、フランチェスカが国に帰ることになったんだ」

「「え!?」」

　二人は同時に声を上げ、それでも咄とつ嗟さに周囲に悟られまいと思ったのか、口に手を当てる。

「そんな……いつ？　どうして……？」

「家の事情で、明日の夜には……。決まったのが昨日で、まだ本人も知らないんだよ……」

「そんな……せっかく仲良くなれたのに……」

　香か澄すみは目を伏せ、それから盗み見るようにフランチェスカを見つめる。

「……それ、他の皆には？」

　浩こう平へいは口元に手を当てながら、小さな声で尋ねる。

「誰にも言ってない。お前らが初めてだよ。……いつ切り出したらいいかわからなくて」

「そりゃそうだよ……急すぎるもの」

　浩こう平へいは悲しそうにため息をついた。

「……皆には、言わない方がいいかもね」

「ああ。俺もそう思う」

　こんなに楽しんでいるのだ。今更水を差すような真ま似ねをして、お通つ夜やのような雰囲気にはしたくない。……したくないが、三人とも表情は暗くなってしまった。

「──ダメよ。こんなんじゃダメダメ！」

　その中で、最も早く切り替えたのは香か澄すみだった。彼女は頭を強めに振ると、前を見る。

「最初に言ったもん──フランちゃんと楽しく過ごすって。私達が暗かったら台なしよ」

　その言葉に、唯ただ人ひとと浩こう平へいは顔を見合わせ、頷うなずく。

「……そうだね」

「香か澄すみの言う通りだ。────おーい！　そろそろ俺の肉焼くぞっ！」

　唯ただ人ひとは表情を戻すと、声を張り上げながら輪の中へと戻っていく。香か澄すみと浩こう平へいもそれに続き、フランチェスカの横に並んだ。

「唯ただ人ひと！　ちょうど肉が足りなくなってきたところですわ！」

「待ってろ、今切り分けるから──っと、血合いは別にしないとな」

　唯ただ人ひとはクーラーボックスから肉の塊を取り出し、血合いを取り除き、手早くそれをスライスして皆に配っていく。上質な牛肉は網に置くと、なんともか香かぐわしい脂の匂いを漂わせた。

「おっ！　この肉うまいな！」

　デルメアが特上と言っていただけあり、クラスメイト達たちからは好評だ。だが、フランチェスカだけは難しそうに首を傾かしげている。

「あれ……？　なんだか懐なつかしい味ですわね……」

「ああ、そりゃ牛鬼の肉だからな」

「なるほど！　それで──って、なんで牛鬼の肉がこっちにあるんですの？」

「あっ、いや……」

　しまった。まさかデルメアに持ってきてもらったとは言えない。

「その……遥はるかさんがこっちに持って帰ってきて冷凍しておいたんだよ」

「なーんだ、そうでしたの！」

　疑問が解けたフランチェスカは、すっきりした様子で食べるのを再開する。

　──だが、唯ただ人ひとが安心したのもつかの間だった。

「……うっ!?」

　──突然、牛鬼の肉を食べていた浩こう平へいがうめき声を上げた。

　彼は皿を落とし、胸を押さえ、顔中に脂汗を搔かき始める。

「浩こう平へい……っ!?　お、おい！　どうした!?」

「あ、あれ……？　きゅ、きゅうに身体からだが……？」

（まさか、牛鬼の肉が原因!?　いや、そんなはずは……俺は何回も食べたことあるし……）

　だが、浩こう平へいのうめき声はボリュームを増していく。

「こ、浩こう平へい！　しっかりしろ！」

「こ、浩こう平へいちゃん！　え？　え？　生焼け食べちゃった!?」

　そして、次の瞬間。

「うわぁっ!!」

　浩こう平へいの悲鳴とともに──────彼の上半身の服がはじけ飛んだ。

　……いや、正確には、上半身の筋肉だけがボディービルダー並みに盛り上がり、服が耐えきれなくなったのだ。

　突然、筋骨隆々となった浩こう平へいを見て、唯ただ人ひと達は表情を失う。

「……え？　なにこれ？　僕どうなったの？」

「いや、俺にもさっぱり……」

　唯ただ人ひとが首を横に振ると、背後からも悲鳴が聞こえてきた。

「まさか……」

　恐る恐る振り返ると、牛鬼の肉を食べていた男子達が、次々に筋肉を隆起させ、衣服をはじき飛ばしていく。

「なんだこれ……どうなってんだ……？」

「さぁ？　もしかしたら、牛鬼の肉とこっちの調味料の食べ合わせが悪かったのかもしれませんわね。デルメアが前に牛鬼の肉を塩で食べたら肌が緑に変色してましたもの」

「なんだよそれ……俺はなんともないけど？」

「私や唯ただ人ひとくらい魔力耐性が強いとなんともないんですわ。その証拠に──ほら！」

　フランチェスカは牛鬼の肉をタレに浸すと、手近にいた男子の口にツッコむ。

「うぐっ!?　フランチェスカちゃんから食べさせてもらったのは嬉うれしいけど……ううう！」

「なにしてんだよお前!?」

「あれ？　なんともありませんわね？」

「…………いや、ちょっと違和感が……」

　肉を食べさせられた男子は、くるりとこちらに背を向け、おもむろにズボンを引っ張り、その中を覗のぞき込こんだ。

「す……凄すごいぞ唯ただ人ひと……っ！　通常時で折り畳み傘くらいのサイズになってる……っ！」

「いやそれ邪魔じゃない？」

「なにがですの？」

「ふ、フランちゃん！　ちょ、ちょっとこっちに来ようね！」

　香か澄すみはフランチェスカの耳をふさぎ、嬉き々きとしている男子から遠ざける。

「それにしても、こんなの変だよ！　みんな唯ただ人ひとちゃんのお肉食べちゃダメだからね！」

　香か澄すみは大声を出して注意を呼び掛けるが。

「きゃあああ！」

「しまった！　遅かった！」

　女子からも悲鳴が上がった。

　──最悪だ。女の子がゴリラみたいな筋肉を手に入れてしまったらトラウマものである。

　だが。

「え？　え？　私の癖毛が直毛になってる！」

「あっ！　二重！　私二重になってない!?」

「……なんで女子は良いい効果なんだよ。……いや、男子も良いいのかもしんないけど……」

　己の肉体を誇示しあう男子達と、綺き麗れいになってきゃあきゃあ言っている女子達を見て、唯ただ人ひとは疲れたように肩を落とした。

「おーっほっほっほ！　なんにせよ副作用があるなら、残りの肉は食べても大丈夫な私が全部いただきますわ！」

　そんな中、フランチェスカだけがウキウキと肉を抱える。しかし、彼女の言葉を聞きつけたクラスメイト達たちは鋭い眼光を向けてきた。

「……もっと食べれば、もっと素晴らしい筋肉が手に入るかも……」

「……二ミリ……まつ毛があと二ミリ長くなってほしいのよねぇぇええ……」

「え？　え？　え!?」

　肉を抱えるフランチェスカに、欲望に支配されたクラスメイト達がじりじりとにじり寄る。

「い、嫌ですわ！　私はもっとお腹なかいっぱいになりたいんですの！」

「待て！　逃げるな！」

「フランチェスカちゃんとて容赦しないわ！」

「肉！　肉置いてけぇ！」

　肉を持ったまま逃げ出すフランチェスカ。

　クラスメイト達たちは目をギラつかせながら追いかけ始める。

「どどど、どうしよう!?　吾妻あづまくーん、福ふく島しまさーん！」

　豹ひよう変へんしたクラスメイト達たちを見て、笹ささ谷や先生が泣きそうになりながら駆け寄ってくる。暴徒と化したクラスメイトは、もはや気弱な笹ささ谷や先生ではどうにもできないだろう。

「いや笹ささ谷や先生……俺にもどうしたらいいか……」

「そんなぁ……────うっ!?」

　突然、笹ささ谷や先生が胸を押さえて苦しそうな声を上げた。

「先生!?　まさか先生も食べて──!?」

「だ、大丈夫よ……これでも私は教育者……どんな変化があっても、絶対に我を忘れたりはしないわ……────うううっ！」

「先生!?」

　笹ささ谷や先生は一層大きなうめき声を上げた。

「……あら？」

　小柄で気弱だった笹ささ谷や先生は、身長が伸び、胸がはち切れそうなほど大きくなってきた。

　笹ささ谷や先生はキョロキョロしながら自分の身体からだを確かめると、「ふぅ」と悩まし気な吐息を吐き、それから艶あでやかな仕草で髪をかき上げた。

「……女が美しくなるのって、いけないことなのかしら？」

「しっかりしてくれよ先生！」

　唯ただ人ひとの叫びも空むなしく、笹ささ谷や先生までフランチェスカを追いかける群衆に混ざってしまった。

「もうまともなのは俺と香か澄すみしか────って、香か澄すみ!?　なんで肉焼いてんだよ!?」

「止めないで唯ただ人ひとちゃんっ！」

　気が付けば、香か澄すみが鬼気迫る表情でグリルに残っていた牛鬼の肉を焼いていた。

「あんなの見せられたら食べるしかないよ！」

「ちょ、落ち着けって！」

「唯ただ人ひとちゃんは黙ってて！　Ｅとは言わない！　あわよくばＤ！　せめてＣでもっ！」

　叫び、香か澄すみは牛鬼の肉を頰張る。

　──次の瞬間、風船から空気が抜けるような音とともに、香か澄すみの慎つつましい胸がより平らになっていった。

　瞳から光が消え、そのまま香か澄すみは膝から地面に崩れ落ちる。

「なんで私ばっかりぃぃぃいいいいいいいいっ！」

「あ、あ、あ……ほら、大丈夫だから！　な？　大丈夫だから？」

　渾こん身しんの叫びを上げる幼おさな馴染なじみの姿に、唯ただ人ひとはオロオロしながらワケのわからない励ましをすることしかできない。

[image: ]

「……唯ただ人ひとちゃん」

「な、なんでしょう？」

　聞いたことないくらい低い香か澄すみの声に、唯ただ人ひとは思わず敬語になる。

「前にさ……変な火を出してニュースになってたよね……？　あの道具……今もあるの？」

「道具って言うか……はい、あれ、もう一回できます……」

「──なら燃やして」

「え？」

　香か澄すみが顔を上げる。目尻いっぱいに涙をため、憎しみに歪ゆがんだ眼光は、フランチェスカが抱えている肉に向けられていた。

「あの肉を、この世から消して……っ！　あんなモノがあるからいけないのよ……っ！」

　震える香か澄すみの指が、フランチェスカの持つ肉を指す。

「あれを消し炭にしてッ！」

「は、はい！」

　迫力に押されて言われるがまま、唯ただ人ひとはフランチェスカに向かって両手を突き出す。

「当たったらゴメン、フランチェスカ！　────【アグネヤストラ】！」

　──校庭に、爆発音が響き渡った。










　結局、牛鬼の肉による身体変化は消化とともに綺き麗れいさっぱり消え去った。唯ただ人ひとのアグネヤストラの衝撃によって気絶したクラスメイト達たちには「バーベキューの中に混じっていたキノコのせいで幻覚を見た」ということで誤魔化してある。

「俺の筋肉……」

「憧れの二重が……」

「せっかく大人っぽいダイナマイトボディになれたのに……」

「私のお肉がぁ……」

　元の身体からだに戻ってしまって落ち込んでいるものが何人かいるものの、ようやく落ち着いた。

「まったく、みんな楽して理想を手に入れようとするからいけないんだよ？」

　その中で唯一マイナス効果だった香か澄すみだけが、やれやれと首を振りながらデザートのマシュマロを炙あぶっている。隣にいる浩こう平へいは何やらツッコみたそうな表情をしているが、彼女に睨にらまれるのが怖いのか、ジュースを飲んで誤魔化していた。

（場も落ち着いてきたし、そろそろいいかな）

　唯ただ人ひとは黒焦げになった肉を前に項うな垂だれているフランチェスカの肩に手を置く。

「ほらフランチェスカ。いい加減元気出せって。香か澄すみにプレゼント渡すんだろ？」

「はっ！　そうでしたわ！」

　フランチェスカはようやく立ち直ると、唯ただ人ひととともに香か澄すみの元へと行く。

「香か澄すみ、ちょっといいですの？」

「なあに？」

「ふっふっふ、香か澄すみにいいものをあげますわ！」

　フランチェスカは咳せきばらいを一つすると、用意していた小箱を取り出す。

「香か澄すみには特に世話になりましたので、プレゼントを用意してたんですわ！」

「え……？　フランちゃん……？」

　香か澄すみの瞳がわずかに揺れる。フランチェスカにその気はないだろうが、明日いなくなってしまう彼女からの、最初で最後のプレゼントだ。

「あ、開けるね？」

　フランチェスカから小箱を受け取った香か澄すみは、そっと蓋を開ける。中に入っていたのは、凍ったカスミソウだ。フランチェスカのドレスから抜いた革ひもを通してあり、首から下げられるようになっている。

「これ……凍ったカスミソウ……？」

「ええ、特別な方法で作ってありますから、絶対に溶けませんわ！　中の花は香か澄すみが好きと聞いたので入れてあげましたの」

「フランちゃんったら……ありがとう……！」

　こらえきれなくなったのか、香か澄すみは目元をぬぐった。彼女は大事そうにカスミソウを手で包んだ後、首から下げてみせる。

「え、えへへ……どう？　似合うかな？」

「愚問ですわ香か澄すみ！　美的センス溢あふれるこの私が見立てたのですから、似合わないわけがありませんわ！　我慢しないでもっと号泣して喜んでいいんですのよ？」

「な、泣いてないよぉ！」

　そう言いつつも、香か澄すみは少しだけ鼻をすする。

　──良かった。笑い合う二人を見ながら唯ただ人ひとは安心する。

　だが、その隣でじっと浩こう平へいがこちらを睨にらんでいた。そればかりか、顎を動かして「お前もやれ」と言わんばかりに急せかしてくる。

「あ、あのさ香か澄すみ……」

　浩こう平へいに促され、唯ただ人ひとも用意していた紙袋を取り出した。

「俺も行方不明になって色々心配かけたからさ……プレゼント用意したんだよ」

「え？」

　驚いたように目を丸くする香か澄すみに、唯ただ人ひとは紙袋を差し出す。

「これ……私が欲しいって言ってたワンピース……唯ただ人ひとちゃん、気づいてたの？」

「え？　あ、えっと……ま、まぁな！」

「あ、あ……ありがとぅ……」

　香か澄すみは消え入りそうな声で言い、それから顔を赤くしてぎゅっとワンピースを抱きしめた。

「……香か澄すみ。なんだか私の物より喜んでません？」

「そ、そんなことないよ!?」

「ですわよね！　この勝負、やはり私の勝ちですわ！　唯ただ人ひとごときに女心がわかるはずありませんもの！」

　いつから勝負だったのか──フランチェスカは高笑いを上げる。

　唯ただ人ひとも別に競うつもりはなかったが、そこまで言われちゃおもしろくない。

「……実は、もう一つプレゼントがあるんだよ」

「え？　ひ、卑ひ怯きようですわよ！　二つなんて！」

　ピーピー騒ぐフランチェスカを無視し、唯ただ人ひとはポケットに忍ばせておいた封筒を取り出した。

「これって……」

　封筒の中身を見た香か澄すみが、目を見開く。

「花桃ホテルの……スイーツビュッフェペアチケット……？」

　チケットを持つ香か澄すみの手が震えている。

　──そう。明日帰ってしまうフランチェスカのために、何か思い出を作ってあげたいと思い、急きゆう遽きよ用意したものだった。彼女も行きたいと言っていたし、二人で楽しんでもらい、こっちの世界での最後の思い出にしてほしい。

「やるじゃないか唯ただ人ひと！」

「まぁな」

　浩こう平へいがぐっとガッツポーズをし、唯ただ人ひとは照れたように頭を搔かく。自分でも、なかなか気が利きいたサプライズだと思った。

「え、えっと……これ……」

　ふとチケットを見つめたままの香か澄すみがつぶやく。彼女はチケットを顔の前で構えたまま、上目遣いでこちらを見てきた。

「これ……唯ただ人ひとちゃんと一緒に行く……ってことでいいんだよね？」

「え？」

「は？」

「ん？」

「あ！」

　香か澄すみの勘違いに気づき、唯ただ人ひとは顔を引きつらせる。

　香か澄すみとフランチェスカ二人に渡したつもりだったが、自分が誘ったと思われてしまったようだ。意図せず、デートに誘ってしまった形となる。

（ど、どうする!?　しかもなんか好感触だぞ!?）

　女子二人で行ってほしいと思ってたから自然に渡せた。もしもデートに誘うという目的を持っていたら、こんなに自然に渡せないだろう。……いや不自然でも渡せるならいい。唯ただ人ひとの場合、怖おじ気けづいて渡せずじまいになる可能性の方が高い。

（もう渡しちまったし、あとは俺が「うん」と言うだけ……こんなチャンスねぇぞ!?）

　唯ただ人ひとの心が揺れる。

　……だがこれは、フランチェスカのために用意したものだ。

「そ、それは……」

　彼女は明日でいなくなってしまう。

「い、いや……フランチェスカと二人で行けるように……って」

「え？」

　香か澄すみが、あっけにとられたように顔を上げた。それから彼女はみるみる顔を赤くし、頰を引きつらせて無理やり笑みを浮かべた。

「あ、あはは……そ、そうだよね？　女の子二人でだよねぇ!?」

「い、いや、ほら、なんて言うか？　明日で……な!?　だから……なっ!?」

　唯ただ人ひとと香か澄すみは、互いに乾いた声で笑い合う。

「スイーツビュッフェに行けるんですのね！　よくわかりませんがやりましたわー！」

　そんな中で、フランチェスカだけが吞気のんきに喜んでいる。

「…………──チッ」

「え……浩こう平へいちゃん、今舌打ちした？」

「浩こう平へいも舌打ちするんですの？」

「……いやゴメン。なんでもないからさ」

「……そ、そんな顔で見んなよ……」

　浩こう平へいは女子二人に爽さわやかな笑みを見せながらも、辛辣な視線をこちらに向けてくる。

「香か澄すみー、フランチェスカちゃーん、そろそろダッチベイビー作るよー」

「あ、うん！　今行く！」

「デザートを忘れてましたわ！」

　女子に呼ばれ、二人が駆け寄っていく背中を、唯ただ人ひとと浩こう平へいは見送る。

「……このへたれ」

「こ、今度はちゃんと誘うよ」

　できるかわからないが……。

「まぁ、フランチェスカちゃんは明日が最後だもんね。今回は仕方ないか」

「そうだな」

　ふとよぎる寂しさに、唯ただ人ひとは目を細める。

「いつかまた、こっちに来てくれるといいね」

「……どうだかな」

　唯ただ人ひとははっきり言えなかった。

　国が違うだけならば、電話やメール……交流を続ける手段などはいくらでもある。しかし、フランチェスカは異世界の住人だ。帰ったら最後、連絡は取れなくなる。

　もしかしたら、今日と明日を最後に、二度と会えなくなるかもしれない。

　──そんな気持ちを、唯ただ人ひとは異世界からこちらに帰ってくる時に経験していた。向こうの世界でお世話になった人々とは、もう二度と会えないだろう。

　人との繫つながりの中で、やり残したことがない──なんてことは不可能だ。

　永遠に共に過ごすことなどはできず、別れは必ず寂しさを生む。

　ならばせめて思い出を。

「……写真でも撮っとくか」

　唯ただ人ひとはスマホを取り出す。

「それがいいね。クラス皆の集合写真」

　唯ただ人ひとと浩こう平へいは頷うなずき合い、クラスメイト達たちの輪の中へと戻っていった。










　翌日。フランチェスカが帰る日。

　彼女には迎えが来ることを伝えていなかった。最後の日を気兼ねなく楽しんでほしいという思いがあったし、何よりフランチェスカが唯ただ人ひとの言葉を素直に信じない可能性が大きい。

「さては私を厄介払いするつもりですわね！」

　そんなことを言って怒り出すことが予想されたので、夜にデルメアに説明してもらうことに決めたのだった。

「ビュッフェ、ビュッフェ、どんなものか知りませんがデザートビュッフェ～」

「言っておくけど、それは最後だからな。まずはポスター回りが最初だ」

　ご機嫌な様子でいい加減な歌を歌うフランチェスカに釘くぎを刺すものの、彼女は聞いていない。そのまま二人はマンションの一階に降りる。そこには、すでに浩こう平へいと香か澄すみが集合していた。

「おはよう二人とも」

「や、やっほー……」

　爽さわやかな笑みを浮かべる浩こう平へいと、少し視線をそらした香か澄すみ。彼女は、唯ただ人ひとが昨日プレゼントしたワンピースを身に着け、首からはフランチェスカが贈ったカスミソウを下げていた。

「それ、着てきたんだな」

「うん……ど、どうかな？」

　香か澄すみは手を後ろに組み、少し身体からだを斜めに向ける。

「あ、いや……そうだな……い、いいんじゃないか？」

「そ、そう？」

　唯ただ人ひとはもごもご褒めるが、それでも香か澄すみは嬉うれしそうにはにかんだ。

「いいですわねー香か澄すみ。私も今日はドレスで決めるつもりでしたのに、唯ただ人ひとが洗濯したとか言うんですわよ？」

　そう言って頰を膨らますフランチェスカの恰かつ好こうは、香か澄すみから貰もらった服だった。

「……唯ただ人ひとちゃん、ナイス洗濯」

　香か澄すみは小さく親指を立てる。流石さすがにあの恰好でビュッフェに行くのは抵抗があったのだろう。

「……唯ただ人ひと」

　その時、浩こう平へいがこそっと耳打ちしてくる。

「フランチェスカちゃん、今日帰っちゃうのにドレス洗濯して大丈夫なの？」

「ああ、それはいいんだよ」

　唯ただ人ひとは適当に誤魔化しつつ、町へと向けて歩き出した。










　ポスターにお知らせシールを貼る作業を終えると、デザートビュッフェの予約時間となっていた。確保できたチケットは二人分だけだったので、唯ただ人ひとと浩こう平へいには時間を潰してもらい、フランチェスカと香か澄すみは花桃ホテルのレストランへと行く。

「こ、これがデザートビュッフェですの……？」

　訪れたレストランフロアを見て、フランチェスカは恐れおののく。

　会場の中央には白いテーブルクロスが敷かれた長机が並んでいる。その上には、何種類ものケーキや、トレイいっぱいに作られたプディングが並んでいた。アフタヌーンティースタンドには色とりどりのマカロンやカップケーキが積まれ、若い女性客が集まって吟味している。滝のように流れるチョコレートファウンテンの周囲にはみずみずしいフルーツが置かれ、カップルらしい二人が串に刺したイチゴをその中に刺し入れていた。

「わぁ、話には聞いてたけど、すごいね！」

　香か澄すみは目を輝かせ、さっそく皿を手に取るとテーブルへと近づいていく。その後ろを、フランチェスカがびくびくしながらくっついて歩いた。

「香か澄すみ……きっと私わたし達たちは騙だまされているんですわ。これが食べ放題だなんてありえませんもの！」

「大丈夫だって。みんな好き好きに食べてるでしょ？」

「た、確かに……」

　フランチェスカは周りを見渡し、皿いっぱいにデザートを載せた利用客を見て唾を飲む。

「ほ、本当に好きなだけ食べていいんですの……？」

「いいのよ」

「ふ、ふふ、ふふふ──！」

　フランチェスカは目を輝かせ、低く笑う。

「おーっほっほっほ！　ならば容赦はしませんわ！　私が全種類食べて、その中で特に美お味いしかったものを五回はおかわりしてやりますわ！」

「あんまり大きな声出しちゃだめだよ……っていうか、フランちゃんはお姫様っぽいし、こういうとこ似合いそうなのに知らないの？」

「確かに私は魔族の姫ですが、こんなものを作れる家来は──ハッ！」

　フランチェスカは思い出したように顔を上げる。

「……そういえば人間の王女はこういうことをやってるって聞いたことがありましたわ……」

　フランチェスカは憎々し気に爪を嚙かむ。

「こうなったら和平会談にかこつけてデザートビュッフェをやらせてやりますわ……余ったらデルメアに頼んで全部持って帰ってやりますわ……」

　意図せず、異世界の王室と魔王一行の会食が確定した瞬間である。

「フランちゃん、なにぶつぶつ言ってるの？　早く食べないと時間終わっちゃうよ？」

「なっ！　時間制限があるなんて聞いてませんわ！」

　フランチェスカは慌てて、香か澄すみの手を摑つかむ。

「香か澄すみ！　早くしますわよ！　私についてきなさい！」

「ふ、フランちゃん！　走らないの！」

　二人は笑いながら、テーブルに向かっていく。










　フランチェスカと香か澄すみがデザートビュッフェにいる頃、唯ただ人ひとと浩こう平へいは中華料理店で回ホイ鍋コー肉ローを食べていた。中華料理店は狭く、壁がタバコのヤニで黄色くなっており、床は油で汚れ、歩く度にぺたぺた靴底に引っ付く。だが、男二人は煌きらびやかなホテルのビュッフェよりこっちの方が落ち着けていた。

「二人とも、今頃楽しんでいるかな？」

「フランチェスカは食べ物与えとけばおとなしいから大丈夫だろ」

　唯ただ人ひとは最後の一口を口に放り込み、残った白飯を搔かき込こむ。

「唯ただ人ひとにしちゃ、いいプレゼントだったね」

「まっ、最後くらいわな」

　照れ隠しにそっけなく言うが、浩こう平へいはそれに感づいている風に笑っている。

「……いつか、今度は四人で行きたいね」

　ふと、浩こう平へいがぽつりと呟つぶやいた。

「唯ただ人ひとが帰ってきてくれたことも嬉うれしかったけど、フランチェスカちゃんと出会えたのも嬉うれしかったからね。今日で帰っちゃうけど、これで終わりなんて寂しいからさ」

「……ああ、そうだな」

　こっちの世界と異世界──本当ならば、友達に会うような理由で行き来してはいけないだろう。本来ならば交わることがない世界なのだから。でも、それでも、一回くらいはその願いをかなえてやりたい。…………デルメアに頼めればいいのだが。

「それじゃ、そろそろ行こうか」

「だな。そろそろビュッフェも終わりだろうし」

　二人は席を立つと、会計を済ませて駅の方へと向かう。

　デザートビュッフェが行われている花桃ホテルは駅ビルと連結しているのだ。

「駅ビルの展望室にもポスター貼ってあるんだよな？」

「うん。そこが最後の一枚だね。そこで女子組とも落ち合おうか」

　浩こう平へいはスマホを取り出し、香か澄すみにメッセージを送る。

　二人は駅ビルの中に入ると、エレベーターへと向かう。最上階の展望室が、最後の行方不明ポスターが貼ってある場所だ。

　──これまでポスターが貼ってあったのは、唯ただ人ひとがよく行く店や遊び場ばかりだった。だが、この展望室だけはほとんど行かない。

　それでもそこにポスターが貼ってあるのは、三ヶ月前に唯ただ人ひとが行方不明に──異世界に召喚された場所だったからだ。

（……ちょっと、緊張するな）

　もう二度と召喚はされないだろうし、されたとしても自分は力をつけている。

　それでも、再びこの世界と別れることになることは恐怖だ。

「唯ただ人ひと？」

　浩こう平へいの声で我に返ると、すでにエレベーターは到着していた。

「あ、ああ悪い」

　唯ただ人ひとは頭を振って嫌な考えを振り払うと、エレベーターに乗り込んだ。










「ふぅ、お腹なかいっぱいですわ」

「本当に全種類制覇するとは思わなかった……」

　デザートビュッフェを終えたフランチェスカと香か澄すみは、会場の花桃ホテルから連絡通路を渡り、駅ビルへと入った。そのままエレベーターに乗ると、最上階の展望室を目指す。

　ドアが開くと、すぐ目の前に大きなガラス窓がある。空はすでに暗くなっており、窓の向こうにはビル明かりや、車のヘッドライトで構成された夜景が広がっていた。利用客はまばらで、数組のカップルが一定間隔を置きながら夜景を眺め、小声で話をしている。

「ほほう！　なかなか綺き麗れいじゃありませんの！」

　フランチェスカは窓まど際ぎわに駆け寄り、張り付くようにして夜景を眺める。ふと見ると、近くに望遠鏡があったので、百円玉を投入して覗のぞいてみた。

　四角い明かりが、縦に並んだあの建物は唯ただ人ひとのマンションだろう。やや遠くにある、明かりを落とした広い敷しき地ちは学校だ。フランチェスカは、まだそれくらいしか知らない。ドーム型のあの建物は何だろうか。わりと近くに、カラフルな光を放つビルがある。山の近くにある、湯気を立ち上らせている場所には何があるのか。

　まだまだ行ったことがない場所がたくさんある。これから行けるのだろうか──そう考えていたら、急に眼めの前まえが暗くなった。望遠鏡の使用時間が切れらたらしい。

「フランちゃん、終わったよ」

　望遠鏡から目を離すと、ポスターにシールを貼り終えた香か澄すみがやってきた。彼女は手帳に最後のチェックを入れると、フランチェスカの隣に立って夜景を眺める。

「こんなところにも貼っていたんですのね。皆外ばっかり見て壁なんか見なそうですのに」

「そうだね。……でも、ここは唯ただ人ひとちゃんが行方不明になった場所だから……」

　当時のことを思い出すように、香か澄すみは目を伏せる。

「あの日も……こうして二人で夜景を見ていたんだけど、気づいたらどこにもいないんだもの。勝手に帰っちゃったんだって思って、凄すごく悲しかった……」

　香か澄すみは目を伏せる。

「……でも、次の日になっても唯ただ人ひとちゃんは学校に来なかった。家にもいなくて、電話も通じなくて、一週間経たっても、一ヶ月経たっても帰ってこなかった……」

　まさか、異世界に召喚されていたとは思うまい。残された者の不安は計り知れないだろう。きっと、何度も最悪の事態を想像してしまったはずだ。

「だから、帰ってきてくれて本当にホッとしたんだ」

「うーん、まぁ、そうですわね……」

　フランチェスカは歯切れ悪く相あい槌づちを打つ。向こうでは唯ただ人ひとと戦っていたし、殺す気で攻撃していた。もしも自分や魔王ダンテが勝っていたら、香か澄すみは一生悲しんだままだろう。

　フランチェスカは初めて、「あの時負けて良かった」と少しだけ思えた。

「ところで、どうして唯ただ人ひとと香か澄すみはこんなところに来たんですの？」

「ああ、それは……」

　フランチェスカが尋ねると、香か澄すみは少し頰を赤らめた。

「唯ただ人ひとちゃんが行方不明になった三ヶ月前って、ほら……二月十四日だったから……」

「それがどうかしたんですの？」

「え？　あれ？　フランちゃんの国ってバレンタインはメジャーじゃないの？」

　フランチェスカが首を傾かしげると、香か澄すみは「知らないのね」と苦笑いする。

「バレンタインっていうのは、女の子が男の子にチョコをあげる日なの」

「チョコをあげるだけなのに展望室に来ますの？」

「いや、えっと……ただあげるだけじゃなくて……その……」

　香か澄すみは頰を赤くしながら、歯切れ悪く口をもごもごさせる。

「チョコと一緒に……その、なんて言うか……思いを伝える日なの」

「ふーん、そうなんですのねー──────……………………えっ!?」

　フランチェスカは思わず香か澄すみを振り向く。彼女は耳まで赤くしながら、顔を隠すようにそっぽを向いた。

「え？　え？　香か澄すみ……唯ただ人ひとのことが好きなんですの!?」

「えっと、その、好きって言うか……友達以上の感情はあるっていうか……」

　フランチェスカの赤い瞳が、しどろもどろになっている香か澄すみの瞳を真まっ直すぐ見つめる。

　その真まっ直すぐな視線に観念したのか、やがて、香か澄すみは小さく頷うなずいた。

「……うん、大好き」

　そう言う香か澄すみは緊張しているのか、そばにいるフランチェスカまで高い体温が伝わってくる。

「はぇ～、まさかですわぁ……」

　驚きのあまり、フランチェスカは開いた口が塞がらない。

「今だから言うけど……正直、フランちゃんが唯ただ人ひとちゃんの家にホームステイするって知った時は嫉妬しちゃったんだ……」

　香か澄すみはバツが悪そうに、指先で頰を搔かく。

「行方不明になっている間に、恋人ができたのかと思っちゃって……唯ただ人ひとちゃんが好きになった人なら、応援してあげなきゃとも思ったんだけど、上う手まく取り繕えなくて……」

「私が？　唯ただ人ひとと？　──おーっほっほっほ！　ありえませんわ！」

　香か澄すみがあまりにも荒唐無稽なことを言うので、フランチェスカは盛大に笑う。

「私レベルの美少女が唯ただ人ひとなど相手にするわけがありませんもの！　だいたい、唯ただ人ひとも前から香か澄すみのことが好きだと言って──」

「えっ!?」

「あ……」

　うっかり口が滑ってしまった。フランチェスカは咄とつ嗟さに口を押さえるものの、出てしまった言葉は引っ込められない。

　まずい。口止めされていたのに……唯ただ人ひとに殺されてしまう。

「フランちゃん……それ……ほんと……？」

「え、あ、いや、その…………わ、私が言ったってことは内緒ですわよ!?」

「ほんと……なんだ……」

　香か澄すみは驚きに目を見開いており、やがて、そこに涙が溜たまっていく。

「あはは……私ったら、バカみたい。とっくに両想おもいなら、早く告白すれば良かった……」

　香か澄すみは泣き笑いしながら、目尻に溜たまっていた涙をぬぐう。

「まったく……唯ただ人ひとちゃんも男の子ならさっさと告白してくれたらいいのに」

「あわわわわわ……な、なんだか取り返しのつかないことをしてしまった気がしますわ……」

　フランチェスカは泣いている香か澄すみを前にしてオロオロする。唯ただ人ひとには口止めされていたけれど、両想おもいならば結果オーライなのか。それとも自分の口から言うつもりだったから水を差してしまったことになるのか。

「……フランちゃん。ありがとう」

「へっ!?」

　突然お礼を言われ、オロオロしていたフランチェスカは変な声を出してしまう。

「フランちゃんに言われなかったら……私、告白してなかったかもしれない」

「え？　ど、どうしてですの？　三ヶ月前は告白するつもりだったんでしょう？」

「うん……そうだったんだけどね……」

　香か澄すみは未いまだ瞳を潤ませながら、小さく鼻をすする。

「唯ただ人ひとちゃんが行方不明になって……失う怖さに気づいちゃったの。帰ってきてくれたけど、告白してフラれたら、また失っちゃうような気がして……そう考えたら告白する勇気がなくなっちゃったの」

　香か澄すみがこちらを真まっ直すぐ見つめる。

「でも、フランちゃんが教えてくれたから、また勇気が持てたわ」

　そして、香か澄すみは微笑ほほえんだ。

「ありがとう。フランちゃんと友達になれて、良かった」

「友達……」

　その言葉に、身体からだがムズムズする。

　これまで、友達などいなかった。自分より上には父しかおらず、残りの生物は全て自分より下に見ていた。対等な者など、この世にはいなかったのだ。

　中でも人間は自分よりずっと格下だ。

　なのに、対等に友達と言われた。

　それが、とてつもなく嬉うれしい。

　心を通わせることに、種族や力は関係ないのだと、気づけた。

「──ま、まぁ唯ただ人ひとなんかに香か澄すみは勿もつ体たいないと思いますけれどねっ！」

　フランチェスカは腕を組み、恥ずかしさを隠すようにそっぽを向いてみせる。

「で、ですが……と、友として……祝福してさしあげますわ」

「ふふふ……ありがとう」

　香か澄すみは微笑ほほえみ、フランチェスカははにかむ。

　初めてできた、人間の「友達」。

　これから、より深く心を通わせていくのだろう。

　──そう思っていたが。

「────さすがはフランチェスカ様」

　ふいに、懐なつかしい声がした。

　同時に、周囲が暗くなる。

　見れば、窓の外にあった夜景が消えていた。

「え？　停電？」

　家も、ビルも、街灯も明かりを消している。だが、車のヘッドライトすら光っていない。停電ではないのは明らかだ。

「いえ、香か澄すみ……これは……」

　肌を刺すような感覚がする。振り向くと、暗くなった展望室のフロアに、闇夜より暗い穴がぽっかりと出現した。その中から、青い肌と捻ねじれた二本の角を持った女性がゆっくりと這はいずりでてくる。

「お久しぶりですね、フランチェスカ様」

「で、デルメア～っ！」

　フランチェスカは駆け寄り、デルメアの首に抱き付く。

「どうしたんですの？　迎えは一年後のはずでは？」

「いやぁ、ちょっと様子を見に来たんですよ」

　そう言いながらデルメアは目を細め、フランチェスカの向こうに見える香か澄すみを見つめた。

「ふ、フランちゃん……なに……その人…………人間じゃ、ない……？」

　人外の者を目まの当あたりにした恐怖に、香か澄すみは後ずさりする。

　その強こわ張ばった表情を楽しむかのようにデルメアは嗤わらい、それからフランチェスカに向かって恭うやうやしく頭を垂れた。

「それにしても、実にお見事でしたフランチェスカ様」

「なにがですの？」

「またまたご謙遜を……」

　フランチェスカが首を傾かしげると、デルメアはゆっくりと頭を上げ、ニタリと嗤わらう。

「唯ただ人ひとさんの想おもい人と友人になるフリをして、人質にするなんて流石さすがです」

「えっ!?」

「た、唯ただ人ひとちゃん……？　人質……？」

　状況はわからなくても、デルメアの言葉の物騒さから、危機を感じたらしい。香か澄すみは後ずさりする速度を速めるが──。

「私から逃げられるとでも？」

　デルメアが黒穴に潜り、香か澄すみの真正面から姿を現した。

「少し大人しくしていてくださいね」

　デルメアの手が伸び、香か澄すみの首を摑つかむ。ギリギリとしまる指に香か澄すみは藻も搔がくが、やがて全身を弛し緩かんさせた。デルメアが手を離すと、香か澄すみは崩れ落ちるように床に倒れ込む。

　その拍子に、彼女の首からカスミソウのネックレスの紐ひもが切れて床に転がった。

「香か澄すみ!?」

　フランチェスカは慌てて香か澄すみに駆け寄る。

「睡眠毒で眠らせただけですからご安心を。大事な人質を殺しはしませんよ」

「そういうことではないですわ！　どういうつもりですのデルメア!?」

　香か澄すみを抱き起こしながらフランチェスカは怒鳴るが、デルメアは不思議そうに首を傾かしげる。

「おや？　フランチェスカ様は唯ただ人ひとさんを倒すおつもりではなかったのですか？」

「そ、それは……」

　そうだ。こちらの世界に来た当初は、それが目的だった。しかし魔力がなく、手も足も出ず、いつしか挑むことを止めてしまっていた。

「か、考えを改めましたの……。お父様のように、少し人間を理解することにしたんですわ」

「それはそれは……困りましたねぇ」

　デルメアは頰に手を添え、ため息をつく。

「せっかくダンテ様が和平を破棄する決断をなさったというのに……」

「え……お父様が……」

　フランチェスカの顔が強こわ張ばる。

「ええ。一時は日和ってしまいましたが、流石さすがは我らがダンテ様。やはり人間は滅び、魔族が世界を支配すべきだと思い直されたのです」

「そ、そんな……お父様が……」

　せっかく父の気持ちを理解できたのに……フランチェスカは身体からだを震わせながら俯うつむいた。

「ダンテ様も、四天王も、全ての魔族が……フランチェスカ様が唯ただ人ひとさんを倒して帰ってきてくれるのを待っているんですよぉ？」

　うつむくフランチェスカの顔を、デルメアが下から覗のぞき込こんでくる。

「フランチェスカ様ぁ？」

　デルメアの真っ黒な瞳が、大きく見開かれた。

「まさか、私達魔族全員を裏切るおつもりですかぁ？」

「そ、それは……」

「そんなことをしたら……二度と、こちらには帰ってこれませんよぉ？」

　その言葉にフランチェスカは息をのむ。

　人間を理解するつもりでいた。友ができた。

　しかし、それが「裏切り」となり、もう二度と帰れなくなるとなれば……。

（もう、お父様やみんなと会えなくなるなんて……）

　こちらに取り残された時、風邪で寝込んだ時、あの時の不安や恐怖が、一生続くことになる。

「どうなさるんですか、フランチェスカ様ぁ？」

　会いたい。帰りたい。

「わ、私は……」

　フランチェスカは、いつの間にか強く握りしめていた拳を解く。

「わ、私は……裏切ったりしませんわ……」

　絞り出すように言うと、デルメアが満足げに微笑ほほえむ。

「それでこそフランチェスカ様。ではさっそく人質を盾に唯ただ人ひとさんを倒す準備をしましょう」

　デルメアが眠った香か澄すみを抱え、黒穴を出現させる。

「ええ……」

　フランチェスカは歯をかみしめると、黒穴の中へと沈んでいった。










　エレベーターのドアが開くと、目の前に花桃町の夜景が広がっていた。だが、肝心のフランチェスカも香か澄すみも見当たらない。

「ん？　魔力反応……？」

「おかしいな。二人とも先についてるはずなんだけど」

　唯ただ人ひとと浩こう平へいは首を傾かしげながらエレベーターから降りる。

「あれ？　これって……」

　ふと、浩こう平へいが床にしゃがみ込む。

　見ると、彼の手にはフランチェスカが香か澄すみに送ったはずのカスミソウがあった。

「なっ！　浩こう平へい！　貸してくれ！」

　唯ただ人ひとは奪うようにして浩こう平へいから凍ったカスミソウを受け取る。

　──展望室で魔力を感じた時から嫌な予感がしていた。それは間違いなく、デルメアの気配だった。いつか彼女が香か澄すみに使用した睡眠毒の残ざん滓しも感じる。──何より、フランチェスカのドレスから抜いた紐ひもが、そう易やす々やすと切れるわけがない……鋭利な爪を持った手で首でもつかまない限り。

（これは……デルメアの仕業か……っ！）

　唯ただ人ひとはカスミソウを握りしめ、絞り出すように言う。

「……香か澄すみが攫さらわれた」

「えっ!?　た、唯ただ人ひと……なにを言って────」

　いきなりそんなことを言っても信じられるわけがないだろう。──だが。

「俺が行方不明になった時と似たような状況だよ」

　そういうと、浩こう平へいは息をのんだ。

　あの時と違うのは、魔王を倒すためではなく、恐らく勇者を倒すためということだ。

「唯ただ人ひと……行方不明になった時の記憶が曖昧だって……」

「悪い、詳しいことは後だ」

　唯ただ人ひとはスマホを取り出して遥はるかに電話する。強者に媚こび諂へつらうデルメアがこんな真ま似ねをするというのは、明らかに勝算がある時だ。ならば、万が一に備えて増援が欲しい。

　──しかし、電話は留守番電話に繫つながってしまった。

「くそっ！」

　唯ただ人ひとは苛いら立だちながら通話を終了する。

「た、唯ただ人ひと……状況がよくわからないんだけど……僕にできることはある？」

「ああ、そうだな……飯いい坂ざか遥はるかって人にこのことを伝えてくれ。電話番号を渡すから、とにかく連絡取れるまでかけ続けてくれ」

　そう言って唯ただ人ひとは遥はるかの電話番号を浩こう平へいのスマホに送る。

「飯いい坂ざか……フランチェスカちゃんのお姉さん？」

「一応な。頼んだぞ」

　唯ただ人ひとは踵きびすを返かえし、エレベーターへと向かう。

「唯ただ人ひと！」

　その背中に、浩こう平へいが声をかける。振り返ると、彼は心配そうに眉を顰ひそめていた。

「その……変なこと言うかもしれないけど、唯ただ人ひとが行方不明から帰ってきた時に、勇者とか異世界とか言ってたのって……本当に────」

　その言葉の続きを、唯ただ人ひとは首を振って遮る。

「今は香か澄すみを助けに行かないと……あと、フランチェスカも」

「そ、そうだね。二人のこと、頼んだよ」

「ああ……！」

　唯ただ人ひとは、力強く頷うなずいた。










　フランチェスカは、花桃高校の校庭にいた。

　デルメアが空間を切り離しているので、学校にもその周囲の建物にも、明かり一つついていない。それでも雲がないおかげで、青白い月光がほんのり辺りを照らしていた。

　ちらりと背後を振り返ると、黒穴の中にデルメアが収まっている。そしてその隣には、デルメアと同じように黒穴の中に香か澄すみが身体からだ半分ほど沈んでいた。睡眠毒のせいで深く眠っており、デルメアが鋭い爪の先で頰を撫なでたり、髪の毛を巻いたりしても起きる気配がない。

（香か澄すみだけは……無事に帰しませんと……）

　彼女は唯ただ人ひとに対する人質だ。だが人質は「生きていれば」いいのであって、つまり、腕や足がなくなったところで、生きていればその役割を果たしてしまう。戦いの中で唯ただ人ひとが優勢になれば、デルメアは死なない程度に彼女を傷つけるかもしれない。

（でも……無事に帰したところで、お父様がこちらの世界も侵略したら……）

　そうなれば、香か澄すみも、浩こう平へいも、学校のクラスメイトも、皆無事では済まないだろう。

（それだけは……お父様にお願いして……なんとしても止めないと……）

　フランチェスカはうつむく。すると、地面に光るものを見つけた。手に取ってみると、それはバーベキューで使った金属製の串だった。きっと落として片付け忘れたのだろう。

　それを見て、昨日のことが脳裏をよぎる。

　とても、楽しかった。

　この世界のことが、少し好きになれた。

　好きになれたのに、全て壊してお別れしなければならない。

　涙が浮かぶが、フランチェスカは無理やりそれを堪える。

「……危ないですわね」

　フランチェスカは串を拾いあげ、ポケットにしまった。

「ん？　何も危ないことはありませんよフランチェスカ様。私の計画は完璧です」

「……そうですわね」

　フランチェスカがため息をついたところで、ピリッと空気が震えた。

　空気の震えは徐々に大きくなり、何かがこちらに近づいていることを知らせている。

「来たみたいですね……相変わらず、とんでもない魔力と殺気ですよ……」

　デルメアは身震いしながらも、不敵に笑う。

「さ、フランチェスカ様。迎え撃ちましょう」

「……ええ」










　巨大な魔力の反応は、花桃高校から発せられていた。

　遥はるかとの連絡はまだ取れていないが、事態は一刻を争う。唯ただ人ひとは腰に聖剣ニルヴァーナを携え、一人で校門をくぐった。

　校庭に入ると、空気が変わる。明かりは消え、夜の喧けん騒そうは静まり、月明かりだけが照らす。

　月光が落ちる中心に、フランチェスカとデルメア……そして、黒穴に拘束された香か澄すみがいた。

「香か澄すみ！」

　唯ただ人ひとは駆け寄ろうとするが、

「それ以上近づかないでください」

　デルメアに制止され、唯ただ人ひとは足を止める。身を低く構え、剣の柄に手を置き、真まっ直すぐに睨にらみつけた。

「デルメア……どういうつもりだ？」

「どうもこうも、この状況を見てわからないんですかあ？」

　デルメアは両手を広げて嘲り笑う。

「最初から、俺を殺すつもりだったんだな？」

「ええ。私はゴリッゴリの和平反対派──魔族と人間ごときが対等なんてありえませんもの」

「フランチェスカと人間を交流させようとしたのも、俺の警戒を解くためか」

「ええ、その通りです。おかげで唯ただ人ひとさんの弱点になりそうな人物も見極められましたし、エリクシルも使い切らせましたし、全て準備は整いました」

　デルメアは勝ち誇ったように香か澄すみの頰を撫なでる。その行為に唯ただ人ひとは剣を抜いて斬りかかりたくなるが、すんでのところで堪えた。

「フランチェスカ……お前も同じか？」

「私は……」

　フランチェスカはうつむく。

「さ、最初から人間と仲良くするつもりなんてありませんわ……」

　それは無理やり絞り出したような声で、唯ただ人ひとにもわかる。

「ダンテは、そのつもりなんだぞ？」

「お父様も……和平を破棄するつもりですの……」

「なに？」

　唯ただ人ひとは顔をしかめる。

「……それはデルメアから聞いたのか？　ダンテ本人から聞いたわけじゃないだろう？」

「そ、それは……」

　フランチェスカはハッとしたように顔を上げ、デルメアは薄く微笑ほほえむ。

　おかしな話だ。魔王ダンテが再び戦いを始める──百歩譲ってそれがありえたとしよう。それならば、唯ただ人ひとが今この世界にいるはずがない。とっくに、かつての仲間と一緒に異世界に召喚されているだろう。

「……だ、だとしても、ですわ……っ！」

　フランチェスカは拳を握りしめる。

「和平に反対する魔族が、私の帰りを待っているんですの……っ！」

「フランチェスカ……お前……っ！」

　唯ただ人ひとは歯ぎしりする。魔王ダンテが本当に和平を破棄するつもりなのかどうか、確かめる術はない。だが、ここで唯ただ人ひとと敵対しなければ、反対派の魔族に対しては裏切りとなってしまう。そしてデルメアも反対派であるならば……彼女と敵対してしまえばフランチェスカは二度と故郷に帰れなくなってしまうのだ。

「さあ、お喋しやべりはこの辺にしておきましょうか」

　デルメアの言葉に、唯ただ人ひとは剣に手をかけ睨にらみつける。

「俺に……勝てると思ってるのか？」

「まさか。いくら人質を取っても、私ごときが唯ただ人ひとさんに勝てるなんて思っていませんよ」

　降参ともとれるような物言いに唯ただ人ひとは眉を顰ひそめるが、デルメアの表情は未いまだに不敵なままだ。

「唯ただ人ひとさんと戦うのは、フランチェスカ様です」

　そう言うと、フランチェスカの背後に黒穴が出現した。そこから魔力があふれ出し、フランチェスカに吸収されていく。こちらの世界では感じることができなかった威圧感が増していき、魔王の娘と呼ぶにふさわしいプレッシャーが唯ただ人ひとを襲う。

「……向こうにいる時の、四割ほどですわね」

　フランチェスカが右手を伸ばすと空気が凍っていき、彼女の背丈ほどもある大剣の形を象かたどった。あの氷の大剣を作るだけで、唯ただ人ひとの魔力の半分は使っているだろう。

　唯ただ人ひとはこめかみから汗を流しながらも、まだ鞘さやから剣は抜かない。

「フランチェスカ……やめろ……構えるな……っ！」

　おそらくこれが、最後の警告だ。

「唯ただ人ひとの方こそ……抵抗しないことですわ……香か澄すみの命だけは、助けますから」

　フランチェスカが、大剣を構えた。

「バカ野郎……っ！」

　唯ただ人ひとが剣を抜くのと、フランチェスカが駆け出すのは同時だった。

　振り下ろした剣同士がぶつかり合い、甲高い火花を散らす。そこから五連──唯ただ人ひとは一瞬にして斬撃を繰り出すが、全て受けられた。巨大な氷の大剣では小回りは利かないはずなのに受けられるのは、単純に彼女の腕力と反射神経が並外れているためだ。

「今度はこっちの──っ」

　フランチェスカが大剣を振りかぶる。

「番ですわっ！」

　バッティングでもするような大ぶりな一撃──それを受け止めた瞬間、唯ただ人ひとの身体からだが浮いた。

「噓うそだろ──っ！」

　フランチェスカの一撃に耐えらず、唯ただ人ひとの身体からだが打たれたボールのように吹っ飛ぶ。身体からだは校舎の壁に激突し、鉄筋コンクリートの壁をも貫通した。唯ただ人ひとの身体からだは教室の机をなぎ倒しながら転がり、廊下の壁に激突したところで止まる。

（剣技もなにもあったもんじゃねぇ……身体能力強化だけでコレかよ）

　身体からだに突き刺さった机や壁の破片を引き抜きながら、唯ただ人ひとは息を整える。

　だが、休んでもいられない。フランチェスカが、両手を突き出している姿が見えた。

「【マカハドマ！】」

「ヤバい──っ！」

　フランチェスカが地面に手を押し付けると、校舎の中心から屋上まで一本の氷柱が貫いた。そしてその氷柱を中心として何本もの氷柱が木の枝のように一斉に突き出て、校舎のあちこちから飛び出る。

「粉々ですわっ！」

　フランチェスカが腕を振るう。その動きに呼応して、中心の氷柱が高速回転した。枝分かれして生えた氷柱がまるでミキサーの刃のような役割をして、一瞬にして校舎は跡形もなく砕かれてしまう。

「いい加減に──」

　──間一髪、校舎から飛び出していた唯ただ人ひとは右手に魔力を溜ためる。

「──しやがれフランチェスカァッ！」

　唯ただ人ひとの右手から熱線が放たれる。だが、フランチェスカに命中する直前、彼女の目の前に氷の壁が出現して熱線を受け止めた。氷の壁は粉々に砕け散るが、その後ろのフランチェスカは無傷である。

　だが、その隙に唯ただ人ひとはフランチェスカの側面に回り込んでいた。

「【アグネヤストラァッ！】」

　もう一発熱線を発射。フランチェスカは横に避ける────が。

「一いつ閃せんッ！」

　唯ただ人ひとが右手を薙なぐ。その動きにつられ、熱線が横一線に走る。射線上にあった遠くの山が焼き切られ、ズルりと滑り落ちる。

　広範囲かつ高威力の一撃──しかし、フランチェスカは再び氷の壁で防御をしていた。それでも衝撃は受けきれなかったらしく、彼女は肩で息をしている。

（まだ立っていられるのか────だけどっ！）

　二人とも、魔力を大量に消費してしまった。しばらく強力な魔法は撃てない。

　唯ただ人ひとは剣を構えると、一気に接近する。フランチェスカも重たそうに大剣を掲げた。

　二つの刃がぶつかる。だが、フランチェスカからは先ほどまでの圧倒的なパワーが感じられない。唯ただ人ひとの斬撃を受け止めた瞬間に顔をしかめ、押し返すことができないでいる。

　それでもしばらくすれば再び魔力を吸収してあの圧倒的な力を取り戻すだろう。

「フランチェスカ！　もうやめろ！」

「そ、そうはいきませんの……っ！」

　交わる刃越しに、唯ただ人ひととフランチェスカは睨にらみ合う。

「私は！　帰りたいですし！　香か澄すみも！　浩こう平へいも！　傷つけたくありませんの！」

　力任せの斬撃。一撃一撃受ける度に、腕が肩から飛んでいきそうな威力がある。

「だから唯ただ人ひと！　貴方あなたが死ねば！　いいですのに！」

　頭上から振り下ろされた一撃を受け止め、唯ただ人ひとは膝をつく。

「…………でも」

　ぎりぎりと上から大剣を押し込まれる中、唯ただ人ひとの顔に、涙の雫しずくが落ちた。

「でも……私は……何な故ぜだか貴方あなたのことも斬りたくありませんの……」

「フランチェスカ……」

　フランチェスカが大剣に力を込めた瞬間、唯ただ人ひとは剣を傾けて受け流す。

　そのまま彼女の懐ふところにもぐり込んだ。

　絶好かつ必殺の隙。フランチェスカは慌てて大剣を振り上げるが、唯ただ人ひとの斬撃の方が早い。

「──くそっ」

「え？」

　フランチェスカを斬る瞬間、唯ただ人ひとは刃を止めた。そして、勢い余ったフランチェスカの斬撃だけが、唯ただ人ひとのわき腹を切り裂く。

　氷の刃はあまりの低温で、傷口が焼けるような痛みを持つ。噴き出した血しぶきは一瞬にして凍り、周囲に赤い粒となって降り注いだ。

「ど、どうして……」

　フランチェスカは大剣を落とし、地面に倒れた唯ただ人ひとの傍そばに膝をついた。その様子を見ていたデルメアが、嬉き々きとした声を上げる。

「フランチェスカ様！　今です！　トドメを刺しちゃいましょう！」

　フランチェスカは手を震わせながら、再び大剣を握る。それを杖つえのようにして立ち上がると、ゆっくり頭上に掲げた。










　氷の刃が唯ただ人ひとの首を切断する──と思われたが、その切っ先は頭のすぐ横の地面に突き刺さっていた。

「……ふ、ふふ……ふふふ」

　フランチェスカから、低い笑い声が漏れる。

「ふふふ────おーっほっほっほ！」

　そして、いつものように不遜で尊大な高笑いを上げた。

「弱い！　弱すぎますわ！　やはり唯ただ人ひとごときじゃ私に敵かなうわけがありませんわね！」

　フランチェスカは大剣を担かつぎなおすと、デルメアに向き直る。

「さ、デルメア。帰りますわよ。香か澄すみを離しなさい」

「おや？　フランチェスカ様……トドメは刺さないんですか？」

　デルメアはまだ、香か澄すみを離そうとしない。

「このまま放っておいたら、きっと遥はるかさんが来て回復してしまいますよ？」

「問題ありませんわ！　今の戦いで実力ははっきりしましたし、今後いくら唯ただ人ひとが私わたし達たちに挑んで来ようと、脅威ではありませんもの！　……さ。香か澄すみを離しなさい」

　フランチェスカは手を差し出すが、デルメアは首を傾かしげた。

「こちらの世界を征服するというご予定はどうしたんですか？」

「ふん！　こんな魔力もない世界、手に入れたところで無駄ですわ！　放っておけばいいんですの！　……さ。香か澄すみを離しなさい」

　再三促すが、デルメアは香か澄すみから離れようとしない。

　そればかりか、ずっと浮かべていた不敵な笑みは消えていた。無表情になり、顎を少し上げ、肩を下げてため息をついている。

「…………フランチェスカ様も、ダンテ様と同じように唯ただ人ひとさんに毒されたんですね」

「……デルメア？」

　今までの彼女からは考えられない、不敬な態度にフランチェスカは眉を顰ひそめる。

「お父様は、和平を破棄するのでは……」

「そんなの噓うそに決まってるでしょう」

　デルメアは苛いら立だったように舌打ちし、髪の毛を搔かきむしる。

「そんな……なんのために!?」

「そうでも言わないと、フランチェスカ様は戦いを渋ったでしょう？」

　デルメアが嗤わらい、両手を広げる。

「あーあ、フランチェスカ様なら魔力がなくても唯ただ人ひとさんに勝てると思ってこっちに送り込んだのですが……まさかここまでポンコツになるとは予想外でしたよ。おかげでこんな回りくどい舞台を用意しなくちゃならなくなりました」

　魔王の娘が勇者を討ち取れば、反対派が活気づくと同時に、一番の脅威がなくなる。

「この戦いで唯ただ人ひとさんがフランチェスカ様を殺してくれても良かったんですけど……まさか土ど壇たん場ばで剣を止めるなんて思いませんでしたね」

　もしも唯ただ人ひとがフランチェスカを殺せば、和平賛成派だった魔王が一転──反対派の筆頭になるだろう。

「デルメア……私を裏切ったんですわね!?」

「なにを仰おつしやっているんですか？　最初に裏切ったのはフランチェスカ様じゃないですか」

　激げつ昂こうするフランチェスカに対して、デルメアの瞳は冷ややかだ。

「和平反対派だったのに、人間と仲良くなってしまって……」

　その言葉にフランチェスカは言い返せず、歯をかみしめる。

「はぁ……お変わりになりましたね。フランチェスカ様も皆も、ずっと人間を見下してたっていうのに、唯ただ人ひとさん達に負けてから怖おじ気けづいちゃって」

「それは違いますわ！」

　フランチェスカが吼ほえる。

「強い弱い──勝つ負けるの話ではありませんの！　魔力がないこちらで過ごしてわかりましたわ……共に過ごすならば、争わないのであれば、私わたし達たちと人間に大きな違いはありませんの！」

　フランチェスカは大剣を突き付ける。

「魔王を倒した勇者でさえ！　こっちに帰ってきたらただの人でしたわ！」

「……ひ弱な人間と同等だなんて、屈辱なんですよ」

　デルメアは冷ややかな瞳で見下し、髪をかき上げる。

「まぁ計画通りにはいきませんでしたけど、唯ただ人ひとさんは虫の息ですし……あとはフランチェスカ様が死ねば『勇者と魔王の娘が戦って相打ちになった』となりますね。勇者の脅威はなくなるし、ダンテ様は反対派になるでしょうし……」

　デルメアはにやりと笑う。

「いえ……私が唯ただ人ひとさんを倒してフランチェスカ様の敵を討ったことにすれば、四天王どころかダンテ様の側近になれますねぇ」

「デルメア！　そんなこと許しませんわよ！」

　フランチェスカが氷の大剣を構える。しかし、デルメアは少しも怖おじ気けづく様子もなく、鼻を鳴らして肩をすくめた。

「フランチェスカ様？　どこで大きな口を叩たたいてらっしゃるんですかあ？」

　そう言ってデルメアが指を鳴らすと、フランチェスカの背後にあった黒穴が消失する。その瞬間、魔力の供給を断たれた氷の大剣が粉々に砕け散った。

「これでフランチェスカ様は、だーい好きな人間と変わりないですねえ？」

　デルメアが指先に魔力を集め、それを弾く。

　大して威力がない魔力の弾丸──しかし、それを受けたフランチェスカは後方に吹っ飛んだ。命中した腹部が痛み、フランチェスカは背中を丸めてうめき声を上げる。

　そんな様子を見て、デルメアが笑い声を上げた。

「あっはははははっ！　魔力がないこっちじゃ私が魔族最強です！　四天王も、フランチェスカ様も、ダンテ様だって私に敵かなわないんですから！　どいつもこいつも私のこと最弱だとか面つら汚よごしとかバカにして！　思い知らせてやりますよ！」

　デルメアが右手を突き出した。そこに、これまでで最も大量の魔力が集まっていく。

「死んでくださいフランチェスカ様あっ！」

　デルメアが巨大な魔力の弾丸を放とうとした────その瞬間。




「──フランチェスカ。どうやらデルメアは、いずれダンテも裏切るつもりみたいだぞ」




　小さな、それでもはっきりと力強い声が聞こえた。

「…………え？」

　デルメアは魔力の弾丸を引っ込め、顔を引きつらせる。

　腹部を裂かれたはずの唯ただ人ひとが、ゆっくりと起き上がっていた。










「あー……思ったより痛かったな」

　唯ただ人ひとは切り裂かれた腹部をさする。

「なっ……ど、どうして──」

「どうして立てるんですかあ!?」

　フランチェスカの声にかぶせて、デルメアが悲鳴のような怒鳴り声を上げる。

「まさか、エリクシル!?　最後の一本と見せかけて、隠し持っていたんですか!?」

「いや、フランチェスカに渡したのが、正真正銘最後の一本だよ」

「ならどうして!?」

　唯ただ人ひとは、ボロボロになった上着を脱ぎ棄すてる。

「……ごめんな、フランチェスカ」

　唯ただ人ひとの身体からだ──そこには、黒い布がサラシのように巻き付けてある。それは──。

「私のドレス!?　ボロボロじゃないですの!?」

　唯ただ人ひとの身体からだには、フランチェスカが着ていたドレスが巻いてあった。彼女のドレスは、「魔力さえ込めれば」全属性と物理攻撃に耐性を持つ最高級の防具だ。こちらの世界ではフランチェスカが着ていてもただの布だが、唯ただ人ひとが身にまとえばその効果は発揮される。

「っていうか血！　この血も獣臭いですわ！　これ……牛鬼の血合いですの!?」

「そうそう。ただの血ち糊のりじゃ魔力こもってないからバレると思ってさ」

「……まさか、最初から私の計画に気づいて……？」

　デルメアは瞳を揺らし、全身を小刻みに震わせる。

「エリクシルの在庫を確認したり、装備を回収しようとしたり、怪しかったからな。……まぁ、俺がそう言ってもフランチェスカはお前を信じるだろうから、こうして直接喋しやべってもらうしかなかったけど」

　唯ただ人ひとの中で、冷たい水が徐々に沸騰していくように、何かが沸き上がる。

「でも焦あせったぞ……まさか香か澄すみにまで危害を加えるなんて────」

　沸騰するような感覚は、グツグツと、マグマのような感覚になっていく。

「覚悟できてんだろうなデルメア──っ!?」

　唯ただ人ひとの全身から、膨大な殺気があふれ出す。それをまともに受け止めたデルメアは「ひい」と悲鳴を上げた。

　しかし、すかさず彼女は香か澄すみを盾にする。

「ま、待ちなさい！　こっちには人質がいるんですよ!?」

「だから俺と──フランチェスカがブチ切れてんだよ！」

　唯ただ人ひとが凍ったカスミソウを取り出す。それを頭上に放り投げると、聖剣ニルヴァーナを叩たたきつけた。カスミソウは砕け散り、そこから莫ばく大だいな魔力が放たれる。

　それを、フランチェスカが全て吸収した──およそ、エリクシル一個分の魔力だ。

「フランチェスカっ！」

「わかっていますわっ！　──【マカハドマァッ！】」

「ひっ!?」

　次の瞬間、フランチェスカから放たれた冷気が香か澄すみを氷漬けにした。

「全力で凍らせましたわ！　唯ただ人ひとの魔法一発くらいなら耐えられますわよ！」

「それを聞いて安心したよ！」

　人質はいない。対抗できる戦力もない。四天王最弱じゃ──敵かなわない。

　唯ただ人ひとが右手を突き出し、そこに魔力を集中させる。

「ひ、ひぃっ！」

　デルメアの行動は早かった。咄とつ嗟さに黒穴を出現させ、そこに逃げ込もうとする。

　だが、フランチェスカがポケットから投とう擲てきした何かが、デルメアの足に突き刺さる。

「痛っ!?　これ……バーベキューの串!?」

　デルメアがその痛みに気を取られた隙に、唯ただ人ひとの魔力が最高潮まで練り上げられた。

「【アグネヤストラァッ！】」

「ひぃいぃいいいっ!?」

　唯ただ人ひとの手から放たれた熱線が、デルメアを貫いた。










　唯ただ人ひとの攻撃の余波で、香か澄すみを覆っていた氷が砕け、彼女がゆっくりと倒れ込む。

「香か澄すみ！」

　フランチェスカは咄とつ嗟さに駆け寄り、香か澄すみを受け止めた。しかし、彼女もまた満身創そう痍い。受け止めた瞬間によろめき、倒れそうになる。

「おっと」

　そんな二人を、唯ただ人ひとがしっかりと受け止めた。

「ありがとうな、フランチェスカ」

「ふ、ふん！　別に唯ただ人ひとのためにしたわけじゃありませんわ！」

　フランチェスカはふいと顔を背け、とっとと唯ただ人ひとの手から抜け出す。

「そ、それよりも！　いくら香か澄すみを助けるためとはいえ、この私のドレスを──」

　フランチェスカが抗議しようとした時だった。

「……うう」

　呻うめき声が聞こえる。見れば、唯ただ人ひとの攻撃の直撃を受けたデルメアがよろよろと立ち上がっていた。彼女は黒穴を出現させ、足を引きずりながらその中に逃げ込もうとする。

「デルメア！　まだ動けるのか!?」

「へ、へへ……さすが、一筋縄じゃいきませんね」

　デルメアは満身創そう痍いながらも、不敵に笑う。

「今日のところは負けにしておいてあげます。ですが……忘れないでくださいよ。私の傷が癒えたら、この屈辱を何倍にもして返してやりますよ！」

　デルメアは目を血走らせ、嗤わらう。

「今度はその女の子だけじゃなく、家族や他の友人も人質にしてやりますから！　いつどこで人質にするかわかりませんよ！　私の空間魔法から、周囲の人間全員を守れますかねえ!?」

「この──っ！」

　唯ただ人ひとは魔法を再び撃とうとするが、デルメアが黒穴に入る方が早い。

　だが。

「──え？」

　デルメアは黒穴に逃げ込む瞬間に足を止めた。そればかりか、逃げるはずだったのに、こちらに向かって後あと退ずさりしてくる。

「ど、どうして貴方あなた様さまが……？」

　やがて、黒穴の中から大柄な男が現れた。身体からだにまとっているのは漆黒の鎧よろい。背中に背負っているのは身の丈ほどもある大剣。現れた瞬間に息が止まるくらいの威圧感を感じる。

　その男は、フランチェスカと同じく、真紅の瞳と銀色の髪をしていた。

「お父様!?」

　──魔王ダンテ。

「久しいなフランチェスカ……それから、唯ただ人ひと」

「あ、ああ……」

　一度勝利し、今は敵対していないとはいえ、その存在が目の前にあるだけで緊張が走る。

「再会を喜びたいところだが……少々待て」

「ひっ」

　ダンテに見られたデルメアが息をのみ、足を震わせる。

「デルメア……お前が妙な動きをしていたのはわかっていたが……まさか我が娘にまで手をかけようとするとはな……足先からゆっくり全身すり下ろしてやろうか？」

　デルメアは膝をつき、瞳に涙をためながら媚こびた笑みを浮かべる。

「ダ、ダンテ様？　きっとダンテ様は誤解をしていらっしゃいます……。私の話をお聞きになれば、きっとご納得していただけるかと……」

「ほう……？　申してみよ」

　──その瞬間、ダンテはデルメアの角をがっちり摑つかむ。

「貴様をすり下ろしながら聞いてやろう」

「へっ!?」

　ダンテはデルメアを黒穴に向かって引きずり始めた。

「嫌っ！　ダンテ様！　お許しを！　お願いします！　少々お待ちになってください！」

「待てぬぞ、デルメア。他の四天王も、お前が帰ってくるのを待っておるのだから」

「ひぃっ!?　いや……いや、いやぁぁああっ！　た、助けてください唯ただ人ひとさん！　フランチェスカ様ぁっ！　お願いします！　ごめんなさい！　いや、いやだぁあああっ！」

　デルメアは絶叫してもがくものの、ダンテの力に敵かなうわけもなく、そのまま黒穴の中に放り込まれた。悲鳴と絶叫が中から聞こえてくるものの、しばらくして静かになる。

「さて」

　デルメアを処理したダンテが、ゆっくりとこちらを振り向く。

「我々も帰り支度をしようか、フランチェスカ」










　校庭の真ん中で、フランチェスカとダンテは並んで月を見上げていた。

「フランチェスカ。こちらでの生活はどうだった？」

「……不便でしたわ」

　フランチェスカは口先をとがらせる。

「魔力は使えないからなにもできませんし、私を崇あがめる人もいませんでしたわ」

　でも……と、フランチェスカはうつむく。

「そのおかげで、たくさんの人間と話すことができましたの。お父様が人間と和平を結ぶ気になったのも……少しだけわかった気がしますわ」

　ダンテは薄く微笑ほほえみ、小さく頷うなずく。

「力に差はあれど、心は魔族も人間も違いはない。家族を愛し、友を愛し、故郷を愛する。それは魔王も勇者も同じだと、唯ただ人ひとは気づかせてくれた」

「わ、私は別に唯ただ人ひとに教えてもらったわけじゃありませんわ！　自分で気づけたのです！」

　フランチェスカがぷいと顔を背けると、ダンテは苦笑する。

「お前は相変わらず唯ただ人ひとのことが嫌いだな……まぁ好きとか言うならばまた戦争だが」

「もちろんですわ！　次戦うことがあったらボコボコにしてくださいまし！」

　そう言ったところで、フランチェスカはハッと思い出す。

「そ、そうですわ！　お父様、唯ただ人ひとが私のドレスをボロボロにしましたの！　お父様からいただいた大切なドレスなのに！　許せませんわ！　責任を取らせてやってくださいな！」

　そう言うと、ダンテは目を丸くする。

「そうか……よし！　この世界を滅ぼそう」

「さすがお父様！　──って、えええぇぇええっ!?」

　フランチェスカは絶叫する。

「お、お父様？　さすがにそこまでのことでは……こっちには私の友達もいますし……」

「うーむ……なら滅ぼすのはやめておこう」

　フランチェスカはホッと胸を撫なでおろす。

「しかし、友か……別れは辛つらいだろうが……大丈夫か？」

「……ええ」

　フランチェスカがそういうと、ダンテが優しく頭をなでてくれる。

「──わかった。では、そろそろ行こうか」










　フランチェスカとダンテが話をしている間……校庭には遥はるかが辿たどり着いていた。

「ごめんねたっくん。どうやってもデルメアの異空間に入れなくて」

「いいよ。来てくれて助かった」

　遥はるかには、香か澄すみの睡眠毒を解げ毒どくしてもらわなくてはならない。

「……でも、本当にいいの？」

「ああ」

　香か澄すみを前に膝をつく遥はるかに向かって、唯ただ人ひとは頷うなずく。

「混乱魔法で、この出来事を忘れさせてやってくれ」

　きっと怖い思いをさせてしまった。異世界のことなんか知らなくてもいいし、これまで通りに過ごしてほしい。

　だが、遥はるかは眉を顰ひそめて躊躇ためらっている。

「でもたっくん。この子のこと好きなんでしょ？　自分のためにこれだけ身体からだ張って守ってくれたって知れば、女の子は好きになっちゃうよ？」

「いいんだよ。香か澄すみにとって俺は勇者じゃなくて、ただの人なんだ」

「不器用ね。……でも清いわ。たっくんらしい」

　遥はるかは笑うと、香か澄すみに向かって混乱魔法を使用する。光が彼女を包むと彼女は一瞬顔を歪ゆがめるものの、すぐに穏やかな寝顔に変わる。

「ありがとう遥はるかさん。あと、浩こう平へいにも頼むよ」

「私のスマホに鬼電してきた子ね？　わかったわ」

　遥はるかが立ち上がり、膝についた土を払う。

「と、ところでたっくん。あの浩こう平へい君っていう子……年上には興味ないのかな？」

「さ、さあ？　どうだったろ……？」

　唯ただ人ひとが苦笑いしたちょうどその時、話を終えたフランチェスカとダンテがやってきた。

「……帰るんだな」

「ええ……」

　フランチェスカは眠っている香か澄すみを見て目を細める。

「お別れを言えないのは寂しいですが、仕方ありませんわ」

「……たまには遊びにくればいいさ」

「そうですわね。……べ、別に唯ただ人ひとに会いに来るわけではありませんわよ！　香か澄すみと浩こう平へいに会いに来るんですわ！」

「んなことわかってるよ。なに言ってんだ」

　歯をむき出しにして威嚇してくるフランチェスカに、唯ただ人ひとは顔をしかめる。

「じゃあな、ダンテ」

「ああ。娘が世話になった。……遥はるかにも面倒をかけたようだな」

「お安い御用よ。清い和平を期待しているわ」

「善処しよう」

「……それじゃあ」

　名残惜しい空気を漂わせながらも、フランチェスカとダンテが黒穴に向かっていく。その背中を唯ただ人ひとと遥はるかが見送る。

　騒がしい日々も終わりだ。

　だが、少しだけ、楽しかったとも言える。

　──最後に、フランチェスカがこちらを振り返り、小さく手を振った。

「バイバイ、ですわ」

　そうしてフランチェスカは、ダンテとともに黒穴の中へと消えていった。













終章　魔王の娘もこっちにいたら、ただの人







「最悪よ、もう……」

「本当だよね……」

　学校からの帰り道、二人は本日何度目かになるため息をつく。

「どうして昨日のことなにも覚えてないんだろう……お別れも言えなかったし……」

「そうなの……なにかフランちゃんから凄すごく大事なこと聞いた気がするのに、思い出せないの」

　香か澄すみは頭を抱えてうなる。何を聞いたのだろう……きっと異世界のことだろう。

「それにフランちゃんからもらったネックレスもなくしちゃうし…………」

　香か澄すみは目を潤ませながら、首元をなでる。

「きっと、またこっちに来るからさ」

　唯ただ人ひとは励ますことしかできない。記憶を消さなければ納得できるだろうが、同時に危険な目にあったことも覚えたままになってしまう。

　それを歯がゆく思いながらも唯ただ人ひとは浩こう平へいや香か澄すみと別れ、自分のマンションへと入っていった。

「……ただいま」

　部屋に入り声をかけるが、返事はない。両親は相変わらず動画撮影で留守だし、フランチェスカもいない。

　正直に言うと、寂しさがあった。

「皮肉だよな」

　異世界に召喚され、行方不明になった自分が、今度は異世界に帰ったフランチェスカを思って寂しさを感じるなんて。

　ため息をついた──その時だった。

「っ!?」

　肌を刺すような魔力の反応を感じ、唯ただ人ひとは顔を上げる。とっさにリビングから飛びのいて傘立ての聖剣ニルヴァーナを手に取り、構えをとった。

　魔力の発生源はリビングの中央。

　そこに、黒穴が出現し、中から包帯まみれの魔物が出現する。

「マミーだと!?　空間魔法が使えるマミーなんていたのか!?」

「ち、違いますよお！」

　包帯だらけの魔物は泣きそうな声を上げる。

「……デルメア？」

　よく見れば、包帯の隙間から青い肌が見える。角はあるにはあるが、一本折れていた。顔はぱんぱんに腫れており、左手は三角巾で吊つってあり、右足はギプスをはめて松葉づえをついている。声を聞かなければ、デルメアとわからなかっただろう。

「また性懲りもなく……っ！」

「ちょ、剣を向けないでください！　ほんと、もうなにも企たくらんでませんから！」

　デルメアは逃げようとしたが、松葉づえのせいで移動もままならず、その場にべたんと転んだ。その衝撃が全身の傷に響いたのか、彼女は情けない悲鳴を上げる。

　その姿を見て、唯ただ人ひとも警戒を解いた。

「……なんで生きてんだ？　すり下ろされたんじゃなかったのか？」

「一応、貴重な空間魔法の使い手ですから生かされたんですよお」

　デルメアはひぃひぃ言いながら、なんとか立ち上がる。

「でも酷ひどい目に遭いましたよぉ……帰ったらダンテ様と他の四天王に囲まれてボコボコにされるし、『四天王の面つら汚よごし』から『魔族の面つら汚よごし』に格下げされるし……もう謀む反ほんを企てる気なんて失うせましたよぉ」

「本当かあ？」

「ええ。これからは心を入れ替えて、上には媚こびて下の者に威張るだけで満足します」

「心を入れ替えても、根が腐ってるのはどうしようもねえな」

　唯ただ人ひとは顔をしかめるものの、どうやら何も企たくらんでいないのは本当のようだ。

「……で？　なにしに来たんだ？」

「それが──」

　デルメアがため息をつく。

「フランチェスカ様が帰ってきたのはいいのですが、『食事がおいしくないですわ！』と暴れ出しまして──魔王城は半壊させるし、湖を全面凍結させるし、平均気温はマイナスになるし、もうダンテ様でも手がつけられない状況になりまして────」

「なにやってんだアイツ」

　唯ただ人ひとは呆あきれつつも、嫌な予感がひしひしと伝わってくる。────その瞬間。

『おーっほっほ！』

　黒穴の奥から、騒がしい声がした。その声を聞いたデルメアがぶるぶると震え始める。

「こ、このままでは和平どころか氷河期が来て人間も魔族も全滅してしまうということで──」

　デルメアは別の黒穴を出現させ、じりじりとそこへ後あと退ずさりしていく。

「もう一年くらいこっちで預かっててください！」

「お、おいデルメア！」

「それまでにこっちの食事レベルを上げておきますから────っ！」

　そう叫び、デルメアは黒穴の中へと逃げていく。

　そして入れ替わりに、真紅の瞳と銀色のツインテールをした少女が黒穴から飛び出してきた。

　彼女は、いつものように、口元に手を当てて高笑いを上げる。

「おーっほっほっほ！　唯ただ人ひと！　また来てあげましたわよ！」

　唯ただ人ひとは盛大にため息をつき、その分、思いっきり息を吸い込み────。

「一日おかずに戻って来てんじゃねぇよッ!!」











END
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　あとがき







　多くの少年少女が、異世界に行って活かつ躍やくすることに憧あこがれたでしょう。

　かくいう私もその一人です。

　しかし悲しいかな。大人になると「家族や友人に心配かけちゃうな」「子供の成長見れないのは嫌いやだな」「煙草たばことコーヒーがなかったら禁きん断だん症しよう状じようで冒ぼう険けんどころじゃないかもしれない」とか思ってしまうのです。

　そんなことをつらつら考えている内に、今回のお話を思いつきました。




　お久しぶりです。末すえ羽ば瑛えいです。本作で初めて私の話をお読みいただいた方は、初めまして。

　今回、約二年ぶりに本を出させていただきました。──とは言ったものの、ここしばらくはメディアワークス文庫で書いていたので、電でん撃げき文ぶん庫こからは約五年ぶりとなります。

　これまではスポーツや青春やお仕事物を書いていたので、以前の私のお話を読んだことがある方は驚おどろかれるかもしれません。いやね、ジャンル問わず基本的に明るい話を書くのが好きなんですよ。

　──しかし困りました。せっかく明るいコメディを書いたというのに、あとがきでは真面目なことばかり書いてしまいます。コメディの後に硬い文章を読んでしまっては興きよう醒ざめというものです。

　というわけで、ここで一つ、お話の内容に差さし支つかえない程度の制作話を。

　本作に登場するキャラクターの苗みよう字じは、全て私の出身地である福島県にゆかりのある物や地名から取っております。……一人だけそのまんまな苗みよう字じの子がいますね。あの子は最初「摺すり上かみ」という苗みよう字じだったんですけど、読み辛づらすぎて変えたのです。まぁ、名付けた私も一発で変へん換かんできないので「書きにくいなぁ」と思っていたのですけれど。




　では、最後にお礼を。担当編集の黒くろ崎さきさん。イラストをつけてくださった日ひゆ向うがあずりさん。出版に関わる全ての方々。そして何よりこの本を読んでくれる貴方あなた様さま。

　どうもありがとうございました。




　皆みな様さまが本作を読むことで少しでも楽しんでいただけたのならば、私はとても嬉うれしいのです。
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ラブコメは異い世せ界かいを救すくったあとで！




～帰かえってきたら、逆ぎゃくに魔ま王おうの娘むすめがやってきた～
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